

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　いつだって俺は、やりすぎる









「ぶほ……ぶほおおおお！」

　誰だれしもが欠点を持っている。

　自己中、口悪い、暴力的といった内面に起因するものから。

　デブ、太っている、オーク似といった外見に至るまで様々だ。

　そこで、だ。

　嘗かつては風の神童と呼ばれ、チヤホヤされてた俺の欠点は何だろう。

「…………ぶおおおっ…………ぶっほおおおお！」

　ふふっ──やりすぎちゃうところかな？

　昔、俺は好きな子と一いつ緒しよにいたすぎて、真っ黒豚ぶた公こう爵しやくへと進化、いや退化か。

　今思えばもっとうまいやり方は幾いくらでもあった。

　ただ公爵家の人間として生きる未来が嫌いやすぎて、一番大だい胆たんな方法を選せん択たくしたに過ぎない。

　でもまあ、嫌きらわれ者ものを演じるなんて、考えが足りていなかったと今では思うよ。

　あれから紆う余よ曲きよく折せつあり、俺はクルッシュ魔ま法ほう学園で幸せに暮らしている。

　少なくとも最大目標であった彼女と一緒にいることは達成したから良しとするか。

「ぶっ……ぶっほおおおお！」

　さて。やりすぎと言えば例えば今もそうだ。

　死にかけオークの断だん末まつ魔まのような声は当然、俺。俺しかいないだろ。

　オーク？　もはやオーク以上のモンスターだろという突つっ込こみは置いておいて、俺だ。

「……ぶぶひいい、ぶほおおおお！」

　土の魔法で構築した金属バーベルでトレーニングに励はげんでいる。

　稀まれに通り過ぎる生徒が化け物を見た感じの反応をするが、気にしない。

　おっと、いけない。

　特製の筋トレ道具が滑すべり、メコリと地面に埋うまってしまう。

　やっぱり自分と同じ体重を持ち上げるってのは中々にきついもんだ。

　だけど、やっと目標に到とう達たつ。

　達成感と共に冷たい地面に倒たおれ込むと、太陽の眩まぶしさに目が眩くらんだ。

「……」

　そうだ、あの日から俺は。

　魔女と戦い、完かん膚ぷ無なきまでに敗北した俺は。

　あれから一ヶ月。

　ひたすら、肉体改造に打ち込み続けているのであった。




「おい、例のサイクロプスさんがいるぞ。太ったり瘦やせたり、あいつ生き急ぎ過ぎだろ」

「指差すなって。前にあそこを汚きたねえって馬ば鹿かにした奴やつがどうなったか忘れたわけじゃないだろ。数日、飯が食えなくなったんだぞ……」

　俺は思ったよ。

　結局さ、アニメ知識なんてものがあっても、人の行動はまるで予測出来ない。

　さすがの俺もさ。

　三さん銃じゆう士しの一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールが参戦してくるなんて夢にも思ってなかったんだよ。

「見ろよ、あの豚公爵の身体からだ。どこの傭よう兵へいだよ。小さいオーガだろあれ」

「逆に前の方が親しみやすかったよな。身体がでかいわけじゃないのに、今は近くにいるだけで威い圧あつされる……あ。起き上がったぞ。うわ、こっち見てるぞ逃にげろ」

　アニメ知識を頭の中に溜ため込んでいるから、俺は考え過ぎてしまう。

　だから最近は全すべての不安を考えないよう、ひたすら自分の身体を鍛きたえ続けた。

　そして、見事。

　あいつらの反応から分かるように、ドン引きされる肉体を手にしてしまった。

　でも、あの魔女との命を懸かけた追いかけっこ以降、俺は気づいたんだよ。

　格上と戦う時、いざという時に頼たよれるのは自分の肉体だけ。

　未来は勝手に裏切るけど、俺の身体は裏切らないから。

「ねえ。ミーハちゃん。この前、筋肉ある人が好きって言ってたじゃん。あの人は？」

「あれはやりすぎ。前のデニング様を知ってる分、ぶっちゃけどういう顔したらいいか分かんない。オークって呼ばれてる方がまだ可愛かわいげあったかも」

「……オークって可愛げあるの？」

　余りにも苛か烈れつなダイエット、というか筋トレを断行した結果。

　いつの間にか学園で俺に声をかけるものはいなくなった。

　前はさ、俺に魔法を教えてくださいって奴らが結構いたんだよ。

　正直……慣れたもんだけど。

　そうこうしている内に一日が終わり、今日一日誰とも喋しやべっていなかったことに気付く。

「見て。例のサイクロプス様……どこか遠くを見て……何を考えてるんだろう……」

「多分、筋肉のことだと思うけど……」

　そんな俺にとっても、日常の話し相手というものは心の平へい穏おんを保つ上で重要だ。

　さて、そんな俺が一日で会話する相手ナンバーワンは誰だろう。

　考えるまでもなく、シャーロットだ。




「あはは。シャーロットちゃん。それは可笑おかしいって。ねえ、もう宿題やったの？」

　おっとおっと。早さつ速そくというべきか。

　我が心の友、シャーロットを発見してしまった。

　彼女はこの落ち着いた魔法学園で、お友達らしき女の子と歩きながら談だん笑しよう中。

　積み重ねた土管の上に座り、不良宜よろしく周りを睨にらみつけていた俺と大おお違ちがい。

「え～！　そんな先の授業まで予習しているの？　シャーロットちゃんは真ま面じ目めだなあ。私なんて全然だよ～。あ、じゃあ、次の宿題、見せて！　ねっ、お願い！」

　既すでに俺たちが学園に戻もどっていることは父上たちの耳へ確実に入っているだろう。

　しかし、公爵家からは何のアクションも起きていない。

　それこそが、あのマローという女じよ傑けつが持つうちへの影えい響きよう力なのだ。

　しかも──シャーロットに魔法に関する授業参加を認めさせたんだから、あいつは凄すごい。

「でも、シャーロットちゃん、上達の早さ凄いって！　私が魔法に目覚めても最初の数年は形にもならなかったんだから！　自信持ったほうがいいって絶対！　凄いから！」

　さて、帝てい国こくが最前線の兵士を退去させてから、一月が経過しただろうか。

　もうどこにも戦争の影かげに怯おびえる者はいない。

「……なあ、ロコモコ先生。まだ帰ってこないのかな」

「帰ってきたと思ったらすぐに学園長やユウギリ先生と一緒に消えたよな。ロコモコ先生のことだから、どっか遊びに行ったんじゃないかー」

「今度は何のお土産みやげ持ってきてくれるんだろうな」

「……なあ、お前ら知ってたか？　ユウギリ先生って学園で将来のカリーナ姫ひめの守護騎士ガーデイアンになれる逸いつ材ざいがいないか探さぐっていたって話だぜ？」

「守護騎士ガーデイアンは王室騎士ロイヤルナイトの中から選ぶのが通例だろ。そりゃあ、デニングみたいに飛びぬけた力があれば、話は別だろうけどさ」

　王室騎士ロイヤルナイトでありながら、学園の先生に着任したユウギリ先生。

　その目的は生徒の間では王室騎士ロイヤルナイト候補を探すためとか、精神的疲つかれを癒いやすためとか色々言われていたけど、結局何も分からなかった。そしてユウギリ先生が王室騎士団ロイヤルナイツに戻ることが決定し、代わりにロコモコ先生が戻ってくる筈はずだった。

　だけど、思い出したくもないあの事件が発生。

　学園長だけでなく、ロコモコ先生までユウギリ先生らと共に王都へとんぼ返り。

「ロコモコ先生が帰ってきてくれないとつまらないよなあ。俺、先生の適当な授業好きだったんだよなー」

　これには生徒の落らく胆たんも大きかった。

　何しろロコモコ先生は学園で一番の人気教師だったからだ。

「今いま更さらだけどさ……森に落ちた隕いん石せきをタリーが見に行ったらしくて、あそこ今、世界の終わりみたいなすごい有様だったらしいぜ。もう、ぐっちゃぐちゃ……」

　森に落ちた隕石は新しい未来の象しよう徴ちよう。

　帝国が最前線から兵士を退ひき、これから数百年は平和な時代が到とう来らいする夜明けの時代。

　なんて言われているけれど、あれは敵国の兵士によって引き起こされたものだ。

　ドストル帝国の三銃士、夢売りの魔女ドクター・ヒールが暴れた事実は、完かん璧ぺきに隠いん匿とくされていた。

「俺、軍に入るつもりだったけど、将来どうしようかなー」

「そろそろ真しん剣けんに考えないとなー。家に帰ったって兄貴にこき使われるだけだし」

　学園にふぬけた空気が蔓まん延えんしているけど、悪いこととは思えない。

　この世には知る必要のない事実もある。

　森の中に帝国の人間がいたなんて、知る必要のない真実だ。

　後は可能であるならば、ユウギリ先生からシャーロットに関する記き憶おくも消したかった。

　先生は助けられたお礼か、迷めい惑わくは掛けないって約束してくれたけど。

「ふうん。やっぱり公爵家の従者様だったら求められる水準も高いんだあ。シャーロットちゃん、大変だなあ」

　おっと、シャーロットたちが次の授業に向かいそうですぞ？

　俺は土管から飛び降り、ぶひぶひと何気ない感じで、近寄っていく。

　最近、シャーロットは俺のダイエットに付き合ってくれない。

　授業に参加しているから、予習復習で忙いそがしいことは俺も理解している。俺と違ってシャーロットは貴族向けの教育を受けてこなかったから、さぞや大変だろう。

　だから、必然的に俺との時間が減ってしまうことは仕方がないけど。

「おーい、しゃー……」

「あ。シャーロットちゃん。デニング様が呼んでるけど……あ、あれ！　シャーロットちゃんどこ行くの！　まだ授業が始まるには時間があるけど！　え、準備!?」

　なのに、なのにだ。

　俺が歩けば、泣く子も黙だまると言われた真っ黒豚公爵の従者を長年務め上げた彼女は、ああやってぴゅーと逃げ出してしまう。

「あ、デニング様！　すいません！　私たち、急ぐので！」

　シャーロットの友達が、申し訳なさそうに頭を下げ俺は大おお仰ぎように頷うなずいた。

　何でもない風を装よそおっているが、中身はブロークンハート。

　だけどシャーロットは真面目な女の子だ。

　絶対に授業には遅ち刻こく出来ないって、固い信念を持っているんだろうさ。

　本当に真面目で、俺も誇ほこらしいよ。

　生まれはヒュージャック。モンスターに滅ほろぼされた名高い亡国。

「……勉強熱心、感心なことだぶひ」

　と、現実逃とう避ひするのは止やめだやめ。

　今のは一体、どういうことだよ。

　このような仕打ちには慣れっことはいえ、シャーロットは真っ黒豚公爵時代からずっと俺に寄り添そってくれていた。

　しかし──今。確実に俺を見て逃げたよな。

「……やっぱりあの日が原因か。気のせいじゃないよな」

　全ては帝国の三銃士がシャーロットを人ひと質じちに取った日。

　闇やみの大精せい霊れいさんが協力してくれたことで、魔女は撃げき退たいされ、仮かり初そめの平和は守られた。

　しかし、俺の日常は壊こわされた。

　俺、シャーロットから避さけられてます。

「…………………………ぶひ？」

　理由が幾いくつも思い当たるのが悲しいところだ。

　やはり、危険な目にあわせ過ぎたか？

　俺の傍そばにいると命が幾つあっても足りないって気づいてしまったのか。

　それとも、完全に愛想が尽つきてしまったんだろうか。

「おい──何、この世の終わりみたいな面つらしてんだよ」

　この世の終わり。

　そうだ。その通りなんだよ。

　シャーロットに避けられるなんて、俺にとっては世界の終わりに等しい出来事で。

「……今の声、もしかして」

「おう！　帰ってきたぞ、デニング」

　振ふり返ったそこには、学園長らと共に王都へ向かった元王室騎士ロイヤルナイト。

　相変わらず暑苦しいロコモコ先生が、腕うでを組んで立っていた。








一章　今の俺は人気者？









「ひでー顔してるな、デニング」

　俺と先生の関係性を説明することはちょっとだけ難しい。

　何せ先生キャラってのは基本的に主人公を導く存在だ。

　だけど先生より俺の方が強いから、関係性は対等ってところか。でもアニメと同じように頼れる存在であることは確かで、俺はロコモコ先生の帰りを誰だれよりも待ちわびていた。

　というか、戻ってくるのが遅おそすぎて怒いかりが湧わくぐらいである。

「ロコモコ先生。いつ、王都から帰ってきたんですか？」

「たった今だ。そんで学園の様子をこっそり見回っていたらお前の情けない面が見えてな。しかしデニングお前よ、瘦やせたって次元じゃねえな。そこまで行くと、ドン引きだぜ」

「……お陰かげ様さまでこっちは不安でたまらなかったんですよ」

「不安ってお前。まさか、あれからずっとか？」

「当たり前じゃないですか。俺は三さん銃じゆう士しの一人に襲おそわれた張本人なんですよ。結末を見届けないまま、中ちゆう途と半はん端ぱに学園へ置き去りにされて……たまったものじゃない」

「はぁ……まだ、お前を王都に連れていかなかったこと、根にもってんのか」

　ロコモコ先生は軽く言うが、あれは俺がこれまでやってきた全すべてをひっくり返す大事。

　今思えば、何が何でも俺も王都に行くべきだったよ。

　お陰であれから何も情報が入ってこず、イライラを自分の身体からだにぶつけ続けた。

「学園の方は何も心配しなくていいですよ。皆みんな、もう忘れてますから」

「確かにそんな感じだな。森に落ちた隕石、新しい時代の幕開け、か……幸せなこった」

「そういう話にしたのは、先生方ですよ」

　森に隕石が落ちたのなんて、全てでっち上げ。

　俺と闇の大精霊さんで魔ま女じよを追い返した後、すぐに学園から先生方がやってきて余りの惨さん事じに目を丸くした。さすがに誤ご魔ま化かしは不可能。俺は何が起きたか全てを証言し、闇の大精霊が素す性じようを明かしたことで先生方は大おお騒さわぎ。闇の大精霊さんは自分の正体を隠かくす気がなかったし、見るものが見れば、彼女がやばい存在であることは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　大精霊さんに好き勝手に喋しやべらすよりは俺が説明した方がいいと思ったんだ。

「ロコモコ先生。それより一ヶ月も音おと沙さ汰たがないってのは、あんまりじゃないですか？　お陰で俺は不安とストレスからこんな身体になってしまったんですが」

「それはどちらかと言えば、感謝されてもいいだろ。昨今の魔法使いは魔法に頼たより切って自分の身体を疎おろそかにする傾けい向こうがあるからな。一度、徹てつ底てい的に鍛きたえておくのはいいことだ」

「……それで、帰ってきたのはロコモコ先生一人ですか？」

「爺じいはまだ王都でやることがあるらしくてな、俺一人だ」

「……一人」

「というかデニング。これ以上の質問は無しだ。この件にお前は首を突つっ込むな」

「これでも先生。俺は、当事者ですよ？」

「俺はな、善意から言っているんだ」

「……闇の大精霊はまだ王都にいるんですか」

　ロコモコ先生はこれ以上、何も語る気はないとばかりに、口を噤つぐむ。

　俺も先生から情報を引き出せるとは思っていなかった。

　この件から俺を遠ざけるために、学園に置き去りにされたことは理解していたからだ。

　話が余りにもでかすぎるとは感じていた。

　中途半端に関わったら、最後まで抜ぬけ出せないような規模の話である。

「あーあ。めんどくせえなあ。話しかけないほうが良かったか？」

「だったら、俺を王都に連れていけば良かったじゃないですか」

「それは爺が説明しただろ。闇の大精霊は明らかにお前に強い興味を持っていた。お前も知らないわけじゃねえだろ、闇の大精霊が才能のある魔法使いを見つけては帝国に連れて帰るってな。これまでも数多くのダリスの魔法使いが、闇の大精霊に心しん酔すいし、北へ渡わたった」

　知っている。

　闇の大精霊はコレクターだ。

　彼女の私室には世にも珍めずらしいアイテムが所ところ狭せましとコレクションされている。

　コレクションには人間も含ふくまれ、彼女のお眼鏡に適かなう魔法使いは超ちよう一いち流りゆうだ。そう言えば、モロゾフ学園長も若い頃ころは帝てい国こくで彼女の教えを受けたことがあったとか。

　アニメの中ではシューヤや、光の守護剣けんに執しゆう着ちやくしていたっけ。

「ですが、そんなことを言っている場合じゃ無いでしょう。帝国の最大戦力が、王室騎士ロイヤルナイトを洗脳したんですから」

「おっと、声がでけえ。だからそれ以上はご法はつ度とだって言ってるだろ。それに終わった話を蒸むし返すな。連れん絡らくの一本もしなかったのは悪いと思っているが、情報が情報だ。紙に残すことさえ憚はばかられた」

　先生が慌あわてて、辺りを見み渡わたす。

「周りを見てみろ。誰もが平和を満まん喫きつしているだろう。デニング、俺が戻もどってこれたってのは、事態がある程度落ち着いたってことだ。だから、何も心配するな。少なくとも、あれから魔女は何もしていない。何かするにしても、対策は万ばん全ぜんだ。奴やつは手が出せねえよ」

　心配するなと言われてもなぁ。

　相手はあの三銃士。奴が本気で戦争を望んでいるんだ。

　なのにどうして先生は落ち着いていられるんだよ。

　闇の大精霊が全面的に協力してくれるからか？

　確かにドストル帝国の動きは闇の大精霊次し第だいだ。奴が休戦を望んでいるなら、帝国は動かない。一戦士である魔女なんてどうでもいいってか？

「あれこれ考えたって仕方がない。王都にいるやつ等らが何とかするってさ。それに、これはお前のためでもあるんだ」

「俺のため、ですか？」

「デニング。お前だって──探さぐられたくない腹もあるだろう」

　じゃあなーと軽い挨あい拶さつで去っていくロコモコ先生の大きな背中を見ながら、固まる俺。




　　　　●




「……」

　探られたくない腹だって？

　随ずい分ぶんと意味深なセリフ、だけど、心当たりが一つあった。

　それは──シャーロットの正体。

「まさか、な」

　あの日、あの夜。

　シャーロットの正体がユウギリ先生にばれたこと。

　決定打は、ギャーギャーと闇やみの大精せい霊れいさんに向かって喚わめき続ける風の大精霊さんだった。

「なあ、ロコモコ先生がいたぞ！」

「ユウギリ先生と一いつ緒しよに王都に帰っちゃったもんな！　会いに行こうぜ！」

　だけど二人で話し合って、考えても仕方がないと結論を出した。

　流れに身を任せることは時には重要だ。シャーロットを安心させるための方便でもある。

　それにユウギリ先生は俺たちに悪いようにはしないと約束してくれたから。

　あの人がどこまで信じられる人か分からない、だけどあの人は命を俺たちに助けられた恩がある。いったい、ユウギリ先生はどこまで陛下らに報告しているのか。

「……まあ、最悪の事態は十分に覚かく悟ごしてるさ」

　こういう時は──あれに限るよな。







「ぶ…………ぶほおおおおおお」

　別に吠ほえてるわけじゃないぜ？

　全力でバーベルを持ち上げているだけだ。

　全ては──追いかけっこでへとへとになってしまった愚ぐを二度と繰くり返さない。

　体力をつけるため。

「ぶほおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　筋トレはいい。俺を裏切らない。

　問題はない。闇の大精霊も味方なんだし、王都には守護騎士ガーデイアンドルフルーイを筆頭とした猛も者さが大勢いるんだ。光の大精霊レクトライクルもいるし、帝国の魔女一人ぐらい大したことがない筈はず。

「ほおお……ほお、ほおぶひ？」

「──なぁ、アリシア！　何で俺の借金が増えてるんだよ。絶対に可笑おかしいぞ！　どんな計算をしたらここまで膨ふくれ上がるんだよ！」

　俺が世界の心配をしてると、誰かの吞のん気きな声。

　バーベルを上げながら、そっちを見るとやってくる二人組。

　お。バーベルを上げながら立つのも良い運動になる。これ、いいな。

「シューヤ！　あんたねぇ、もう忘れたの？　あのお馬ば鹿かな旅に付き合ったせいで、私が準備にいくらお金払はらったか！　あれも当然全部含まれてるわよ！」

「あれは合意の上だっただろ！　行く前はお前も結構ノリノリだったじゃんか！」

「どこがノリノリよっ！　私はあんたが心配だからついていっただけ！」

「だからってこの額は無理だ！」

　はいはい、仲がよろしいことで。

　サーキスタ国王の幽ゆう閉へいから逃にげ出したアリシアは、中々うまいことやったらしい。

　再び故郷から離はなれて、学園生活を満喫出来るんだから。

「無理でも何でもいいから返しなさいよ！　あの占うらないでもいいから！　シューヤ、あの水すい晶しようで稼かせいでたのに何で止やめたのよ！　再開しなさいよ！」

「あの水晶は呪のろわれたマジックアイテムだったんだよ！　捨てたら許さないって声が聞こえるから手元に置いてるけど、あれで占いはもうしないんだ！」

　シューヤはもうぶつぶつと独り言を呟つぶやくこともなくなったみたいだ。

　まともな人生を送れるだろう。

　俺としては水晶は捨ててほしかったけど、それは望みすぎか。

　そこまでされたら、水晶の中に眠ねむる火の大精霊エルドレツドもどんな手段に出るかわからないしな。

「いいことシューヤ！　とりあえず今月末までには一割でもいいから返しなさいよね！」

「絶対無理だって！」

　シャーロットから避さけられている今の俺としてはうらやましい限りだよ。

　しかしあの二人、これからどうなるんだろ。

　アニメの中じゃ、帝国との戦争で二人は仲を深めていったからな。

　このまま平和なままじゃ、恋こい仲なかになることはないのかな。

　っ……。

　ピクピクと、バーベルを持ち上げていた腕うでが落ちる。

　イチャイチャしやがって……何で俺があいつらの今後を悩なやまないといけないんだよ！

　こっちはこっちで手て一いつ杯ぱいだっていうのに！

「シューヤ！　一いつ括かつじゃなくても、ちょっとずつでもいいから返しなさい！　約束よ！　あ、そうだ！　ちゃんと紙に書きなさいよ！　口約束じゃ、不安だから！」

　不安、不安か。

　シャーロットの正体がユウギリ先生にばれたことで、シャーロットが感じている不安は俺の比ではないだろう。

　なんせ、素す性じようが明るみに出れば、ヒュージャック王家復興とか言われ、祭り上げられる可能性も全然ある。だが、シャーロットはそんな未来一いつ切さい望んでいない。

「──そうか！」

　理解する。

　そんなシャーロットを俺は筋トレにかまけて、一人にさせてしまった現実。

　俺は筋トレというストレス解消法があったけど、シャーロットは……何もないのだ。

「こうしちゃおれんぶひ」

　シャーロットは今も不安に押しつぶされそうなんだよ。

　何でシャーロットの気持ちに気付かないんだよ！

　あああああ俺はなんて罪深いことを。

　こういう時、傍そばにいるために、俺は真っ黒豚ぶた公こう爵しやくをずっとやってたんだろ！

　ごめんシャーロット。今すぐ行くから！







　今朝のことを覚えているだろうか。

　絶対に目が合った確信があるけど、シャーロットに避けられたあの件だ。

　もう、これは疑ぎ惑わくなんかじゃない。

　ならば、確かめに行こう。

　これまでは半信半疑だったけど、今の俺は真っ白からも成長したキラキラ豚公爵だ。

　だから、俺はシャーロットの住まいがある女子寮りようへ一直線。

「で、デニング様だ。ねえ見てよあの佇たたずまい……公爵家ってギラギラしている人ばっかりなイメージだったけど……デニング様って違ちがうよね……」

「あの人がリアルオークなんて……きっとあれは夢か何かだったのよ」

「逞たくましくなったよね。行き過ぎな気はするけど……それもデニング様らしいっていうか」

　行動力のあるデブ、それが今の俺。真っ白豚公爵ならぬ、真っすぐ豚公爵なんだよ。

　しかし、女子寮に来ると肩かた身みが狭せまいぜ。

　誰だれかにシャーロット呼び出してもらうか？

　手て持もち無ぶ沙さ汰たそうな女の子に声を掛かけようとして、逆に声を掛けられた。

「あの……シャーロットちゃん、呼んできましょうか？」

「ぶひ！」

　ここで待ってても埒らちがあかない。

　俺は大きく大きく、頷うなずいた。




「──ちょ、ちょっと！　スロウ様、こういうの、ほんとに困りますからっ！」

　そして、シャーロットはすぐに出てきた。

「俺が来たら何か問題があるの？」

「別にそういうわけじゃ……ああもう、こっち来てください！」

　急せかされるまま、その場を後にする。

　確かにみんな俺とシャーロットを興きよう味み津しん々しんで見つめていたけど、俺はもうこの程度でたじろぐような男じゃないんだ。真っすぐ豚公爵だからな。

「シャーロット、最近俺の事避けてない？　今朝だってさ、完かん璧ぺきに無視したよね」

「それはその……なんて言ったらいいか、えっとですね……別に無視してるわけじゃないっていうか……それよりさっきみたいなのはもう止めてください！　スロウ様がいたら、皆みんなびっくりするじゃないですか！」

「何だって？　人を化け物みたいに……確かに昔は歩くオークだったかもしれないけど、最近は大分まともになったと思う」

「そ、そういう意味じゃなくてですね！　ここはスロウ様みたいな高貴な人が来る場所じゃないというか……」

「……まぁ、確かに貴族の子は近寄らないかもしれないけど」

「可笑しいですよ！　スロウ様はご自身がどう思われてるかもっと自覚してください！」

「え。俺、また何かやったっけ」

　記き憶おくにない。

　誰かをいじめた記憶はないし、学園にこっそりと潜ひそんでいた悪者をやっつけた記憶もない。ただの一いつ般ぱん人、普ふ通つうのデニングさんとして過ごしていたはずだ。

「う、噓うそですよね……スロウ様。あれだけやって、じ、自覚がないんですか……」

「全くないよ。最近の俺、まともだったでしょ」

　シャーロットは頭を抱かかえているけれど、まじで自覚がないんだよ。

「じゃあ言いますけど……スロウ様はッ！　どれだけストイックに筋トレを、可笑しな叫さけび声を上げながらするつもりなんですか！」

「え？　ダイエットがどう話に関係するのさ」

「休みの日なんて朝から晩まで同じ場所にずっといて筋トレ筋トレ筋トレ。スロウ様がトレーニング場所にしている校舎の裏！　何て呼ばれてるか知ってますか？　立ち入ったらボコボコにされる傭よう兵へいスロウ・デニングの殺さつ戮りく場ですよ！」

「そ、それは誤解だよシャーロット。あれは俺の道具を盗ぬすみ出そうとした奴やつがいて、二度と悪いことをしないようにちょっと懲こらしめただけで──」

　確かに何度かそういうことがあった。

　俺が魔ま法ほうで作った器具、多分本格的な愛好者に売ったらいい金額がつく道具を盗み出そうとした奴がいたから、罠わなを設置したんだ。そして、罠にはまった間ま抜ぬけがいただけ。

「だから、それがやりすぎだって言うんです！　スロウ様はこう、極きよく端たんなんです！　瘦やせるって宣言して色々ありましたけど、ここまで変わらなくてもいいじゃないですか！」

「そうぶひ？」

「そうぶひじゃないです！　ふざけないでください！　最近のスロウ様は食べる物だって、前とは違って身体からだに良いものを選ぶようになってますし！」

「そりゃあそうだ。俺だって勉強してるからね」

　幾いくら食事に命を懸かけている俺だからって、デブるのはもう嫌いやだ！

　俺はダイエットや筋トレだけじゃない。

　自己管理にも目覚めたんだよ。一切の甘えを許さない。そんな決意が俺のトレーニングスペースには充じゆう満まんしている。そんな空気に学園の奴らはびびってるんだろう。

「それに！　もう一つあります！」

「もう一つ？」

「スロウ様は筋肉主義者になっちゃいましたけど、立派になられたことも事実です！　だから、その……最近はもう……すっかり自立しちゃって……」

「……しちゃって？」

「──わ、私なんて！　もうスロウ様に必要ないじゃないですかッ！」

　いらないんですー、今のスロウ様に従者なんていらないんですー。

　そんな残ざん響きようを残して、シャーロットは女子寮の方向へ走っていった。
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「シャーロット。混乱してたなあ……」

　トレーニングスペースに戻もどり、一人考える。

　これまでよりも一回り大きいバーベルを持ち上げながら、考える。

　俺が自立しているって？

　まぁ、確かにここ最近は立派になったことを見せたくて、必要以上に頑がん張ばってたよ。

　お陰かげで今の俺は、アリシアにも見れるようになったじゃないとの評価を貰もらっている。

　あのアリシアがそう言うってことは相当なことだ。

「俺が自立したことで、シャーロットがいる意味が無くなるとか考えているのかなあ。だったら、全然そんなことないのに……」

　ダイエットのためにちょっとした自じ炊すいも始めている。トレーニングの合間には自作した鶏とり胸肉料理も食べるし、身体に良いものを積極的に取り入れている。

　俺のトレーニング場が、みんなから殺戮場なんて言われているのは置いといて。確かにここ最近はシャーロットの世話になってないかもしれない。

「でもまあ、それは……」

　以前、シャーロットに瘦せたら君に言いたいことがあるなんてさ。

　告白っぽいことを言っちゃったからさ。

　あの時、シャーロットもかなり感動してくれたように見えた。

　魔女の一件以来、あの話は有う耶や無む耶やになってしまったけど、俺は忘れちゃいない。

「そう考えると、もしかして俺、シャーロット離ばなれしているのかもなぁ」

　シャーロットの言う通り、俺は少しずつではあるが彼女の手を離れつつあった。







「ロコモコ先生！　ユウギリ先生の評価じゃ誰が高評価だったのか教えてください！」

　魔法演習の授業はロコモコ先生が復帰したとあって、普ふ段だんはサボってる連中まで出席する異常事態。生徒の一人がユウギリ先生はやっぱり未来の王室騎士ロイヤルナイトを探しに来ていたって噂うわさは本当ですかと聞いて、ロコモコ先生が何でお前知ってんだと素す直なお過ぎる反応したもんだから大盛り上がり。誰が選ばれたんですかー、と先生が取り囲まれている。

　しかしながら、俺は誰が高評価だろうが全く興味がない。

「……独り立ちかぁ」

　シャーロットの言葉が重くのしかかるが、他ほかにも理由がある。

　授業参加の許可が出たから、シャーロットに俺の世話で時間を割さいて欲しくなかったのだ。俺は彼女に従者という枠わくを強制するつもりはない。やりたいことがあるなら、やればいいし、学びたいことがあるなら、幾らでも学んで欲しいのだ。

「どうしたんですか、先せん輩ぱい。溜ため息いきなんてついちゃって。ま、いつものことですけど。それよりあからさまに私の方をチラチラ見て……」

「きゅ、救世主様がいらっしゃった」

「先輩。今、私のこと救世主って言いました？」

「あ。いや……こっちの話だよ。ティナ」

　きたきた。きましたよ。

　俺が壁かべにぶち当たった時、いつだって俺に適切な道を示してくれる平民娘むすめさん。

　じゃなくて女め神がみ、救世者様。元気印な一年生、下級生なのに俺は頭が上がらない。

　友達というよりも、人生の大先輩とまで呼んでいいかもしれないな。

　というのも、学園長らと王都に行けず、ストレスで荒あれていた俺に道を示してくれた。

　そういうときは身体を動かすにかぎりますって筋トレの道を示してくれたのもやっぱり彼女だったりするのだ。

「でも先輩。大分絞しぼれてきましたね。近くで見ると別人ですもん。それで何か用ですか？」

「なぁティナ。俺って自立してると思うか？」

「じ、自立？　ま、また急ですね」

　ティナは俺の知り合いの中では一番逞しく、学園生活を生き抜ぬいている人なんだ。

　あの日、隕いん石せきが降ったなんて思われている魔女との争いの夜。

　学園で開かれていたお祭りの中で、学費一年分を巻き上げたらしいですよ、この女の子。

　果たして、そんなティナから俺はどんな風に見えているんだろう。

　公爵家の肩かた書がきで、イージーモードの学園生活を過ごしているってとこか。

「最近の先輩は……自立、出来てるんじゃないですか？　だって先輩、無人島とかに放ほうり込んでも、生きていけそうですし」

「そ、そうか？」

「はい！　っていうか、自立どころじゃない気がします」

　思ったよりも、意外な高評価だった。

「それに最近は凄すごくキラキラして見えますもん」

「き、キラキラ？　さすがに冗じよう談だんが過ぎるって」

　俺はキラキラからは最も遠い人間だろ。

　健康的にはなったと思うけどさ、どよーんと重たい空気を纏まとっているのが俺というものだ。

「あのですね先輩……はっきり言いますけど変わりすぎですよ？　確かに私は運動がストレス発散に良いんじゃないですかみたいな話をしましたけど、やりすぎですから！　先輩が上げるあの奇き声せいのせいで、今度はサイクロプスになったってみんな、噂してますよ？」

「サイクロプスかあ。そこまで筋肉の塊かたまりにはなってないと思うけど……でもそれって、キラキラとは真逆じゃない？　俺に話しかけてくる人、どんどん減ってるし……」

「はあー。前から思ってましたけど、先輩って何でそんなに自信がないんですか？　先輩が話しかけられないのは極端だからです！　たった一ヶ月で小太りからサイクロプスまで鍛きたえる人がどこにいるんですか！」

「ここにいるけど……」

「今の先輩に足りないのは圧あつ倒とう的に自信です！　そうだ、この授業が終わったら、今から誰だれか女の子に話しかけてお茶に誘さそってください！　……そうだなあ、あの子なんてどうですか？」

「え？」

　ティナが指さしたのは、華はなやかな女の子集団の中心にいる子だ。

　赤あか髪がみをツインテールに纏まとめた小こ柄がらな身体。そして、距きよ離りがあっても響ひびくその他者を魅み了りようする声。俺と同じ第二学年、伯はく爵しやく家のお嬢じよう様さま。学園でも少しだけ目立っているグループの中心にいる彼女。話したことはないけれど、俺はその子を知っていた。

　アニメの中でもシューヤの学園生活が中心だった初期によく出てきた女の子。

　ロレーヌちゃんだ。田舎いなか出身で語ご尾びがちょっとだけ特とく徴ちよう的な可愛かわいい女の子。男からは結構な頻ひん度どで告白されているけれど、自分よりも上だと思う男にしか靡なびかない鉄てつ壁ぺきの子。

　正直、露ろ骨こつに相手の評価を態度に出すので、かなり苦手なタイプである。

「あの子をお茶に誘えだって？　そ、そんなの……む、無理に決まってるだろ！」

「いやいや絶対いけますから！　というよりあの子のこと知ってるんですか？」

「知ってるけど……あの子だけはダメだ。あの子はこれまで何人もの男を泣かしてるんだ」

「じゃあ絶好の相手じゃないですか！　先輩があの子に相手にされたら、学園中の見る目が変わりますよ！　先輩は重たいバーベル上げるより、やるべきことがあるはずです！」

「いや、だけどさあ！」

「世界は平和になったんです。先輩がこれ以上、強くなる必要もないし、今度はコミュニケーション力です！　かっこいい所見せてください！」
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　反論はティナに悉ことごとく却きやつ下かされた。

　誘った後が分からないと言えば、貴族御ご用よう達たしと言われている学園のお店をティナ経由で予約。何の話をすればいいか分からないと言えば、何のための筋肉ですか！　先輩はただ堂々としていたらいいんですと断言された。

　昨日まで一言も言葉を交かわしたことがなかった女子。それもやたらと男に厳しいロレーヌちゃん。余りの急展開に頭が沸ふつ騰とうしそうだが、救世主様のご指示なので従うしかない。

「──私、実はデニング様の頑張る姿に心打たれてたんデス！」

「そ、そっかあ！　光栄だなあ」

「えっと。デニング様、こっちも美味おいしいデスよ!?　食べますか？」

　しかし、これは一体どういうことだよ。俺は今、誰と喋しやべっているんだ。

　ロレーヌちゃんは媚こびるアニメキャラだ。

　皆みんなが一目置く相手には尻しつ尾ぽを振ふり、どうでもいい相手には冷れい淡たんな態度。

　シューヤがアニメの中で英えい雄ゆうになってから、近づこうと画策するけれど、相手にされない。そんなキャラだ。悪く言えば、学園のヒエラルキーに忠実。

　だからティナが選んだ相手は今の学園における立ち位置を知るのに、最適な相手というわけだ。やはりティナ、あのロレーヌちゃんをぶつけてくるなんて分かってる。

「ごめん。おやつはお昼以外は食べないって固く決めてるから」

「さすがデス！　デニング様が自分に厳しいって聞いていましたけど納なつ得とくしましたデス……デニング様！　おうで、触さわっても宜よろしいデスか!?」

「え、ええ？　俺の腕うで？　別に減るもんじゃないし、いいけど……」

「じゃあ失礼して……わー！　あのぶよぶよだった腕が、こんなに引き締しまって、信じられないデス……。一体どんな魔ま法ほうを使ったんデスか？」

　ロレーヌちゃん、うっとりした顔で俺をべたべたと触ってくるけど変態かな？
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　しかし、ロレーヌちゃんのこんな甘えた声、俺はアニメでも聞いたことが無かった。アニメの中では家いえ柄がらの低いシューヤに意地悪する嫌いやなキャラだったのに、あの時の君はどこ行ったんだよ！

「ロレーヌさん。近い、近いって！」

「どうぞ私のことはロレーヌちゃんと呼んで欲しいデス。友達は皆みな、そう呼ぶデス！」

「わ、分かったから！　近いって！　ああ──！」

　これまで、ティナの助言は当たってばかりだった。

　だから、俺は緊きん張ちようで身体からだが張り裂さけそうになりながら、ロレーヌちゃんに話しかけたんだ。この後、少しだけお時間ありませんですかってな。

　そしたら、この有様である。

「近い、近いって！」

「全然近くないデスから！　これぐらい、友達同士なら当たり前デスからっ！」

　まさかあのロレーヌちゃんが俺にこうまで媚こびを売ってくるとは。

　これは、俺の学園での評価がマックスに近いことを意味しているのであった。
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「……」

　夜、俺は頭を抱かかえていた。

　ティナが言った通りの結果になったからだ。

　あのロレーヌちゃんとメチャクチャ楽しい時間を過ごせたからだ。

　あの後、ティナに俺はことの一部始終を報告した。

　ティナもティナで、ここまでの戦果が挙げられるとは期待していなかったようで。

「あの子があれだけボディタッチしてくるなんて、シューヤ相手でも無かったぞ……」

　話しかけた当初、ロレーヌちゃんは俺のことを無視しようとした。

　しかし、取り巻きの一人がデニング様と名前を出した瞬しゆん間かん、固まったんだ。

　そして俺がティナから言われた通り、お茶に誘ったら硬こう直ちよくした。

　彼女は私デスか？　と何度も確かく認にんし、俺が彼女を誘っているとはっきり言うと、小さな声で……はいと、頷うなずいてくれたのだった。

「でも、やっぱりロレーヌちゃん、最初は滅め茶ちや苦く茶ちや、緊張してたよな」

　あのアリシアとも喧けん嘩かをしたことがある彼女が俺相手にガチガチだった。

　最初の方なんて目も合わせず、会話の主導権は常に俺、よっぽど俺との会話がつまらないのかと思って、今日はこれぐらいにしましょうと言ったら、猛もう烈れつに謝られて、そこからは普ふ段だんの勢いを取り戻もどしたのか会話が弾はずみ、最後には次のお茶会の約束までしてしまった。

『と、いうわけです。先輩、今のご自分の立ち位置、自覚されました？』

　とは、お茶会が終わった後一部始終をティナに報告して、言われた言葉である。

　よっぽど俺が理解できない表情していたんだろう、ティナには自分の部屋に戻ったら真っ先に鏡を見てくださいと言われたっけ。ちゃんと、はっきり見てくださいって。

　のそのそと起き上がり姿見の前に行くとそこには。

「……この傭よう兵へいは誰だよ……え、俺？」

　精せい悍かんな顔つきのサイクロプスがいた。

　確かにこの一ヶ月、魔女との闘たたかいで体力がつきそうになった反省から、精力的に俺は身体を鍛え続けた。あのトレーニングスペースにいる限りは常在戦場の気合を胸に、自分を虐いじめ続けた。その結果がこの引き締まったボディだ。

「まじかよ……シャーロットにやりすぎって怒おこられるわけだよ……」

　そして一晩中、俺は頭を抱え続けた。

　俺にとってのコンプレックスは太っていることだった。

　だから、デブ状態でシャーロットに告白なんてことはありえないと思っていた。

　だから一刻も早く瘦やせようと頑がん張ばっていたのは確かだけど、これは変わりすぎだろ。

　俺は真っ黒豚ぶた公こう爵しやくになったときもそうだけど、思い込んだら一直線ってところがある。

　だけど、これは明らかに──やりすぎだった。







「おい、デニング。いいことでもあったのかー？　顔がにやついているが、どうした」

　久しぶりに受けるロコモコ先生の魔法学の授業。

　教科書に頼たよらない先生の感覚的な教え方はこれはこれで勉強になると俺は高く評価していた。しかし、今日は内容が頭に入らない。原因はあれだ。

　昨日のお茶会、意外にも楽しかった思い出に浸ひたっていたからだ。

「おい、デニング。顔がにやついているが、どうした」

「に、にやついてなんかいません。先生、適当なこと言わないでください」

　誰がへらへらしてるだって？

　俺は硬こう派はな男。たかが女の子とカッフェしたぐらいで、にやつくわけがない。

　余計なことを言う先生をぎろりと睨にらみつけてやった。

「噂うわさで聞いたぞ、デニング。お前、あのロレーヌ嬢じように手を出したって話じゃねえか」

「ちょっ……」

　思わず、立ち上がる。

　手を出したって……昨日はただ喋っただけ。その言い方には語ご弊へいがあった。

　しかも授業中だ。皆に聞かれるだろ。ほら、なんかざわざわし始めたし。

　先生、何ニヤニヤしてやがる……この人、性格が悪いにも程があるな……。

　しかしここで騒さわげば、公爵家の人間としての威い厳げんが無くなってしまうからな。俺は極きわめてスマートに、先生の言葉を無視し、席に着こうとした。

「しかも次の約束までしたんだろ？　デニング。お前も罪な男だな」

「ちょっ！　先生っ！　あれはただの冗じよう談だんで……」

　あまりの事態に再度立ち上がる。情報、洩もれすぎであった。

　この人、どこまで知ってやがる。これ以上喋らすのは危険だ。

　魔法、魔法使っちゃうか？　魔法であの口、塞ふさいだ方がいいんじゃないか？

「いいなあデニング。今のあいつなら、選び放題だからな」

「しかし、ロレーヌちゃんかぁ。相手がデニングなら勝ち目ないよなぁ」

　皆が好き勝手に喋り出す。

　ロコモコ先生が口火を切ったせいで、皆に大義名分を与あたえてしまったようだ。

　狼狽うろたえる俺を見て、ニヤつく先生が悪魔に見えた。

　確かに俺には今まで浮ういた話が全く無かったが……これは違ちがう！

　ただ、ティナに言われて誘っただけ。そこに、彼女への好意なんて無い。そもそも俺はこの世界であの子と喋ったのも初めてなんだ。まぁ、ボディタッチはドキッとしたけどさ。

「へえ、そうなのか、冗談だったのか」

「そうです！　冗談です！」

「──らしいぞ。デニングの従者」

「えっ……しゃ、シャーロット！」

「スロウ様……授業中みたいですが、お話があります。来てください」

　廊ろう下かからずたずたと教室に入ってくる従者さん。

　これじゃあまるで見世物だ。恥はずかしいったらありゃしない。

　しかし痕あとが残るぐらいの強い力で、彼女は俺の腕を摑つかんで離はなさない。







「違う、違うんだ！　俺は断じて、そんな軽い気持ちでロレーヌちゃんを──」

「スロウ様。もう、噂の人とちゃん付けで呼んじゃう仲になったんですね。私、驚おどろいちゃいます。スロウ様がそんなに手が早いなんて……」

「だから手が早いなんてことはないって！」

　痕が残るぐらいの強い力で、彼女は俺の腕を摑んだまま離さない。

　まずい。

　これは、まずい。

　理由は分からないがシャーロットは激おこである。空き教室の机に積まれている教科書を見るに、シャーロットが授業をサボって俺を優先するぐらいおこだ。

「シャーロット。違うんだ！　あれは冗談というか！　そう、冗談！　相手も絶対に本気にしてないから！　とりあえず冷静になって俺の話を聞いて欲しい！　聞いてください！」

「へー。冗談で、か、か、か、カッフェで数時間も話し込むんですか！　私だってスロウ様と一いつ緒しよに行ったことないのにですよ！　鼻の下デレデレ伸のばして、そりゃあもうスロウ様がニヤニヤしてたって目もく撃げき証言が沢たく山さんあるんですからね！」

「ちょ、え、ええっ!?　ないない！　一いつ切さいないよ！　誤解だ！」

「しかも次の約束までして！　確信犯じゃないですか、ばっちり楽しんでるじゃないですか！　しかもロレーヌ様はスロウ様に声を掛かけられたってあちこちで吹ふい聴ちようしているみたいで、もう皆！　クルッシュ魔法学園にビッグカップル誕生かって騒いでるんですからね！」

「えっ。そうなの？　……いや、カップル誕生って話が早すぎるよシャーロット！」

「あ！　カップルって所は否定しないんですねスロウ様！」

「落ち着いて！　廊下から見られてるから！　公爵家の権けん威いが落ちちゃうから！」

「落としてるのはスロウ様ですからっ！」

　シャーロットが我を忘れて、人前で俺を𠮟しかることなんて滅めつ多たにない。

　何気にいつもは俺を立ててくれる良く出来た従者さんなのである。しかし、今は違う。

　シャーロットをここまでしてしまうとは、余よ程ほどの事態だ。

「ていうか何でそんなに早く噂が広まってるんだよ！　昨日の話だろこれ！」

「スロウ様は今のご自身がどんな目で女の子たちから見られてるかもっと自覚してください！　最近、鏡で自分の姿見たことあるんですか!?」

「昨日久しぶりに見たよ。だって鏡は俺の醜みにくい姿を映すひどいものだからって……あ、いや、違うんだシャーロット！　その拳こぶしはちゃんと仕し舞まって！　俺はねただ今の自分が──」

「スロウ様」

　底冷えするような、低い声。

　シャーロット、顔が笑ってないよ。あ。摑まれた腕もまじで凄すごく痛い。

「私は別に、スロウ様が本気ならいいんです。何も言わないです。だけど……」

「……だけど？」

「──公爵家の品位を落とすような真ま似ね、絶対にしないでくださいね？」

「わ、分かりました」

　俺は余り公爵家の品位とか気にしない人間だ。

　伊だ達てに長年、真っ黒豚公爵をやって公爵家の品位を落としていない。

「本当に分かってますか？」

「わ、分かってます」

　しかし、シャーロットは違う。

　彼女は俺がオークの真似をしていた時も、公爵家の名前を辱はずかしめないよう色々してくれた。

　そんな彼女にとって最近、まともになった俺が今度はチャラボーイになってしまうことが許せないのだろう。ていうか、俺も冷静に分ぶん析せきしている場合じゃないよ。シャーロットからの失われ続けている評価をどうやって取り戻すか考えないと。最近やたらと距きよ離りを置かれていたのに、そこへきてこれは悲しすぎる。

　もはやシャーロットからの信しん頼らいを取り戻すことは不可能といえるかもしれない。

　恨うらむぞ、ティナ軍師様。いや、意外とロレーヌちゃんからの評価が高かった俺のせいか？

　そして、俺がシャーロットへの言い訳を必死で考えている時だった。

　廊下で誰だれかが大声で何かを喚わめきたてていた。

「なあ──王都で大事件があったらしいぞ！」
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　噂ってのは尾おひれがつく。

　それは噂の当事者になることが多い俺が一番よく分かっている。

　信用しちゃならん。ならんのだ。だから学園で流れる大たい抵ていの噂を俺は聞き流している。

　だけど今回はちょっとまずい。話の中に聞き捨てならない情報が幾いくつも存在した。

「なあ、あれ聞いたか？　王都で起きたとんでもない事件……」

「声が大きい……俺も又また聞ぎきだけど、凶きよう悪あくな奴が暴れたんだろ。王室騎士ロイヤルナイトが鎮ちん圧あつに出て、何人も大おお怪け我がって話だぞ。噂ではカリーナ姫ひめも怪我をされたとか……」

　空き教室で馬ば鹿か騒さわぎしていた俺とシャーロットも思わず黙だまり込んでしまう。

　心当たりがあったからだ。

　あの魔ま女じよの仕し業わざではないか、ということだ。

　シャーロットも俺と同じ考えに思いが至ったのか、青い顔。王室騎士ロイヤルナイトが付いていながらカリーナ姫が怪我をするなんて相当な話だ。それは騎き士したち護衛が蹴け散ちらされたってことだ。強力な力を持ち、またダリス王室に今、手を出す相手は俺が知る限り数人もいない。

「スロウ様、今の話ってもしかして……」

「噂は噂だ。何も確証がない」

　断言した。

　実際、俺たちが今ここで何かを考えても仕方がない。事件が起きたと噂になっているのはここから遠く離れた王都であり、学園にいる俺たちにはどうも出来ないのだから。

「王都の守りは鉄てつ壁ぺきだし、王族が住まう王宮には光の大精霊レクトライクルがついている」

　そう言いながらも、不安なのは俺も同じだった。

　あの夜あの場所で、俺たちは直接、魔女の悪意を感じている。

　魔女は明らかに覚かく悟ごしていた。

　そして、俺はドストル帝てい国こくの三さん銃じゆう士しが持つ力をよく知っていた。

　なにせアニメの中では奴やつの同どう僚りようが迷宮都市ゼネラウスをたった一人で叩たたき潰つぶしたのだ。

　さすがに自由連れん邦ぽうの迷宮都市ゼネラウスと、騎士国家ダリスの首都では遥はるかにこちらの方が戦力が揃そろっている。幾ら三銃士の一人とはいえ、こちらには守護騎士ガーデイアンを筆頭に王室騎士団ロイヤルナイツ、さらに数あま多たの兵士や、彼らに守護を与える光の大精霊レクトライクル。

　さらには今、闇やみの大精せい霊れいさえ、こちら側についているのだ。

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。あの魔女の上に立つ闇の大精霊もいるんだ。大船に乗ったつもりでいよう。あれは風の大精霊さんとの関係を見れば分かるように隔かく絶ぜつした力を持つ存在だよ」

「そ、そうですね……私たちが不安に思っても仕方がないですよね……」

　しかし、あの噂。内容がやけに具体的というか、真に迫せまっているのだ。

　思わず嫌いやな想像をしてしまう。

　王都で何かがあったとしても、王族の負傷は王室騎士団ロイヤルナイツの不始末だ。あのマルディーニ枢すう機き卿きようが、王室騎士ロイヤルナイト関連の情報が流出するようなミスを犯おかすとは到とう底てい思えない。

　知りたい。

　一体あっちで何があったのか知りたい。

　しかし、王都での出来事なんておいそれと分かるもんじゃない。

「いや、待てよ……」

　一人いた。というか、絶対に知っていそうな人物が。

　相変わらずお気楽な感じで、最近学園へ戻もどってきたあの人が。




「──先生！　話があります！」

　ロコモコ・ハイランド。

　学園長や闇の大精霊と共に王都へ旅立ち最近、戻ってきたアニメの重要人物。

「デニング！　お前、どうやって入った！　最近、生徒が俺の部屋にやたら来るからな。ばっちり鍵かぎをつけていた筈はずだぞ！」

　今回の俺は本気だ。

　絶対にロコモコ先生から真実を聞き出すつもりで、先生の部屋へ向かった。

　相変わらず、きったねー部屋だ。先生はソファへどっかりと座り込み、紙を読んでいた。俺が入ってくると同時に、そいつを燃やす。怪あやしいな、それは何だ。

「鍵のトラップなんて朝飯前です」

「盗とう賊ぞくみたいなこと言いやがって……で。何の用だ」

「言わなくても分かっている筈です」

「……俺が事情を知っていると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ」

「先生は王都へ行きました。少なくとも俺よりは知っている筈です」

「確かに奴らと共に王都へ行った。それは間違いねえ。だけど、俺の役目は奴らを無事に王都へ届けること。それと魔女にぼこぼこにされたユウギリ、あの元同僚が馬ば鹿かをしでかさないかのお目付け役。実際に、俺は王都へたどり着いた後は、爺じいにすぐに学園に戻るように言われたしな」

「だけど先生が学園へ帰ってきたのは最近──」

「ああ、それか……それはだな……これだけ帰るのが遅おくれた理由は──遊んでいたからだ」

「……はあ？」

「考えてもみろ、デニング。あの闇の大精霊と一緒に王都へ行ったんだぞ？　気の休まる時なんて一時も無かった。俺がどれだけのストレスを味わったか──分かるか？」




　部屋から追い出され、元来た道を歩いていく。

　確かく認にんしたかったことは王都での噂うわさだけじゃなく、もう一つあった。

　それは、以前ロコモコ先生が口にした探さぐられたくない腹、というやつだ。

「……先生は、知らないのか？」

　ロコモコ先生は俺に対しても、いつもと変わらない態度を貫つらぬいた。

　もしシャーロットの正体がばれていれば、いつもと同じ態度で俺に接するなんて不可能。

　確かに先生は生徒思いで、見かけによらず人格者だ。俺を気き遣づかって、敢あえて気付いていない振ふりをしている可能性もある。だから、微び妙みような態度の機微を探る予定だったんだけど。

「もしくは先生には情報が下りていない。王室側と言っても、元だからな……」

　答えは出ない。出る筈もない。

　こんなことなら、やっぱり俺も王都に行くべきだった。

　直接、女王陛下らと関われば、こんな悩なやみを抱かかえずに済んだのだから。

「なあ──女王陛下が学園に来られるって噂、聞いたか？」

　まずいまずい。

　そんなあり得ない幻げん聴ちようが聞こえてくるぐらい、俺は病やんでいるようだ。








二章　エレノア・ダリス









　真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代。

　クルッシュ魔法学園で関わりたくない人、ランキング一位を俺が獲かく得とくしたように。

　俺にだって、この世界で出来れば関わりになりたくない人物がいるのだ。

　今まで戦ってきた敵キャラクターは全員がそれに分類されるが、この騎士国家で言えば今俺が見ている〝あの人〟が断トツでトップ。

「陛下！　エレノア陛下！　俺にも天の試練を与あたえてください～！」

「本物だ！　守護騎士ガーデイアン様と共に、たった二人で大陸横断を成し遂とげた英えい雄ゆうだ！」

　でも……何で女王陛下が学園にいるんだよ。

　陛下が学園に来るなんてイベント、アニメの中では一回もなかったぞ。

　予定外のイベントはどうしたらいいか分からないから本当に困るんだよ。

「陛下！　俺、大陸横断記読みました！　サインしてくださーいっ！」

　天運に恵めぐまれてきた女王陛下、エレノア・ダリス。

　若かりし頃ころ、家出して国内で遊んでいるかと思ったら、一人の騎士を連れて大陸横断してましたなんて、南方における伝説中の伝説。

　潰した悪の組織は数知れず、あちこちで恨うらみを買っている超ちよう有名人。

「まじで……ご本人の登場かよ」

　そんな彼女が今俺がいる先にいるのだ。驚おどろくなと言うほうが無理だろう。

　二台の馬車を大勢の王室騎士ロイヤルナイトたちが守っている。馬車にはこの国の王族しかつけられない交差する白はつ剣けんのエンブレム。これはもう確定だ。どちらかに女王陛下がいる。

「ええい！　お前たち、興奮しすぎだ！　馬車に近寄るな！　誰だれがご乗車されているか理解しているのか！　なっ、しかし。陛下……。ここからは陛下は直接歩くとのことだ！　王室騎士ロイヤルナイトたち、生徒たちを馬車からひっぺがせ！」

　窓の外では、今学園で華はな々ばなしいパレードが開かい催さい中ちゆう。

　陛下らが星の落ちた学園へ慰い問もんに来られるって話を聞いてから数日。

　余りの急な事態にてんてこまいの学園だった。

　しかも暫しばらく滞たい在ざいし、その日数は未定らしいんだからもうわけがわからない。

　休きゆう暇か中のメイドや料理人まで招集し、学園は陛下を万ばん全ぜんの態勢で迎むかえる準備がようやく整い終わったところだが、しかし誰しもが実際にその目で見るまでは信じていなかっただろう。

　ダリスの暗黒キャラクター、エレノア・ダリス。

　各国から天運を持つとも称しようされ、若かりし頃は国を抜ぬけ出し、たった一人の騎き士しと共に大陸を横断した偉い業ぎようを成した女王陛下。世界各国に信しん奉ぽう者を持ち、ダリスが南方四大同盟の盟主足りえたのは彼女だからこそだと言われている。

　陛下が馬車から降りて、学園に降り立ち。

　──爆ばく発はつ的な歓かん声せいが、広がる。

「はあ……面めん倒どうごとにならなければいいけどな」

　陛下の流れるような金きん髪ぱつが、群衆の中でもやけに目を惹ひいた。

　そんな栄はえある人だというのに、俺は余り良い印象を持っていない。

　陛下は、無理難題を押し付ける人だからだ。

　通称、〝天の試練〟。

　時には命を失う者も出る陛下の試練。しかし、陛下から試練を授さずけられた者は誰もが命を懸かけて挑ちよう戦せんする。試練を達成した者は、大きく成長するからだ。

　最たる例は大陸横断に挑戦した守護騎士ガーデイアンドルフルーイ卿きようだろうか。

　あの本は俺も小さいころは、夢中になって読み耽ふけった記き憶おくがある。

『エレノア・ダリスと弱虫の騎士。王室騎士ロイヤルナイトになれたことが奇き跡せきと言われた青年ルドルフを鍛きたえるため、エレノアは彼を連れて大陸を旅することにした。天高く聳そびえる高山を越こえ、ダゴン砂さ漠ばくを越え、人ならざる者を打だ倒とうし、二人は大陸を横断。その後、騎士ルドルフを従えたエレノアは史上最年少で当時の守護騎士ガーデイアンを打倒し、女王となり──』

　エレノア・ダリスはアニメではシューヤを救世主として担かつぎ上げ、酷こく使しした。

　穏おだやかな日常を望む俺からすれば、出来るだけ関わりを避さけたい人ではある。

「……どう見ても本物だなあ」

　陛下らの来訪は男子寮りようの四階からよく見えた。

　空を真っ白な雲が泳ぎ、穏やかな天気の下は人でごった返している。

　目的は皆みな、一いつ緒しよだ。陛下の姿を一目見るため。

　しかし、あの女王陛下が鉄てつ壁ぺきの守りを誇ほこる王都から出てくるなんてな。国外ならいざしらず国内の行幸なんて、滅めつ多たにない。しかも、カリーナ姫ひめと一緒だ。

「騎士たちの面子メンツ、やばかったな……有名人ばっか……」

　ダールトン卿やクシュナー卿だけじゃない。陛下の傍そばにいることを許された守護騎士ガーデイアンや、王室騎士ロイヤルナイトで随ずい一いちの力を誇るバーニーズ卿まで。

　俺は守護騎士ガーデイアンの件を有う耶や無む耶やにしているからな、見つかったらやばいかな。

「後は枢すう機き卿きようの姿がどこにも見えなかったのが気になるけど……」

　本来なら先頭を飾かざるべきあの男。王室騎士団ロイヤルナイツ団長、ヨハネ・マルディーニの姿はどこにもない。代わりに白馬に乗った守護騎士ガーデイアンが目を光らせている。

「げ」

　さらに視界に嫌いやな奴やつが映る。馬車から降りてくる幼さと妖よう艶えんさを併あわせ持った儚はかない少女。

　上品な仕草で彼女は空を見上げ、ゆっくりと微笑ほほえむ先には俺がいる。

「……っ」

　やばい、目が合った。何であいつがいるんだよ。

　あいつを学園に連れてくるなんて陛下も何を考えているんだよ。

　彼女はドストル帝てい国こくのボス、闇やみの大精せい霊れいさんその人で。

　一体、何が始まるってんだよって、俺は部屋の隅すみでブルブルと震ふるえ続けるのだった。
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「式典に遅ち刻こくは許されないぞ！　陛下や守護騎士ガーデイアン様が間近で見られる機会なんて生しよう涯がいに一度あるかないかだ！」

「ほら、講堂に急げ！　ユースが最前列確保したってよ！」

「陛下が見えるんだ！　式典中は騒さわぐなよ！」

「分かってますって、ダニエル監かん督とく官かん殿どの！」

　クルッシュ魔法学園には偉えらい人がやってきて講演を行うことが時折ある。

　それは学園に多額の献けん金きんを行う平民だったり、他国の偉い聖職者だったり、ようは顔を売りにくるのだ。そのような場合、式典をサボる奴が結構いるが、今回は違ちがう。

　皆、率そつ先せんして良い席を確保するために急いでいた。

「……ふぅ」

　一応式典には皆が出席を義務づけられているのだが、俺はさぼりというやつだ。

　正直、俺はみんなほど陛下の来訪に興奮してはいなかった。

　だって、ぶっちゃけ何度も会ったことあるからな。

　俺が式典をサボっているのは別の理由。

「ぶひ──」

　小さなそよ風が大きな背中の騎士に当たる。魔ま法ほう戦せん闘とうに慣れた者だったら今の魔法が、敵意のないものであることを十分わかるだろう。

　よし、思った通り彼は気づいてくれた。よしよし、こっちに歩いてくるな。

　さぼった理由は王室騎士団ロイヤルナイツの奴らに聞きたいことがあったからだ。

　だけど、彼らが俺が知りたい真実を簡単に教えてくれるとは思わなかった。

　それでも、さっき彼らの中に見知った顔を一人見つけることが出来たから──こうして俺は校舎の中の一教室に隠かくれているんだ。

「よう、坊ぼう主ず。式典をさぼるとは、悪い奴だな」

　背中に背負う大たい剣けん。

　岩に擬ぎ態たいしたモンスターを一刀両断したことからついた二つ名は、バスタード。

　以前、カリーナ姫の護衛として、クルッシュ魔法学園にやってきた者の一人。

　王室騎士ロイヤルナイトダールトン卿が放つ威い圧あつ感かんは相変わらず、しかし俺に対しては親しみのある表情。

「お久しぶりです、ダールトン卿。だけど別に俺は単にサボっただけじゃありませんよ。もっと大事なことがあるからです」

「ならば何な故ぜ隠れる。その様子では自ら、後ろめたい何かがあると言っているようだぞ」

「他の騎士に見つかったら面倒になるかもしれないと思ったからです。お互たがいに、ですが」

「ほう……俺の身を案じてか。中々に配はい慮りよが出来る奴ではないか。だが、言えることと、言えないことがある。期待するな。俺の口は堅かたい」

　こうして、カリーナ姫の忠臣は俺の予想通り。

　校舎の中に入り、俺が待つ二階の教室へと登ってきてくれた。

「懐なつかしい。この教室で姫ひめ殿でん下かが授業を受けられた事を思い出した」

「カリーナ姫はお元気ですか」

「自分の目で確かめてみるといい。尤もつとも、今回の学園滞在中は会うのが難しいと思うが。それでスロウ・デニング。お前は俺に何の用だ。いや、何が聞きたい」

「闇の大精霊の姿を見ました。ダールトン卿、何故、奴が同行しているんですか」

　今の奴が敵なのか味方なのか、本心が俺には分からない。

　確かに闇の大精霊は自分の意に反して戦争を画策する魔女に対し、全面的に協力すると約束した。だけど、それはクルッシュ魔法学園にやってくる理由にはならないだろう。

「その質問に対してだがな。もしお前が式典に参加していればすぐにわかったことだろう。闇の大精霊は他国の要人として、南方でも名高いこの学園を見学するためにやってきた、そういう体ていになっている。さすがに誰も気づいてはいないだろう。今、陛下らと共に講堂にいるあの者が、ドストル帝国を建国した闇の大精霊である事実にはな」

「ダールトン卿。質問の答えになっていませんが」

「焦あせるな、坊主。そう言えば闇の大精霊と邂かい逅こうしたのはお前が最初だったそうだな。報告は受けていたが本人を目まの当たりにした時は肝きもが潰れたぞ。あの小さな娘むすめが、俺が子供の頃から北方の伝説として語り継つがれている存在だとはな。しかも、南の敵として君臨する奴自らが協力を申し出るなんて到とう底てい信じられる話じゃない」

「……」

「お前の質問に対してだが。闇の大精霊がこの国の学園を見てみたいと言い出してな。しかしさすがにあれを一人にしておくわけにいかない。だから今回は都合が良かったのだ」

「学園を見学したいなんて、本気で信じたんですか」

「闇の大精霊は正式に陛下との間で、北方から南下してきた外敵に対する協力体制を取っている。お前も理解している筈はずだ、闇の大精霊に我々と争う気はない」

　闇の大精霊は本気で魔女を止めたいと思っている。

　そこに関して疑いを挟はさむ余地はないが、闇の大精霊が大人しくしているとは思えないんだよなぁ。若い魔法使いに目がない闇の大精霊さんである。

　内心、他国の魔法学園に大ハッスルではあるまいか。

　まぁ、闇の大精霊さんが暴れても俺の見立てでは、今の戦力でギリ何とかなるか。

　こちらには守護騎士ガーデイアンがいる。奴はどんな状じよう況きようでも慢まん心しんをしない最強の騎士。

　俺は守護騎士ガーデイアンの力には、全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いていた。

「それじゃあダールトン卿。もう一つ教えてください」

「俺としては最初の一つに答えただけでも破格の扱あつかいだったのだが」

「学園に変な噂うわさが蔓まん延えんしています。悪漢がカリーナ姫に傷を負わせたとか、信じられない噂です。一体、王都で何があったんですか」

「噂は噂だ。真実には程ほど遠とおい戯たわ言ごとを本気にしてはあの公こう爵しやく家の人間として失格だぞ」

「クルッシュ魔法学園に流れる噂にしては、違い和わ感かんを感じまして。王家に関する噂をあの王室騎士団ロイヤルナイツ団長が許すとは思えない。そう思っていたところで、マルディーニ枢機卿の姿が見られない。陛下と王女がいながら、あの方がいない理由はなんでしょう」

「説明する義理はない。お前が持つ疑問は、関わらなければいい類たぐいのものだ」

　ダールトン卿の言葉に嫌な汗あせが流れる。

「やっぱり王都で何があったんですか」

「忠告だが、この件には関わるな。双そう方ほうにとってよくないだろう。いいか、これはお前に借りがある俺だからこその言葉だ。他の王室騎士ロイヤルナイトに今の話をしてみろ。面倒になるぞ」

「ご忠告ありがとうございます。では、今の質問に答えられないなら、これはどうですか。ダールトン卿、顔についているその傷、どうしたんですか？　喧けん嘩かでもしたんですか」

　顔に一本の傷、さっきから気になっていたんだ。

　この男は化け物だ。王室騎士ロイヤルナイトの中でも最上位の力を持つ。

　だから、カリーナ姫の護衛を任せられている。カリーナ姫と共に成長する守護騎士ガーデイアンには少し年がいっているけれど。あと少し若ければ十分に候補として名前が上がっていただろう。

「喧嘩。そうか、喧嘩だな。そのようなものだ」

「ダールトン卿きようですら、手傷を負うような相手──」

　その時、地じ響ひびきを感じる。ついで、盛り上がる声。

　わあぁぁと。声だけで熱の入りっぷりがわかる。

　式典会場の講堂で、何かが発表されたのか。

「気になるか？　式典にきちんと出席していれば知れたこと。さて、俺は少し喋しやべりすぎた」

　その時は何も気にならなかったんだ。

　どうせ陛下が式典で、何かかっこいいことを言った、その程度のもの。

　でも、俺の考えは大きな間違いだった。
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　陛下が次代女王であるカリーナ姫に関する発表。

　次代女王に向けた、祈いのりの儀ぎ式しき場としてこの学園を指定した。

　それは、永きに亘わたる守護騎士ガーデイア選定試練ンセリオンの開幕を意味する。

「あの噂は本当だったんだな！　ユウギリ先生が王室騎士ロイヤルナイト候補者を選せん抜ばつしてたって話！」

「あー、俺先生にもっとアピールしとけばよかった！　選ばれた奴らって王室騎士ロイヤルナイトがマンツーマンで直接稽けい古こしてくれるんだろ？　最高じゃん！」

　王女と選ばれた騎き士し一人が、現げん役えきの守護騎士ガーデイアンを打うち倒たおすこと。

　女王になるための試練はそれだけだが、故ゆえに難しい。

　何せ今の守護騎士ガーデイアンは騎士国家史上最強とも謳うたわれる男なのだから。

　そんな最強の男に挑いどむための騎士を選抜する始まりが、祈りの儀だ。

「でも、デニングは式典で呼ばれなかったよな。あいつが選ばれないなんてこと、あるか？」

「あいつ、多分王室騎士ロイヤルナイトより強いし、特別枠わくだろ。あっ、でもユウギリ先生に嫌きらわれていたから単純に省かれたのかも……それか陛下の差し金か」

　女王が騎士国家で絶対的な権力を持っているのは、大陸横断によるものだけじゃない。

　二十代前半で即そく位いしたからまだ若いし、守護騎士ガーデイアンを傍そばに控ひかえさせた姿は絵画になる程見み栄ばえがいい。だから、生徒からも非常に人気がある。

　俺たちの世代は陛下の冒ぼう険けんの本を見て育ったから妙みように親近感があるってのもそうだけど、平民であれ貴族であれ、自分の国の王様が凄すごい人ってのは自国への誇ほこりに繫つながるのだろう。

「でも。例のサイクロプスさん、悔くやしがってる風には見えないよな」

「公爵家の人間だぜ？　やっぱり裏ルートがあるんだろ」

　まあ、前例の無い若さで即位することに対して、当時は色々あったみたいだが。

　経験が無いとか、他国に舐なめられるとか。

　でも全すべてをひっくり返すぐらい、陛下が行った大陸横断の衝しよう撃げきは凄かったらしい。俺が生まれるまでの話だけど、国民が陛下に熱中するぐらいには。

「それより俺はカリーナ姫ひめが祈りの場に学園の大聖堂を指定したことにびっくりだよ。あそこって、あれじゃん。俺、未いまだに中入れないもん。あの時を思い出すから」

　カリーナ姫に縁えんある場所として、クルッシュ魔法学園が任命されたのは名めい誉よなことだ。

　少なくとも、良い思い出にはなっているようで、少しだけ俺も嬉うれしかったりする。




「──で。お前は選ばれなかったのか、ビジョン。お前、王室騎士ロイヤルナイト志望なのにな」

「スロウ様、傷を抉えぐらないでくださいよ。まだ立ち直れていないんですから」

「あぁ。だから目の下にクマ作ってんのか。眠ねむれないって相当だけど、俺もよく嫌いやなことがあったら眠れないから気持ちは分かるぞ」

「分かってくれますか、僕の気持ち」

　前日の式典で女王陛下は騎士候補として十数人の生徒を、名指ししたらしい。

　優ゆう秀しゆうだから、陛下らの滞たい在ざい中は王室騎士ロイヤルナイトが直々に鍛きたえ上げるって。

　指名されたぐらいで王室騎士ロイヤルナイト確定ってことはないだろうが、目指してる生徒のテンションは当然爆上がりだろうよ。

「でもシューヤは選ばれたんだろ？」

「……休きゆう暇かが明けてから成長した感じはあるけど、何であいつが」

　一方、爆下がりのやつもいるが。

「俺の目から見ても、シューヤは変わったよ。妙な存在感が今のあいつにはあるだろ」

「……それは認めますが」

「どっかで死地でも潜くぐったんだろ。男の子ってのはそんなもんだ」

「はは、何目線ですか、スロウ様」

　しかし、シューヤかぁ。

　やっぱりアニメの主人公様は見る人が見れば分かるんだろうか。内に秘ひめる潜せん在ざい能力みたいなやつに。戦争がなくても、注目される奴やつは当たり前に注目されるんだな。

「でも、指名された生徒に王室騎士ロイヤルナイトがつくんだっけ？　それもマンツーマンの訓練。随ずい分ぶんな大おお盤ばん振ぶる舞まいだよな──」

「なあお前知ってるか？　デニングが選ばれなかった理由」

　以前、俺は陛下に、カリーナ姫の騎士になる気はないかと誘さそわれたことがある。

　俺はまだ正式に返事をしてないから保留状態だ。だけど、陛下の言葉を無視している状況に変わりはないので、俺の意思は向こうにしっかりと伝わっていることだろうよ。

　しかし……やはり、陛下には早急に王女を次代女王にする気があったのか。

「誰だれかが聞いたらしいぜ。どうしてデニングが呼ばれてないのかって。そしたらどう答えたと思う？　力は問題無いが、性格に難ありだってよ」

「ここだけの話だぜ？　何かカリーナ姫にデニングを近づけさせたくないらしいぜ。理由は知らないけど、やっぱり力だけあってもってことじゃねえの？」

　あー、うるせえな。

　別に俺は選ばれなくて何の問題もないんだよ!!

　むしろ選ばれなくて良かったぐらいだわ！　聞こえてんだよ、自重しろ！

「たまたまさ。俺が選ばれたのはユウギリ先生と同じ水の魔法が使えたからだろう」

「私も水の魔法使えるけど、ユウギリ先生のクラブにも呼ばれなかったし、やっぱ先せん輩ぱいは凄いですね！」

　あっちこっちで騎士候補に選ばれた奴らに賛辞が送られ、ドヤ顔する奴らとすれ違ちがう。

　そのたびに哀あわれな俺の友人が肩かたを落とす。だけど、ここでいじけてるようじゃ、王室騎士ロイヤルナイトになるなんて夢のまた夢。

　気にすんなよと奴の背中を叩たたきながら、目線はとある王室騎士ロイヤルナイトに向いていた。

　もう遠い昔のように思えるカリーナ姫の学園来訪。

　以前、カリーナ姫の護衛だった王室騎士ロイヤルナイト、クシュナー卿。奴の側には一人の女生徒。

「く、クシュナー様！　よろしくお願い致いたします」

「大船に乗ったつもりでいればいい」

「はいっ！」

　何だよあれ。男女のペアって最高かよ！　しかもつきっきりのマンツーマンだろ？

　イケメン王室騎士ロイヤルナイトがついた女の子は感無量って感じで、クシュナー卿も満まん更ざらじゃない感じ。おい、ふざけんな。お前はカリーナ姫の面めん倒どうを見とけよって気持ちをぐっと抑おさえる。

「ふんっ！　ふん！」

　べ、別に俺は呼ばれなかったことに怒おこってるんじゃないぞ。

「おい、例のサイクロプスさんが荒あれてるぞ」

「やっぱり相当ショックなんだろ。皆みんな、あいつは騎士候補に選ばれると思ってたし」

　う、うるせー！

　だから、そんな気は毛頭ないと言ってるだろ！

　けれど、その日の筋トレは、夜まで続いたのであった。




　　　　●




　女王陛下の来訪。

　それが意図することは、何だろう。

　たしかにカリーナ姫の祈りは重要だけど、陛下が騎士団を引き連れてまですることか。滞在日程も未定だし、怪あやしさの匂においぷんぷんだ。

「俺、陛下と喋っちゃったよ！　凄い気さくな人でびっくりだよな」

「大陸横断の話を本人から聞けるなんて。しかも俺、サインまでもらっちゃったよ！」

　しかし、今いま更さら陛下らと仲良くするのも可笑おかしいよな。

　守護騎士ガーデイアンへの誘いも我関せずの態度を貫つらぬいているわけだし。

　……まぁ、本音ベースでは気になるよ？

「でも、カリーナ姫、なんか元気なかったよなぁ。やっぱり王都での噂うわさ、本当だったんじゃねーの？　あの暴漢に襲おそわれて怪け我がしたってやつ。なぁ、お前聞いてみろよ」

「いやいや無理だって。姫様の周りに控える王室騎士ロイヤルナイトの数、尋じん常じようじゃないだろ。あれってもしかして陛下よりも多いんじゃないか？」

「陛下には守護騎士ガーデイアン様がいるからだろ」

「あー。成なる程ほど、月下の騎士シユヴアリエ様だからな……王室騎士ロイヤルナイトよりも遥はるかに強いか……」

　こうさ。色んな噂に惑まどわされていながら、噂に聞き耳立ててる自分ってやけに情けなく感じるよな。でも、仕方のないことなんだよ。ムキムキになった俺を皆、びびるんだもん。




　俺、最近じゃ例のサイクロプスさんなんて呼ばれてるらしいです。

　しかし、カリーナ姫が元気ないなぁ。そりゃあカリーナ姫は女王陛下とは真逆の性格だし、出来ることなら王女でいる期間を長引かせたいんだろう。陛下は十代の頃ころ、今の守護騎士ガーデイアンを連れて国を抜ぬけ出し、大陸横断に成功したぐらいの行動派。だけどカリーナ姫は出来ることなら一日中部屋に籠こもっていたいぐらいの引きこもり派だからなあ。

「あ、おいデニング！　お前、今日は珍めずらしくあの辛しん気き臭くさい場所に籠ってないんだな」

「……お前か、シューヤ。あーあ、めんどくせー奴に見つかった」

「ほらデニング。これ見ろよ。お前、候補に選ばれなかったから初めて見るだろ」

「王家の鞘さや、のレプリカか。騎士候補に渡される偽にせ物ものでよくそんな喜べるな」

　そして、こういう時に出てくるのがアニメ版主人公という奴なのだ。

　やけにテンションが高い。死地を経験したこいつにとっても、陛下から名指しされれば、気分アゲアゲになるようだ。

「俺は気付いたよ、デニング。やっぱり強さとかじゃないんだよ。いやもちろん強いのは大事だってのは分かってる。だけど、お前にいっても分かるかな。大事なのは心なんだよ。カリーナ姫を守りたい、力になりたい思いっていうのかな」




　なんだよそのドヤ顔。お前そんな顔いつ覚えたんだ。

　前はカリーナ姫に話しかけようとしてガン無視されたの、もう忘れたか。

　何の益にもならない、くだらない言い争い。だけど、困ったことに……悪くはない。

　相手があれだけど、こう、分かるかな、青春してる感じだよ。

　豚ぶた公こう爵しやくの次は、例のサイクロプスさんと言われてる俺。こんな罵ののしり合いも、乾かわいた心を潤うるおすんだ。相手がシューヤじゃなければ何の文句もないんだけど。

　そんな俺だから気付いちゃうことがある。

　悲しそうな表情で歩く様子。何か考える前に、身体からだは動いた。

「シューヤ。どけ」

「ちょっとおい！　急に押すことないだろ！　自じ慢まんしたぐらいで怒るなよ！」

「いいからどけ、自慢話なら後でいくらでも聞いてやるから！」

「デニングお前、どこを見て──あれは、カリーナ姫？　……そういえばデニング。お前って前にカリーナ姫が学園にやってきたとき、ちょっとだけ仲良かったよな」

「少なくともお前よりは遥かに仲良しだよ」

　そう、カリーナ姫がいたんだ。

　生徒たちに囲まれて、敷しき地ちを歩いている。目があった。おそらく勘かん違ちがいじゃない。

　彼女の口元がはっきりと動き──四文字を刻んだ。

「なんだよデニング、お前自分から姫様の守護騎士ガーデイアンを拒きよ否ひしておいて。やっぱり、姫様の姿を見たら可愛かわいいからって今いま更さらチャンスをくださいとかそういうのは無しだからな」

　カリーナ姫の口元から、何を言いたいか理解。

　タスケテ、と。理解すると同時に俺は動き出した。

「あ、おーい、デニング。やっぱりまだお前未練があるんだな。気持ちはわかるけどさ、おい、諦あきらめろって！　今更遅おそいだろ！」

　諦めろ？

　あいつ、何見当違いなこと言ってるんだ。

　俺の頭の中に、守護騎士ガーデイアンになりたいなんて気持ちは一いつ切さいないっての。

　ただ、心がざわついたんだ。

　もしかしたら、俺の見間違いかもしれないけど。

　俺に伝えたい何かがある。

　そう思わせるのはさっきの行動だけで十分だと思ったから。

「──カリーナ姫ひめ。気分が優すぐれないようでしたら俺が医務室に連れてきましょうか」

　俺が守護騎士ガーデイアンの件で我関せずだったのは周知の事実。

　そんな俺が今更、カリーナ姫の心配をしたらどうなる？

　ぐいと間に挟はさまれる大おお柄がらな男子生徒の身体。

　疎うとまれる視線、早くどっか行けよって背中を押される。まあ、当然こうなるよな。

「おい、いきなり現れて何なんだ。姫様の案内の役目をいただいたのは将来の王室騎士ロイヤルナイトに選ばれた僕らだデミング、君じゃない」

「先輩、俺の名前はデミングじゃなくてデニングです」

「細かい奴だな君イ！　最近、あのロレーヌさんにも手を出したらしいじゃないか。幾いくら何でも節操が無さすぎるとは思わないのかい。慎つつしみ深いダリス貴族にあるまじき行こう為いだよ」

「今まで俺が慎み深かったこと、ありましたか？」

「……ない」

「そうでしょう、だったら退どいてください。それとも俺とやるっていうんですか」

「だが君い……いきなり現れてそれは無しだろう君い！　……退くけど」

　いくら生徒の中で将来有望だと評価されていても、彼ら自身が一番よくわかってる筈はず。

　自分の力がこの俺には到とう底ていかなわないという事実をさ。

　さてさて、問題は先輩方の向こう側にいる騎き士したちだった。

　王室騎士ロイヤルナイトは命をかけて王室の方々を守るもの。

　青白い顔する先輩方を置いて、俺は騎士と向かい合う──

「……わかりました。今日は引き下がります」

「はぁぁぁぁあ？　デニング、君い！　一体何がしたかったんだい！　君い！」

　さっきまでは俄が然ぜん、歯向かう気満々だった俺。

　呆あつ気けなく退散する俺を拍ひよう子し抜ぬけな感じで先輩方が見つめていた。

　あいつら、何も気づいてないのかよ。

　だって、あの王室騎士ロイヤルナイトたち。

　マジで剣けんを抜く寸前だったんだぜ。
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　不安やイライラにお悩なやみの騎士様へ。

　それ、筋トレが効きますよ。

　救世主様から教えてもらった俺の極ごく意いを騎士たちに教えてやりたかった。

「シリアスにも程があるだろあいつら」

　王室騎士ロイヤルナイトの機き嫌げんの悪さ。

　なんなん？　あいつらやけに殺気だってないか？

　特にカリーナ姫を守る護衛たちが異常だ。俺が近づいたら、本気で剣抜くぞってばかりの奴やつら。ちょっとスイッチ入るのが早すぎるんじゃないだろうか。

　余りにも短気。守護騎士ガーデイアンの話、無視してるからブチギレおこなんだろうか。

「スロウ様！　騎士様と喧けん嘩かしたって本当ですか!?」

「シャーロットは耳が早いなぁ。でも喧嘩じゃないよ。あれはじゃれ合いってやつで──」

「何で問題ばっかり起こすんですか！　今、私たちにとってナイーブな時期なのに！　大きな声では言えないですけど、ユウギリ先生がごにょごにょ……私の正体がごにょごにょで……私、出来るだけ近づかないように隠かくれてるんですよ！」

「ごにょごにょの件についてはごめん。ただ、カリーナ姫に守護騎士ガーデイアンの話を謝りたいなと思ったんだ。ほら、暗に拒きよ絶ぜつしたわけだからさ。さすがに本人を前にしたら無視することは出来なくて。でも、心配を掛かけて本当にごめん」

「とっても不安になったんですから……もしかしたら私のごにょごにょでスロウ様が王室騎士ロイヤルナイト様たちと喧嘩になったんじゃないかって……」

「ごにょごにょは多分、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな。少なくとも奴らの方から俺に近づいてこようなんて感じは全くないから。俺の勘かんだけど」

「……分かりました。でも、危ないことはしないでくださいね？　スロウ様はもう十分！　危ない橋を渡わたってるんですから！　私は心配です……」

「ユウギリ先生の時に十分痛い目にあったから、もうしないよ……俺はトラウマもんだし、難しい話は俺は関わらないつもりだよ」

「じゃあいいんですけど……」

「それよりシャーロット。話は変わるんだけど、化け粧しよう、変えた？」

　余りにも話が唐とう突とつすぎるって？

　いやいや待て待て。俺がどんだけの間、シャーロットと過ごしてきたと思ってるんだ。少しの変化だって即そく座ざに気付く、細やかな一面もあるサイクロプスなんだぞ俺は。

　女の子の些さ細さいな変化を即そく指し摘てき。ポイント高いだろ、今のは。

「あ。これはその……新しい友達も沢たく山さん出来ましたから……私。貴族の方々があんなに高い香こう水すい使ってるなんて知らなくて、少しは合わせた方がいいかなって……」

　そうか。貴族生徒と同じ授業を受けるんだし、それ相応の身み嗜だしなみをしないといけないか。それはとってもいいことだ。なのにシャーロットは𠮟しかられた猫ねこみたいに縮こまっている。

「あ、あのさ。別に怒おこってるわけじゃない。今はシャーロットも生徒であるわけだし。俺、シャーロットが色んな子と仲良くしてるの見て誇ほこらしい気持ちだし」

「え。誇らしいですか？　……スロウ様も私と同じ気持ちになるんですか？」

「なるよ。シャーロットも？」

「勿もち論ろんです！　スロウ様が色んな人と仲良くして、皆みんながスロウ様の優やさしさに気付かれたらいいなあって毎日思ってます！　あ、でも。女の子とばっかり仲良くしたらダメですよ、変な噂が立っちゃいますから」

「立たないって。でも、シャーロット。何て言うか……前よりもずっといいと思う」

「え……」

　前よりも女の子って感じで、ああやばいなこれ。言った俺が、ちょっと恥はずかしい。

　だけどロレーヌちゃんが沢山俺を褒ほめてくれたように、誰だれかから褒められるのは嬉うれしいものって気づいたんだ。シャーロットは顔を赤くして、けれどどこか嬉しそう。

「もう！　何言いだすんですかっ！」

　うん。やっぱり、嬉しそうだった。




　さて、生き生きしているシャーロットさんとは対照的に、儚はかないオーラを醸かもし出す存在。

　俺と同じように、学園内で面おも白しろいあだ名を持つ化け猫。

　それがオーク狩がり猫こと、風の大精せい霊れいさんである。

　風の大精霊さんは定期的に森の中に潜ひそむモンスターを狩るのを趣しゆ味みにしており、シャーロットから事あるごとに止やめてくださいと言われているが、聞く耳を持たないダメな奴なのだ。

「……大精霊さん、何をこそこそ隠れているんだよ。いつものお前らしくないな」

「あいつに見つからないように暫しばらく学園を出て行くにゃー」

「あいつ？　……あー、闇やみの大精霊さんか。お前ら仲、悪いもんな」

　魔ま女じよとの戦いが終わってしばらく。
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　風の大精霊さんは闇の大精霊さんのいじめ対象と化していたんだ。逃にげ回る大精霊さんが見られるのはすごい珍めずらしい光景で。闇の大精霊さんと仲が悪いっていうのは本当らしい。

「この国はイカレてるにゃ。あいつと手を組むなんて理解できないにゃあ。あれは少し前までダリスの敵だったんじゃないのかにゃあ。何で普ふ通つうにその辺を散歩してるんだにゃあ」

「……人間の世界は複雑なんだよ」

「スロウ。あいつがいる場所は災わざわいが降りかかるにゃあ。だからシャーロットには何度も逃げようって言ってるのに聞く耳を持たないにゃあ。にゃあはあいつがこの学園にいる間、暫く消えることにしたにゃあ」

「消える？　まあ闇の大精霊さんが来てからもっと存在感が薄うすくなったお前だけど……シャーロットのことはほっといていいのかよ」

「最近反はん抗こう期だにゃあ。化粧したり、楽しそうにゃあ。ずるいにゃあ」

　反抗期？

　あのシャーロットに限ってそれはありえない話のように思えるが。

「シャーロットも友達が増えたって言ってたし、付き合いとか人間の世界には色々あるんだよ。不満かもしれないけど大精霊さんばっかりに構ってるわけにはいかないだろ」

　シャーロットは多た忙ぼうの日々なんだ。

　俺の目から見ても明らかに充じゆう実じつしてるし、こんな化け猫の相手をする暇ひまはないんだろう。

「それもこれもお前が変なやつに声を掛けたからにゃあ。シャーロットは嫉しつ妬としてるんだにゃあ、全部お前のせいにゃあ」

「は？　シャーロットが嫉妬？　聞き捨てならないな、詳くわしく聞かせろよって、おい、大精霊さん！　どこ行くんだよ！」
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　騎き士し国家ダリス。

　この国が騎士の国と呼ばれる所以ゆえんは、王女が女王へ即そく位いするための条件にある。

「カリーナ姫は自分の騎士にどんな資質を求めるんだろうな！」

「強さだろ。騎士と一いつ緒しよに現げん役えきの守護騎士ガーデイアンを打ち倒たおさないと女王様になれないわけだし」

　──そういうことだ。

　王女は選んだ騎士と共に現役の守護騎士ガーデイアンへ挑いどみ、打ち負かした瞬しゆん間かん、女王となる。

　この制度こそが、ダリスが騎士の国と呼ばれる所以。

「優しさ、とかダメかな。過去には守護騎士ガーデイアンに優しさを求めた女王もいたって話だろ？」

「どっちにしろ今の守護騎士ガーデイアン様を倒さないと、王女の騎士は守護騎士ガーデイアンになれないんだからさ。やっぱり強さ一択たくだろ。でも実際の所、即位出来るのは何十年も先の話じゃないか？」

　例えば、エレノア・ダリスの騎士であったドルフルーイ卿きよう。

　あの人は大陸横断を経て確かな強さを手にし、先代の守護騎士ガーデイアンを打ち破った。エレノア・ダリスが与あたえた試練を突とつ破ぱした逸いつ話わでは、ドルフルーイ卿の話が最も有名だろう。

　何せ、陛下は二十代前半で先代の守護騎士ガーデイアンに打ち勝った。

　騎士国家の歴史上、類を見ない速さで女王に即位したのだ。

「でも実は俺、カリーナ姫ひめのこと、あんまり知らないんだよなぁ。カリーナ姫って舞ぶ踏とう会とか晩ばん餐さん会には出ない人だっただろ？　ここだけの話だけど、そんな姫様であのドルフルーイ卿の強さに勝てるのかな。まだまだ女王陛下の全ぜん盛せい期きは続くだろ」

「だから今、王女様は必死に考えてるんだろう。あの守護騎士ガーデイアンに勝てるような力とは何か。決めたら騎士と一緒に、光の大精霊レクトライクルへ新しい魔ま法ほうを願うんだ」

「あのドルフルーイ卿に勝とうと思ったら、新しい魔法ぐらいないと勝負にならないよな」

　守護騎士ガーデイアンへの祈いのり。

　だけど、ベッドに籠こもった引きこもりお姫様の姿を知っている俺からすれば、王女が真しん剣けんに光の大精霊レクトライクルに願う魔法を考えているとは思えなかった。

　少しだけその、彼らが思う王女様とのギャップが面白い。

　さて。自分が作り出す魔法と騎士の力をもって、守護騎士ガーデイアンを超こえる。

　それが守護騎士ガーデイアンになる騎士に求められた最終試練。そんな将来の王室騎士ロイヤルナイト候補として選ばれた生徒らはマンツーマンで王室騎士ロイヤルナイトから特訓を受けている。

「なぁ。騎士候補生って定期的に陛下たちとの食事会に呼ばれてるらしいじゃん。そこで昨日、陛下とカリーナ姫が喧嘩したって知ってるか？」

「知らねえ、詳しく」

　……興味深い話題が聞こえてきたので、立ち止まる。

「陛下が騎士候補の奴らに対してさ。今のカリーナ姫が即位したらこの国は滅めつ亡ぼうするから身の振ふり方考えといた方がいいぞ、って言ったらしいんだよ」

「やっぱり陛下ってカリーナ姫にも厳しいんだな……」

「ほら。俺たち貴族だって、カリーナ姫のこと最近まであんまり知らなかっただろ？　平民には姿だって認にん知ちされていないカリーナ姫のことだから、女王に即位しても国民から歓かん迎げいされるのかしらって。陛下の即位は滅め茶ちや苦く茶ちや歓迎されただろ？　当てつけってわけじゃないと思うけど、空気は固まったらしい」

「うわあ……絶対その場に居合わせたくないよ」

「だけど、カリーナ様も陛下に言い返してさ。私は試練とか言って人を死地に追いやる人間にはならないって」

　胸が痛くなる。

　エレノア陛下とカリーナ姫。何となく想像はしてたけど、やはり二人の仲は激げき烈れつに悪いらしい……根本的に相あい性しようが悪いんだろうなぁ。

　そういえばアニメでもシューヤは陛下から無茶な試練を与えられて、アリシアが陛下に危険なことをさせるなって、突つっかかってたっけ。

「それでこっからが面白い話なんだけど、王女様が退出された後、あのシューヤが陛下に嚙かみ付いたんだってよ」

「……は！　えええええ？　うっそだろッ！」

「それがまじらしい。あんな言い方はカリーナ姫が可か哀わい想そうだって、陛下に物申したんだってよ。すぐに担当の王室騎士ロイヤルナイトに部屋を追い出されたらしいけど」

「……あいつの未来、終わったな」

「カリーナ姫と陛下の覚え、どっちをよくしたいかって言ったら陛下だろ？　これでシューヤが王室騎士ロイヤルナイトになる未来は消えたな、ざまあ」

　この世界線では、今のところシューヤとカリーナ姫の間には接点が何もない。

　シューヤが陛下の覚えを悪くしてまでカリーナ姫のために身を張る理由がない。

　何の打算もなくそうした行動が打てる辺り、やっぱりあいつは変わらないな……。




「ビジョン。今の話、お前だったらシューヤみたいなこと出来るか？」

「出来るわけないじゃないですか。相手は陛下ですよ？　シューヤの奴やつ、陛下に嚙み付くなんて命が惜おしくないんですかね……」




　カリーナ姫とは縁えんも所縁ゆかりもないシューヤが、陛下に嚙み付いた。

　陛下に意見するなんて、騎士候補として特訓を受けているあいつにとっては将来の道を断たたれる可能性もあるのに。

　それなのにシューヤは陛下に向かって、貴女あなたは間ま違ちがっていると言ってのけた。

「……ちょっと悔くやしいな、何かシューヤに負けた気がする」

「え。どういうことですか。スロウ様は全然あいつに負けてないと思いますが」

　陛下に嫌きらわれれば、出世は望めない。シューヤは軍属希望だったけど、世界は平和になった。だから王室騎士ロイヤルナイトになって出世したいと望むのは貴族として至し極ごく、一いつ般ぱん的な考えだ。

　けれど、この国で出世を望む人間が、陛下に逆らうような真ま似ねが出来るだろうか。

　俺の知る限り、そんな真似が出来る奴は誰もいない。

　シューヤ──やっぱり、お前はすげえよ。

「スロウ様。どこへ行かれるんですか」

「ちょっとな。やらないといけないことを思い出したんだ」

　あいつにそんな勇気を見せつけられて、黙だまっていられるかよ。
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　貴族の女子寮りよう周辺は、男子生徒が不用意に近寄らないよう以前から警備がついていた。

　しかし今回、女王陛下らが宿泊しているとあって、雰ふん囲い気きは激変。

　入り口に幾いく人にんもの王室騎士ロイヤルナイトが立ち、物々しい雰囲気を醸かもし出している。

「カリーナ姫に会わせてもらえませんか」

　騎士の眉まゆ根ねがぴしりと動く。

　俺よりも身長が高い彼らから、真っすぐに見下ろされる。

　彼らの瞳ひとみには俺に対する敵意が感じられた。

「祈りを控ひかえる姫殿でん下かにとって、今は重要な時期。何なん人ぴとたりとも殿下の私室へは通さん」

　王室騎士ロイヤルナイト。王族を守るのが奴らの使命。

　この平和な学園の中で、やけに殺気だっているこいつらの存在は浮ういていた。

「以前、やつれたカリーナ姫を学園内で見ました。もし悩なやみがあるのであれば、俺は良き相談相手になれるかもしれないと思いまして」

「無用だ」

「以前、カリーナ姫が学園へ滞たい在ざいされた時、俺は良き相談相手だったと思いますが」

　もしかしたら俺の勘かん違ちがいかもしれない。

　であるならば、相当恥はずかしい言葉を言っている自覚がある。

　だけど……タスケテと口が動いたあの瞬間。

　俺にはあの時のカリーナ姫の表情が、切せつ羽ぱ詰つまったものに感じられたのだ。

「祈りの一部は縁あるものと出会い、これまでの自分に思いを馳はせる場。殿下がこのクルッシュ魔法学園を祈りの場として選ばれたなら、俺も縁ある者との思いがあります」

　試練への祈りは二部構成だ。

　一部は縁ある箇か所しよを巡めぐり、縁あるものと触ふれ合うこと。

　二部は聖堂に籠り、守護騎士ガーデイアンを打だ倒とうするための魔法を天に祈る。

　今の女王は、単騎での強さを求めた。分かりやすい例だ。過去にも大勢が次代の守護騎士ガーデイアンに強さを求めている。カリーナ姫は何を自分の守護騎士ガーデイアンに求めるのだろうか。

「去れ」

　この反応は異常だろう。

　ダールトン卿によれば、ダリスが闇やみの大精せい霊れいと手を組んだのは紛まぎれもない事実。

　だけど相手は敵のボス。闇の大精霊がこの学園にいるから、王室騎士ロイヤルナイトたちはこんなにもピリピリしてると思ってたけど……この余よ裕ゆうの無さは何だ。別の理由があるのか？

「追い返すにしては、物ぶつ騒そうすぎやしませんか。やけに俺とカリーナ姫との接せつ触しよくを嫌いやがっているように思えますが……では、殿下にお伝えください。俺が会いに来たと。それとも、俺に会わせたくない理由でもあるのですか？」

「随ずい分ぶんと舌が回る。これ以上は剣けんを──」

「──何の騒さわぎだ」

　凜りんとした声と共に現れたのは、あまりに有名すぎる男。

　身につけた白い鎧よろいと白いマントは孤こ高こうの証あかし。

　鷹たかのように鋭するどい金色の瞳に見つめられれば、時が止まったかのような錯さつ覚かくを覚える。

「ドルフルーイ卿、これは……」

「レオナルド、こいつはお前の手には余る者だ」

　王室騎士ロイヤルナイトの中では小こ柄がらに分類される体たい軀く。

　王室騎士団ロイヤルナイツの中では低い家いえ柄がらでありながら、全すべての騎士から崇すう敬けいの念を持たれる男。

　月下の騎士シユヴアリエとも呼ばれ、騎士国家に並び立つ者なき武人がそこにいた。

「スロウ・デニング。近寄るなと警告していた筈はずだが、姫殿下に何用だ？」

「俺はただ、カリーナ姫のご学友として──」

「……くどいな」

　守護騎士ガーデイアンが、鞘さやから剣を引き抜ぬく。

　たったそれだけの動作で、俺はまだ杖つえに手さえ届いていなかった。

　光の付与剣エンチヤントソード。担にない手に圧あつ倒とう的な力を与える、ダリスの国宝。首にピタリと添そえられる抜き身の刃やいば。杖で応戦することは諦あきらめた。だけど、右手はしっかりと付与剣エンチヤントソードを握にぎっている。

　守護騎士ガーデイアンの動きによく反応したと自分を褒ほめてやりたい気分なんだけど。

　……右手からは、血がポタポタと垂れている。

　心配そうにこちらを見つめる女生徒から、小さな悲鳴が幾つも上がっている。

「手を離はなせ。これ以上は、如何いかな優すぐれた水の使い手がいても治らぬぞ」

　こっちだって、ある程度はな、覚かく悟ごしてんだよ。

　シューヤが自分の未来を捨ててまで、陛下に食って掛かかったんだ。

　ここで俺が諦めてどうするんだよ。そう思っていた。

「スロウ・デニング。俺の言葉は、姫殿下の意思でもある。後ろを見ろ」

　女子寮の中で騎き士しを傍そばに控えさせるカリーナ姫。

　慌あわてて部屋から飛び出してきたのだろうか、息を切らす彼女の姿を見て刃から手を離す。

　何も確証があったわけじゃない。

　カリーナ姫ひめが助けを求めている。

　そう考えた自分の直感に従っただけ。

　だけど今度の口の動きは、前よりも分かりやすかった。

　たった三文字──ゴメン。

「……出直します」

　当事者に拒きよ絶ぜつされたら、仕方がない。
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　トレーニングゾーンに戻もどり、項うな垂だれる。

　最近はほぼこの場所にいるから、誰だれも近寄らない。

　情けない姿を見られないで済むのは、有あり難がたいことだ。

「……ぶひい」

　あんなにかっこつけて、カリーナ姫から拒否されるなんて。

　守護騎士ガーデイアンに切られた右手から血がとめどなく溢あふれている。厄やつ介かいなことにヒールも効かない特とく殊しゆな呪のろい。守護剣に込こめられた力、これは、自然治ち癒ゆに任せるしかない。

　……もし俺が主人公気質のシューヤだったら、また違ちがう結果が生まれていたんだろうか。

「こっぴどくやられたわね。スロウ・デニング」

「今凄すごい機き嫌げんが悪いんだけど……──って。闇の大精霊さんか」

　恐おそろしい噂うわさが蔓まん延えんしている俺の殺さつ戮りく場。

　堂々と話しかけてくるなんて……余よ程ほどの空気読めない奴か、猛も者さに違いない。

　闇の大精霊さんがそこにいる。

　外見は少女特有の瑞みず々みずしい魅み力りよくに満ちているのに対して、中身は成熟しきった歪いびつな存在。

「あの守護剣をそのまま受け止めるなんて、あんた頭いかれてるの？」

「返す言葉もないよ……」

「あれは光の大精霊レクトライクルによる厄介な魔ま法ほうが幾つも付ふ与よされているわ。あたしも有名なやつしか知らないけど、魔法による回復阻そ害がいとか色々ね」

「まさか俺も、自分が守護剣の餌え食じきになるなんて思ってもいなかったよ」

「はぁ……見せてみなさい。別に悪いことはしないから」

　傷口に彼女の小さな手が重ねられる。

　そっと発光して、痛みが徐じよ々じよに引いていく。

「はい。これで完治」

「あ、ありがとう……ございます」

　噓うそだろ、俺のヒールでも回復出来ない守護剣がつけた傷だぞ。

　思わず敬語になってしまうぐらい、俺と闇の大精霊の力はかけ離れている。

　守護剣に込められた光の大精霊レクトライクルの力を、今彼女は打ち消したのだ。

「でも……どうして治してくれたんだ？　ですか？」

「気持ち悪い言こと葉ば遣づかいはやめて。理由は面おも白しろいものを見せてくれたから」

「面白いもの……か」

「騎士国家の守護騎士ガーデイアン、ルドルフ・ドルフルーイは帝てい国こくでも名が通っている本物の天才。あたしが南方統一を考えるにあたって最も大きな壁かべと考えている敵の一人。そんな奴やつを相手に馬ば鹿か正直に向かっていく人間がいるとはね。それで？　大おお恥はじをかいた気分はどう？」

「最悪だよ……穴があったら埋うめて欲しいぐらいだ」

「案外、正直なのね」

　実際、最悪だ。

　あんだけでかい口を叩たたいて、カリーナ姫に拒絶されたのだから。

　明日から学園を歩けないかもしれない。

「……で、何の用だよ。闇の大精霊さんは他国の学園見物に忙いそがしいんじゃなかったんか」

　たまにちらちらと噂が聞こえてきた。

　他国の可愛かわいらしい王女様が授業で先生方に質問をし、困らせていると。

　噂を聞くだけでこの大精霊さんが学園生活を満まん喫きつしていることは十分に分かった。

　確か式典では他国の王族なんて紹しよう介かいを受けていたんだっけ。

　生徒は誰も、この少女があの闇の大精霊なんて思っていないだろう。

「面白い噂が聞こえてきたからよ。あの守護騎士ガーデイアンに挑いどんで、スロウ・デニングがケガをしたって。でも、あんた。分かっていた筈でしょ？　この学園に大挙してやってきた王室騎士ロイヤルナイトたちから自分が快く思われていないことぐらい」

「……そりゃあね。あんだけ背中にきつい視線をびしびし感じたら誰でも分かる」

「カリーナ姫にこれ以上接触しようとしたらもっと嫌きらわれるわよ。最悪、切りつけられることも覚悟なさい？　今のあいつら、まともじゃないから」

「まともじゃない？　闇の大精霊さんは色々知っているみたいだね」

「ええ、知っているわよ？　教える気はさらさらないけどね」

「……何でさ」

「あんたは関わるべきじゃないと思ってるから」

「それは、どういう意味で？」

「スロウ・デニング。あんたがあたしをどう思っているのか想像がつくわ。実際、それが間違ってるとも思わない。でも、今のあたしは無害よ。北方に帰るまでは傍ぼう観かん者でいるってエレノアに約束しちゃったから。エレノアは今回の件、王室騎士ロイヤルナイトを使って解決しようとしている。エレノアがそう考えるなら、あたしは何も出来ない。ごめんなさいね？」

　からかうかのように、彼女は笑った。

　ドストル帝国の支配者にして、世界の覇は者しやはひょいと身を翻ひるがえす。

　長い髪かみがさらりと揺ゆれ、良い匂においがするのが何な故ぜか腹立たしい。

「だけど、守護騎士ガーデイアンに立ち向かったあんたの勇気に免めんじて、これだけは教えてあげる。攻せめるならエレノアじゃなくて、あの大人しいお姫様のほうよ。それか、騎士たちかしらね。あいつら、今いま更さら自分たちの冷たさに気付いたみたいだから」

「……は？」

「──それじゃあね」

　闇の大精霊、ナナトリージュは手をひらひらさせて去っていく。

　意味が分からない。

　けど、何だか随分と大きなヒントを貰もらったような、貰っていないような。

　不思議な魅力を持った存在。

　大勢の魔法使いが、闇の大精霊に心しん酔すいした理由も何となく分かってしまう。

　けれど関わり過ぎてはいけない。

　興味を持ったら最後。彼女が持つ底の見えない闇に、引きずり込まれてしまうから。
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「……ぅぁぁ」

　眠ねむれなかった。

　ここんとこ快かい眠みんが続いていたのに。これも全部、闇の大精霊さんが意味深なこと言うからだ。関わるなって何だよ。まだ魔女関連が続いてるってことか？

　王都で全部解決したんじゃないのかよ。あっちで一体、何が起きたんだよ。

　てか何で闇の大精霊さんが傍観者なんだよ。元を正せばドストル帝国が悪いんじゃねえか。あそこの一戦せん闘とう員が暴れてるんだから、ボスの闇の大精霊さんが何とかしろよ。

　風の大精せい霊れいさんはボロクソ敗北したけど、闇やみの大精霊さんなら一対一で勝てるだろ。

　本人には直接言えないから、頭の中で彼女を非難していると、扉とびらを叩く音が聞こえた。

「……今、何時だと思っているんだよ」

　ベッドから飛び降りて、部屋の扉を開けると、でかい体軀の男が立っていた。

「だ、ダールトン卿きよう。何故俺の部屋に」

「少し部屋を見せてくれるか」

「……は？」

　深い皺しわは人生経験が刻まれた証あかしだろうか。王室騎士ロイヤルナイトの中でも古参に位置し、背中に大剣を背負った男は興味深そうに俺の部屋を見まわし、椅い子すに座った。

　まるで自分の部屋みたいな寛くつろぎ方だけど、ここは俺の部屋だからな。

「懐なつかしい部屋だ。俺も嘗かつてはこの部屋を使っていた」

「あの……今、何時だと思ってるんですか。俺の部屋はフリーパスじゃないんですが」

「いやなに、あの守護騎士ガーデイアン殿どのに挑んだ馬鹿の顔を拝みに来たんだ。なあ、思ったよりも元気そうじゃないか」

　闇の大精霊だけじゃなくて、この人もかよ。

　そんなに人を辱はずかしめて楽しいのか。

「スロウ・デニング。あのお方を相手にして、どう思った」

「最悪ですよ。勝てる筈はずがない、今だったら自分の愚おろかさ具合に呆あきれ返ります」

「無理もない。俺ですらあの人からはこれまで一本も取ったことがないからな。あるべき騎士の極きよく致ちにいるようなお方だ」

「挑むことが間違いでしたよ。あ、何か飲みますか？」

「気が利きくじゃないか。では、頂こうか」

　静かな時間。

　ダールトン卿は何も語らない。俺が淹いれたコーヒーに静かに口をつけている。

　豆だけは最高級だけど、素人しろうとの俺が淹れたんだ。それほど美味うまくもないだろう。

「……美味いな」

「それはどうも」

　ただ、それだけ。

　何だよ、この人。

　早く帰ってくれないかな。ここ、俺の部屋なんですけど。

「姫ひめ殿でん下かにも飲ませてあげたいものだ」

「カリーナ姫はもっと美味おいしいコーヒーを飲み慣れているでしょう」

「喜ぶぞ。姫殿下はお前に好意を持っているからな」

「……何とも返答し辛づらいですね」

「事実だ。しかし、この場にきたのはコーヒーを飲むためでなく、お前に礼をいうためだ」

「礼ですか？」

「守護騎士ガーデイアン殿に挑んでくれて、カリーナ姫殿下に会いにきてくれて感謝する。あれだけで、姫殿下は随ずい分ぶんと救われたことだろう」

「ちょ、ちょっと待ってくださいダールトン卿！　頭を上げてください！」

　大の大人に頭を下げられるなんて、良い気持ちはしないんだよ。

「学園側は俺たちを迎むかえ入れるために、休きゆう暇か中のメイドを呼び戻もどしたり、随分と無茶をしたと聞く。スロウ・デニング。お前も王室騎士団ロイヤルナイツの来訪に対して、様々な想像をしているのだろう」

「それはまあ……」

「だが、お前の想像等など可愛いものだと断言出来る。事態は最悪を超こえ、王室騎士団ロイヤルナイツは嘗てない危機に直面している。そういえば以前、お前はこの傷が誰だれにやられたのか俺に聞いたな。答えてやるのは容易たやすいが、その前に頼たのみがある」

　鍛きたえ抜ぬかれた全身から、剣けん吞のんな雰ふん囲い気きが溢あふれ出す。

　ダールトン卿の纏まとう、空気が変わった。

　忙しい王室騎士ロイヤルナイトが深夜の時間にやって来て、雑談だけが目的なんて考えづらい。

　頼みごと。

　これが、目的か。

「スロウ・デニング。カリーナ姫の力になってはくれないか」

　こうして。

　俺は失態と引ひき換かえに、大きな真実にたどり着いたのであった。








三章　森の中には









　繰くり返しになるけど改めて言おう。

　噂うわさっていうものは大体さ、大きくなりがちなんだよ。

　昔の話だけどさ。俺が真っ黒豚ぶた公こう爵しやくやってた時にここで言われていた噂なんてひどかったよな。オークの化け身しんとか、俺が近づくと豚ぶた菌きんが移るとか。ふざけた話が幾いくつもでっちあげられて、俺はいつの間にか身動きが出来ない状じよう況きように追い込まれていた。

　つまり、噂なんてあてにならないということが言いたいんだけど……。

「口にすることさえ憚はばかられる程ほどに……王都での戦いは凄せい惨さんの一言に尽つきた」

　ダールトン卿が語った内容は控ひかえめに言っても衝しよう撃げき的。

　王室騎士ロイヤルナイトたちがシャーロットの正体に気付いているんじゃないかとか、シャーロットが反はん抗こう期らしくてどうしよう、とか。そんな不安を吹ふき飛ばすほどに。

「数多く、薄うす暗ぐらい戦場を渡わたり歩いた我々王室騎士ロイヤルナイトでさえ今でも背筋が凍こおる」

　思わず真顔になってしまう程度に、肝きもが冷えた。

　ダールトン卿が語る内容は、俺が噂で聞いた内容よりも何倍も凄惨。

「王宮が鉄てつ壁ぺきの守備を誇ほこる理由を知っているか」

「──聖域。王宮への道は灰はい霧きりが覆おおい、上下左右一いつ切さいの方向感覚を失わせる。距きよ離りが何倍にも増ぞう幅ふくされ、正しい道順から一歩でも外れると目的地に辿たどり着けない、でしたっけ」

「正解だ。王族が住まう離り宮きゆう。あそこは光の大精霊レクトライクル様が常時、特別な結界を張り、人の出入りさえ全すべて感知している。故ゆえに王宮が戦場になるとは夢にも思ってなかった」

「冗じよう談だんでしょう、ダールトン卿。聖域、大精霊の魔ま法ほうが打ち破られたんですか」

「魔女は王宮の、陛下が座する戴たい天てんの間に突とつ如じよ現れた。それが答えだ」

「……噓うそでしょう」

「ユウギリ、そして闇の大精霊から、魔女が直接陛下を狙ねらいに来る可能性が高いとは聞いていた……警けい戒かいの人数も増やしていたが、実際に対応できたのはたった一人。守護騎士ガーデイアン殿が影かげに隠かくれた魔女を一刀両断しなければ、どうなっていたか……」

　守護騎士ガーデイアンドルフルーイ。

　全ぜん盛せい期きは龍りゆうをぶった切ったなんて伝説を持つ陛下の剣けん。

　しかし、影の中を移動する魔女に気づいて、ぶったぎるなんて。

「あの……それでも、陛下が無事ってことは魔女を撃げき退たいしたんですよね……？」

「魔女が自ら退ひいたのは事実……さすがの奴やつにも誤算があった、ということだ。奴は陛下がどのような人物かは、全く知らなかったらしい」

「陛下が……？」

「陛下は俺たちに、奴が人ひと質じちに取った兵士ごと……俺の口からはこれ以上は何も言えぬ」

「……」

「後から闇の大精霊から聞いた話だが、北方の魔女は仲間をことさら大切にするらしいな。故に兵士ごと、自分を攻こう撃げきした陛下が信じられなかったのだろう。闇の大精霊の助力があったとはいえ、スロウ・デニング。貴様はよくもあれを引けたものだ」

「いえ。俺は何も……実際は殆ほとんど闇の大精霊のお陰かげですから──」

　壮そう絶ぜつなダールトン卿の話を聞きながら、俺は別のことを考えていた。

　風の大精霊、そしてシャーロットの正体について。

　俺は、覚かく悟ごしていた。

　闇の大精霊は無関係な話はしないだろうが、ユウギリ先生は王室騎士ロイヤルナイトだ。

　だけど、ダールトン卿からは、俺たちに関する情報は出てこない。

「しかし、二度目はない。次こそ、奴を──それが死んでいった者たちへの供く養ようとなる」

「……ちょっと待ってください。それがどうして陛下らの滞たい在ざいに繫つながるのですか」

　王室騎士ロイヤルナイトの戦いがまだ終わってないことは十分にわかった。

　無様な敗北を喫きつし、仲間を失い、陛下の身を危険に晒さらした。

　次の戦いでは負けないとダールトン卿は語り──だけど、何な故ぜか騎士たちは学園にいる。

「王宮での戦いを経て、魔女は目的を変えたと闇の大精霊は語り、陛下も間ま違ちがいがないと断言した。もはや魔女の目的は戦争の再開ではなく──陛下の殺害にあるのだ」

　さもありなん。

　魔女と陛下の相あい性しようは最悪だ。アニメの中でも魔女は仲間だけは大切にした。

「ダールトン卿……貴方あなたたちはまさか──」

　嫌いやな予感がした。

　カリーナ姫があれだけ不安な顔をしていたことが何故か頭から離はなれない。

　そう言えば彼女は俺に向かって、助けてと伝えようとしていたんじゃないか。

「姫殿下を餌えさに──この学園で、魔女を仕留めるために、我らはやってきたのだ」

　獰どう猛もうな笑えみを浮うかべるダールトン卿が、別人に見えた。




　　　　●




　あり得ない、あり得ない。

　この学園で、魔女を仕留めるだと？

　超ちよう高度からの魔法攻こう撃げきすら可能とするあの魔法使いを──この学園で仕留めるだと？

「きょろきょろせず、俺の後ろにしっかりとついてこい。迷えば最初からやり直しだ」

　ダールトン卿きようの手引きで、俺は女子生徒が住まう女子寮りようへの潜せん入にゆうに成功した。

　だが、王族が住まう五階への階段を上ったあたりから空気は一変。

　霧が覆っていたのだ。しかも、ただの霧じゃない。

　これは──聖域だ。王宮を隠す聖域が女子寮の中に構築されていたのだ。

「いつ女子寮にこんな細工をしたんですか……校舎内に聖域を作るなんて。カリーナ姫と同じ階に住んでいるアリシアは納なつ得とくしたんですか？」

「アリシア姫ひめ殿でん下かなら納得された上で、下の階に移っていただいた」

「あのプライドの高いアリシアが階を移すなんて……」

　結界が張られるやばさに気付いたのかな。アリシアも鋭するどい奴だからな。

　しっかし……長いな！　何で一つ上の階に行くだけでこんなに長いんだよ！

　ただ階段を上り、廊ろう下かを真まっ直すぐ進み、一つ角を曲がるだけ。

　それだけでカリーナ姫がいるだろう王族の居室に辿り着ける筈なのに……。

　何で、俺たちは何度も階段を上り下りしているんだ。

「しかし、お前は見違えたな。あの身体からだからよくぞそこまで鍛え上げた」

「人生を犠ぎ牲せいにして、筋トレしましたから」

「……そうか」

　肉体改造、やりすぎちゃいましたとは言えなかった。

「スロウ・デニング。姫殿下に会わせる前に、お前に言っておきたいことがある」

「何ですか？」

「陛下と殿下の関係だ。お前も生徒たちが話している噂を聞いたかもしれないが、お二人の仲は最悪だ。今回の件で、恐おそらく二人は完全に決けつ裂れつするだろう」

「教えてくれるんですか、ダールトン卿」

「お前は俺の想像以上にお節せつ介かいのようだ。何も知らずに虎とらの尾を踏ふまれては堪たまらない」

　そう言って、聖域の中を先導するダールトン卿は寂さみしげに笑う。

　陛下と殿下の関係は俺も気になっていたことだ。

　アニメの中でカリーナ姫が登場しなかった原因が、そこにあると俺は思っていた。

「全ての始まりは、姫殿下が類たぐい稀まれな才能をみせたことだ。何の教育も受けていない段階で、その辺に落ちていた杖つえの一部を拾っただけで、姫殿下は魔法に至った」

「げえ。恐ろしい才能じゃないですかね……」

「当然、陛下は大層喜んだ。カリーナ姫殿下は陛下よりも一年早く魔法を発現させたのだからな。未来の女王が魔法に明るいのは、喜ばしいことだ」

　往々にして、天才には、天才足らしめるエピソードがある。

　ダールトン卿が語るカリーナ姫の天才エピソードは、俺からしても驚おどろきの連続で。

「陛下は世界中からカリーナ姫殿下の教育者を探し、結果的にこれが失敗だった。姫殿下の教育係はやりすぎ、姫殿下は魔法に興味を失った。才能を殺してしまったわけだ」

　成程。

　俺と同じように、やりすぎちゃったわけか。

「陛下は姫殿下が再び魔法に興味を持つよう、魔法だけでなく生活全ぜん般ぱんにおいて一切を姫殿下の自由にした。俺たちの目から見ても、放任と思うぐらいにな。伝統的にダリスの王女は、光の大精霊レクトライクル様や陛下が直々に魔法を教えるものだが、カリーナ姫には適用されなかった。カリーナ姫が愛されていないと感じるようになったのは、そこからだろう」

「……じゃあ、カリーナ姫が社交の場に出なかったのも」

「陛下の放任によるものだ。しかし、さすがにこのままではまずいと思ったのだろうな。方針を転てん換かんし、陛下は積極的に関かん与よを始めた。だが、これもいけなかった。それは俺たち、王室騎士ロイヤルナイトの目から見ても、余りにも愛が無さすぎた。姫殿下が、反発するのも当然だろう」

「……あの、ダールトン卿。前方に騎き士しの姿が見えますが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「問題無い。今こ宵よい、聖域を守る騎士らは……全員が陛下と殿下の仲を憂うれう同士だ」

　明かりを持って聖域の中を巡じゆん回かいする騎士たちは、俺の姿が見えていないとばかり。

　完全に俺はいないものとして扱あつかわれていた。

「静観に徹てつしてきた俺たちが今いま更さら、二人の関係改善に向けて動いてもどうしようもない。それぐらいは分かっている。しかし……今回の陛下のやり方は目に余るのだ」




「──噓！　スロウ君、どうやって入ってきたの？」

　そこには、懐なつかしい引きこもり姫がいた。

　影のある表情で、目をまたたいて、ぱちくりさせている。

　相変わらずベッドの中で、今は頭だけ出して俺を見つめていた。

　甲こう羅らの中から久しぶりに顔を出したカメ。例えるなら、そんな表現がぴったり。

「聖域の力で守られた私の部屋。正しい道順を知らないと絶対辿り着けないんだけど……スロウ君。君、一体どんなズルをしたの？」

「貴女あなたを心配している騎士に案内されてですよ、カリーナ姫」

「案内？　主導したのはダールトンか……でも、この部屋に辿り着くまでに他の騎士もいた筈はず……部屋の入り口にはあの厳しいホーミネットも……あいつら全員グルってわけね」

　確かにびっくりするだろう。

　カリーナ姫の居室に入るのはとても難しい。ダールトン卿の案内が無ければ不可能だった。つーか、見えない六階があるなんて知らなかった。

　途と中ちゆうに立つ騎士たちも全員俺を見て見ぬ振ふりをしていたからな。話は通っていたようだ。

　不思議な話だ。俺は騎士たちから嫌きらわれていたと思っていたんだけど。

「それで、何の用？　私、こう見えてすっごく忙いそがしいんだけど」

「どこがですか、絶対ずっと寝ねていただけでしょう」

「何？　悪いの？」

「悪くはないですけど……変わらないなあって」

　俺の予想通り、カリーナ姫はベッドに籠こもっていた。

　窓も閉めきられ、停てい滞たいしている空気の跡あと。まるで時間が止まっていたかのようだ。机の上にある食器には手をつけた痕こん跡せきだけはあるから、食事はしっかり取っているらしい。

　動かなくてもお腹なかは空すくもんね。しょうがないね。

[image: ]

「ねぇ。聖域を通ってきたスロウ君なら分かると思うけど、あれは侵しん入にゆう者を阻はばむと同時にもう一つの意味を持っているんだ。何か分かる？」

　言葉に詰つまる。

「それはもしかして……聖域内にいる人間を外に出さないことですか」

「正解。だから分かるでしょ？　私は籠かごの中の鳥なわけ。ねえ、本当にスロウ君はとんでもないことに首を突つっ込もうとしているんだよ。出来るなら、今すぐ帰ったほうがいい」

「俺はもう、王宮で何が起きたか聞いたんです」

「なら、なおのことだよ、分かるでしょ。スロウ君がお節介なのは知ってるけど……あ、そういえばこの前も──」

「中ちゆう途と半はん端ぱに関わるぐらいなら、全部知りたい。あの魔ま女じよと最初に戦ったのは俺なんです」

「あのね、ここまで来てくれたから少しは教えるけど……魔女の目的は変わったんだ。戦争の再開じゃなくて、勿もち論ろんそれもまだ心の奥底にはあると思うけど、今の最大の目的は私のお母様。私のお母様が一国の王であることが魔女は許せないみたい。だから今のスロウ君は部外者、出る幕じゃない」

　カリーナ姫が俺の身を案じていることはよく分かったけど、俺も引き下がれない。

　俺だって、多少なりとも強い覚悟を持ってきたのだ。

　もう本人は忘れたかもしれないが、確かにあの時。

　カリーナ姫の口元はタスケテと、言っていた。

　その後は誰だれもが知る通り、守護騎士ガーデイアンに痛い目にあわされたけど、俺は忘れたりはしない。

「騎士の一人が貴女は魔女を誘おびき出すための餌えさと言っていましたが……どういう意味ですか」

「……スロウ君。本当にいいの？　知ったら戻もどれなくなりそうだけど……」

「十分に覚かく悟ごは出来ています」

　言い切るとカリーナ姫は大きな溜ため息いき。

「あのね。私が魔女の餌っていうのは、言葉通りの意味。魔女はお母様を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめしたい、そのために私を人質に取りたがっている。きっと、魔女は私の存在がお母様にとって世界で一番大事なものと勘かん違ちがいしてるんだろうね、つまりはそういうこと。私の存在が確実に魔女を誘き出す餌になるの」

「……祈いのりの儀ぎではカリーナ姫は一人になる、つまり……そういうことですか？」

「そ。だからお母様はいつもは煩うるさいのに、私が今ここに引きこもっていても何も言わない。私がその時までは無事でいて欲しいから……」

　カリーナ姫はベッドに潜もぐったまま、つまらなそうに頷うなずいた。

　俺はダールトン卿や陛下、そしてカリーナ姫らが経験した王宮での戦いを何も知らない。

　けれど、魔女フランシスカは気づいてしまったのだろう。

　騎士国家の女王陛下、エレノア・ダリスの異常さに。

「何となく魔女があれだけお母様に執しゆう着ちやくした理由が分かるよ。帝てい国こくの魔女は敵になれば恐ろしいけど、北方では仲間を大切にして、数多くの命を救った英えい雄ゆうって聞いたことがあるもん。王宮で魔女に盾たてにされた人たちへの攻こう撃げきに、お母様は一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわなかった。あれには私ですら引いたからね。ねえ、スロウ君はお母様の行動、やばいと思わない？　驚かない？」

「俺は……」

　知っている。

　知っているから、驚きもしない。

　確かに、陛下と魔女の相あい性しようは最悪だ。

　魔女は一度仲間と認めた人間は家族と同じぐらい大切にしていた。

　自分に忠誠を誓ちかった仲間を躊躇いもなく殺すなんて、魔女の心情にはない。

　そんな優やさしさがあったから、北方であれだけ巨きよ大だいな団体を作り上げられたのだ。

　陛下とは異なる方向性のカリスマってやつだろうか。

「あーそっか。スロウ君は公こう爵しやく家出身だから、そういうのに慣れてるってことかな」

「そういうことではないですけど……」

「でも、お母様を英雄視している学園の子らが知ったらどう思うかな」

「……」

「ほら、皆みんなさ。お母様と守護騎士ガーデイアンの大陸横断記。噓うそばっかり書かれたあの本の印象通りだとお母様のこと思ってるから。可笑おかしいよね、大陸横断記なんて噓ばっかりなのに、あれはお母様が若くして女王になるために都合良く編集されたもの。実際に二人で大陸横断を行ったのは事実だけど、スロウ君も読んだことあるんだったら分かるでしょ？　余りにも出来過ぎていると思わなかった？」

「そ、そうですね……お、思いました……」

　小さい頃ころは熱中して読んだなんて言える雰ふん囲い気きじゃなかった。

　手に汗あせ握にぎる展開の連続で、騎士の成長と陛下の決断に魅み了りようされっぱなしだったよ。

「あの本が無かったら、お母様の即そく位いはもっと遅おそくなっていた。幾いくら守護騎士ガーデイアンを倒たおしたといっても、国民に歓かん迎げいされない即位なんて不可能だから──」

　でも、そうだろう。

　あの本で世論は一気に女王即位に傾かたむいたって話だし。

　ドストル帝国の脅きよう威いが広まりつつあった時代、民衆は強い王様を望んでいた。

　しかし、噓ばっかりというわりにカリーナ姫はやけに饒じよう舌ぜつだ。

　これはかなり読み込んでるな。

「王都でもそうだけど、この学園でもやっぱりそう。皆、あの本の影えい響きようでお母様のこと誤解して──……あ、ごめんねスロウ君。私、さっきから愚ぐ痴ちばっかり……」

「か、構いません。俺はそのために部屋に通されたようなものですから」

　でも、これは重じゆう症しようかもしれないな。

　陛下の悪口を語るカリーナ姫ひめ、かなりいきいきとしてるもん。

　何だか真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代、俺のことを嫌いだった学園の皆とその姿が重なる。

　皆、陰かげで俺のことをリアルオークとか言ってる時、楽しそうだったもんなあ。

「さて、スロウ君。ここで質問です。どうしてお母様や私はクルッシュ魔法学園にやってきたのでしょう？　私は確実に魔女を誘き出す餌ってことは分かったでしょ？」

「カリーナ姫。それが、どう考えても分からないんです。魔女と戦うのは王室騎士ロイヤルナイトたちでしょうが、一体どこで戦うのか……生徒に被ひ害がいが及およぶことは分かり切ってるのに」

「一部の騎士を味方につけたスロウ君に特別に教えてあげる。戦場は学園じゃないんだ」

「どういう意味ですか？」

「この学園にはお母様たちが有利な条件で戦うための仕し掛かけがあって、それを利用するため。祈りの儀としてここを選んだのもそうだよ」

　カリーナ姫は起き上がって、机の上に手を伸のばし。

　あ、危ない。服が──中が見えそうになったので、目を瞑つぶると。

　手のひらに何かが置かれた。

「……時計？」




　　　　●




　時計、時計か。

　カリーナ姫によると、止まった針の先が示す先に向かえばいいらしい。

　目的地を示す羅ら針しん盤ばんのようなアイテムだ。

「うーん……ぶひぃ」

　俺は針が示す通りに学園を歩く。

　針の先が学園の外を示しているのだとすぐに分かった。

「──スロウ。ちょっと待ちなさい」

　俺は関わり過ぎている。この先、やばいことになるだろって自覚はあった。

　行ってしまって、この針がさす何かを見てしまったらもう逃にげられない。

　女王陛下らが企たくらんだ何かに頭から突っ込むことになる。

「──ちょっと！」

　考え事に夢中になっていると、ぐいと肩かたが摑つかまれる。

　誰だと思ったら、アリシアだ。こいつ、いっつも手て荒あらだよな。

「悪いけど、今忙しいんだ。どうでもいい用事なら後にしてくれ」

「何よその態度、折角人が忠告してあげようと思ったのに」

「……忠告？」

「噂うわさになってるわよ。あんたがあのロレーヌに手を出したって」

「ば？　……俺が……？　誰に手を出したって？」

「あの子、スロウが自分に夢中だって言いふらしてるわよ。あんな子を選ぶなんて趣しゆ味みが悪すぎじゃない？　何考えているの？」

「……そんなわけないだろ！」

　やっぱり、ロレーヌちゃんに話しかけたのは間違いだったか。

「ふーん。ま、いいけど。それより何をそんなに急いでいるのよ。顔色も悪いし……」

「悪い、アリシア。その話ならまた今度にしてくれ」

「私はね、スロウが必死な様子をしていたから……もしかしてシャーロットさんからあのこと聞いたんじゃないかって思ったんだけど。あの件じゃなくて、また別件みたいね」

「……あの件？」

「ふーん。どうでもいいことにはすぐに気がつくのに、そっち関係は全然みたいね。シャーロットさん本人からは言わないでって言われたけど……やっぱりそうするわ」

「何の話だよ」

「別に。なんでもないわよ。ほら、急いでいるなら、行きなさいよ」

　何だよ、気になること言いやがって。

　だけど、俺は急いでいるんだ。
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　こつこつと森を歩く。

　この森には本当に碌ろくな思い出がない。

　魔女の件やユウギリ先生との追いかけっこもそうだし、迷宮ダンジヨンからモンスターが湧わいたりと出来ればもう入りたくなかった。はぁ、今度は何が俺を待ってるんだよ。怪かい物ぶつでもいるか？　けれどカリーナ姫が意味のないものを渡わたすとは思えない。

　魔女と戦った終着点ターミナルの先を越こえて──時計の針を信じる。

　すると灰はい霧きりが見えてくる。

「噓だろ、森の中に聖域？　この先に一体、何があるっていうんだ」

　この時計は明らかに高価なマジックアイテムで、光の大精霊レクトライクルの力を感じる。

　光の大精霊レクトライクルも闇やみの大精せい霊れいさんと同じぐらい、マジックアイテム作りが大好き。

　これには一体何の効果があるのやら。

　光の大精霊レクトライクルの力が加わっているなら、この先大たい抵ていのもんが現れても俺は驚おどろかないぞ？

　なんて決心をしながら歩くこと、森の中数十分。そして、それは現れたんだ。

「っ！」

　景色が砕くだける。

　目の前の世界が塗ぬり替かえられる。森が消え、現れるのは巨大な壁かべ。

　突とつ然ぜん、馬ば鹿かでかい壁が目の前に現れれば誰だれだって狼ろう狽ばいするだろう。

　──これは何だ。遠目からでは見えない結界に、覆おおわれた巨大建造物。

　ただ、思考が追い付かない。時計の針は色が変わり、到とう達たつ点を示している。

　そして中から誰かの声が断続的に聞こえた。誰か戦っているのか。

　俺はグルッと建物外周を歩き、ようやくアーチ状の入り口を見つけ、用心深く中を進む。

「──魔ま女じよフランシスカは三色の魔眼を持つといわれる。目で見ず、気配を先取りしろ！」

　人の気配が幾つも、そして吠ほえるような男の声。

　見えてくる光景、この闘とう技ぎ場の中で行われていたのはやはり戦いだ。

　火ひ嵐あらしが荒あれ狂くるう中で、大勢が戦っていた。

　一方はここのところ非常に見覚えのある者たち、王室騎士ロイヤルナイトの皆さんだ。

　騎き士し国家の精せい鋭えい相手に、魔法による攻こう防ぼうを繰くり広げている者たちは──。

「全員良くきけぇ！　ダリスの騎士様がたは、俺たちを準備運動程度に思っているらしい！　何でもありの戦場で鍛きたえ上げた力、見せつけてやるか！」

　王室騎士ロイヤルナイトと戦っているのは、緋ひ色いろのマントを羽織る魔法使いの集団だ。

　国こく籍せきに縛しばられず、大陸南方各地で活かつ躍やくする魔法使いから構成された傭よう兵へい団。

　戦争から迷宮ダンジヨン探たん索さく、人助けに至るまで、犯罪以外であれば、何でもやると評判の一級傭兵団ダンタリオンが、王室騎士ロイヤルナイト相手に熱戦を繰り広げている。

　しかし、騎士たちは抜ばつ群ぐんの統とう率そつ力で、歴戦の傭兵団を駆く逐ちくしていく。

　一体、彼らは何をしている。

　大規模な結界の中で、秘密裏りに訓練を行う理由。

　王室騎士ロイヤルナイトたちの目的、カリーナ姫はここに来れば全すべて分かると言っていた。

「──ま、待て！　俺たちの敗北を認める！」

　名の知れた傭兵団を相手に圧勝する騎士さん方だが、次の相手である小柄な彼女が相手になると分が悪い。って、闇の大精霊？

　何で大精霊さんが王室騎士ロイヤルナイトと戦ってるんだよ！　この前は傍ぼう観かん者気取りだったくせに！

「相手の名に臆おくするな！　どれだけの伝説を作ろうと、相手はたった一人だ！」

「これ程ほど貴重な機会はないぞ！　あの闇の大精霊と手合わせ出来るなんて！」

　けれど、あれは戦いというよりも、教練に見えた。

　大規模な魔法をかいくぐり、闇の大精霊へ攻こう撃げきを仕掛ける。

　確かに魔法学園の全校生徒が集まってもまだまだスペースがあるだろうそこは、人知れず修練を積むには最適の場所かもしれない。







　暫しばらく俺は彼らの戦いを見守っていた。

　騎士たちは高価な秘薬を次々と飲み干し、鍛たん錬れんの終わりも見えない。

　王室騎士ロイヤルナイトたちが誰を想定して戦っているのかは、考えるまでもない。

　あれは──対、魔女を想定した訓練だ。

「正解よ。奴やつらはその日に備えてる」

　ぞくりと震ふるえた。

　背後に誰かがいる。

　いつの間に、これだけ接近された。全く気付けなかった事実に驚きよう愕がくした。

「スロウ・デニング。覗のぞき見みなんて随ずい分ぶんと趣味が悪いじゃない」

「……闇の大精霊さん。この前、君は傍観に徹てつするって言ってなかったっけ」

「ご飯分ぐらいは働かないとね。でも、手加減するのも疲つかれるわ」

　守護騎士ガーデイアンはいなかったにしても、王室騎士団ロイヤルナイツを相手にこの余よ裕ゆうだ。

　絶対に敵対したくないと、心から思う。

「でもあんたは誰からこの場所を聞いたの？　まっ、考えなくても分かるけど。王室騎士ロイヤルナイト連中があんたに教えるわけがないし、つまりあのお姫様ね。ふうん、あの子はまともな駒こまを持っていないと思っていたけど……少なくとも、生きるためにあんたを遣つかわした。いじらしいところもあるじゃない、見直したわ」

　闇の大精霊。

　しかし奴はそっと口を閉とざし、静かにしなさいと無言で訴うつたえる。

「でもあんた、この場所が何か分かってる？　騎士たちが訓練に利用する闘技場なんて、つまらない答えは止やめてよね」

「光の大精霊レクトライクルが構築した受け側の長距離転移陣テレポーター──恐おそらく、学園のどこかと繫つながっている」

「あら、偉えらい。ぼけっと見ているだけじゃなく、ちゃんと探さぐっていたのね。さあ、こっちにいらっしゃい。あの騎士たちにあんたの存在がばれたら、面めん倒どうになるわよ。分かるでしょ？」




　王室騎士ロイヤルナイトたちのあの気き迫はく。

　奴らは自らの手で、帝てい国こくの魔女を倒たおす気だ。

　部外者となった俺がのこのこ出て行って、歓かん迎げいされるわけがない。

　闇の大精霊さんに連れられて、軽く身長の倍以上はある門の出口へ向かっていく。背後では訓練が再開されたようで、今度は誰と戦っているんだろうと振ふり返ったが。

「……え」

　先ほどまで俺がいた闘技場が綺き麗れいさっぱり見えなくなった。

　即すなわち、結界の外へ出たということ。

　そのまましばらく歩き、深き森の中で闇の大精霊と対たい峙じする。道中、万が一に備え、騎士国家という国があのような避ひ難なん先を作ったことを俺は闇の大精霊さんから聞かされた。

　何で俺が知らないことまで知ってるんだよ。その情報収集力、脅きよう威い過ぎるだろ。

「闇の大精霊さん、俺には君の目的が分からない。学園見学なんて、噓うそだろう」

「スロウ・デニング。この国は随分と平和ね」

「はぐらかさないでくれないか。俺は本気だ」

「民たみは無知で、女王の掲かかげる綺麗な言葉に酔よってばかり。フランに言わせれば、エレノアは一国の王として相応ふさわしくないとのことだけど、あの子がそう思う気持ちは分からなくはないわ。あんたがどこまで知っているか分からないけど、エレノアは相当の──」

「闇の大精霊。うちの王様をこき下ろすのはやめてくれ」

「あら。お姫様に言われて来るぐらいだから、あんたはお姫様の肩かたを持っていると思ったのだけど、違ちがうの？」

「どっちの肩を持つとか、そんなのはどうでもいい。闇の大精霊さん、一つ聞かせろ。誰に話を聞いても王宮の戦いにお前の名が出てこなかった。どういうことだ。お前は魔女を止めるために王都へ向かったんじゃなかったのか」

「随分と踏ふみ込んでくるじゃない。あんたはフランとは無関係でいたいんじゃなかったの？　あれだけ怖こわい思いをしたのだから」

「俺はただ、真実が知りたいだけだ」

　そう。

　ダールトン卿きようやカリーナ姫から聞いた王宮での戦い。あれには可笑おかしなとこがあった。

　皆みんなの話に、闇の大精霊が一いつ切さい出てこない。

　こいつは魔女を止めるために、学園長らと王都に向かった筈はず。

　闇の大精霊さんが本気になれば、魔女など相手ではないのだ。

「あたしはエレノアに、これは自分たちの問題だから手を出すなって頼たのまれているわ」

「……何だって？」

「信じられない？　なら、自分の国の王様のこと、知らなすぎるわね。あれはそういう類たぐいの女よ？　フランと相あい性しようが最悪なのも頷うなずける」

「まさか、無む干かん渉しようを貫つらぬくつもりなのか」

「そこまで冷れい酷こくでもないわよ？　フランに関しての情報は渡すけれど、あたしは手を出さないってだけ。でもさすがに、大人でもない学園の生徒に手を出すのは間違ってると思うから、こうして学園を見学しながら見張ってるわ。ま、うちのフランもさすがに学園生徒には手を出すつもり、無さそうだけど」

「闇の大精霊。お前まさか、魔女の居場所に気づいているのか」

「まあねえ。でも、安心なさいよ。王宮でのフランは何人もの兵士を操あやつったけれど。今のところ、学園の人間に手を出す兆候は本当にないから──」

「……信じられるか」

「さて、スロウ・デニング。ここであたしも守護騎士ガーデイアンと同じ忠告をしておくわ。あの闘技場にいる騎士たちの姿を見たでしょう？　未まだ覚かく悟ごの無いあんたは関わるべきじゃないわ」

　そうだ。

　彼らは、王室騎士ロイヤルナイトたちは覚悟していた。

　陛下のために、カリーナ姫ひめのために、散っていった仲間のために、何も恐れていない。

「……闇やみの大精せい霊れい。改めて聞くが、君はどちら側なんだ」

　一見友好的ともいえる言葉を彼女は投げかけてくる。

　けれど、その真意は、俺如ごときでは一切推おし量はかることが出来なかった。

「勘かん違ちがいしないで欲しいんだけど、あたしは必要なら力を貸すって言ったのよ？　だから、あたしに文句を言うのはお門かど違ちがい。そうね、言いたいことがあるなら直接、本人に聞いてみたらどうかしら。ここで待ってれば、じきに現れるわよ──？」
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　夕ゆう陽ひがいつしか沈しずみ、森は暗く冷たい夜の闇に染まっていた。

　闇の大精霊の言葉を信じ、俺は彼らをずっと待っていた。

　とっくに光はなく、鍛錬に励はげんでいた王室騎士ロイヤルナイトたちも学園に戻もどっている。

　けれど、考え事が沢たく山さんあったため、暇ひまとは思わなかった。

「……」

　途と中ちゆうで野生に帰って遊んでいた風の大精霊さんを見かけたけど、声は掛かけなかった。

　極度に緊きん張ちようしていたけれど、あいつの姿を見ることが出来て何な故ぜかほっとした。

　家出をするとか言っておいて、あいつはあいつで探っていたのだろう。

「……遂ついに来たか」

　闇夜の中に二人の姿。

　足音が全くしない。警けい戒かいじゃなく無意識のもの。

　それは、彼らが彼らであるために身に着けざるをえなかった技術だろう。

「──ルドルフの見立てでは、候補生の過半数が訓練途中に脱だつ落らくするとの話だったけど」

「選せん抜ばつしたユウギリの目が並外れていた。もしくは、学園を襲おそった幾いくつかの危機が候補生を成長させたのでしょう。人間は命を懸かけた修しゆ羅ら場ばを越こえた程、強くなる。しかし、陛下。本当にこの先は一人で？」

「ええ、こちら側も動いているけど、誰だれも奴の動きは把は握あく出来ていない。やはり、闇の大精霊に頼たよらざるを得ないわ」

「真実ではない可能性も──」

「私たちに噓をついても奴にメリットないでしょ、もう既すでに私たちは一いち蓮れん托たく生しようなんだから。それにいつまで隠かくれているの、出てきなさい」

　気付かれていたか。

「──ご無ぶ沙さ汰たしております、陛下」

「あら。今までずっとつれない態度を貫いていたのに、一体何の用かしら」

　陛下にはお見通しみたいだから、二人の前に姿を見せる。

　ぴくりと守護騎士ガーデイアンの頰ほおが動いた。どうやら歓迎はされていない様子だ。

「カリーナの守護騎士ガーデイアンになる話、前向きに検討してもらえると思っていいのかしら。いいえ。そんな感じではないわね。なら、何の用かしら」

　即そく座ざに膝ひざをつかねばならない相手であり、俺が頭を下げるに相応しい相手。

　だけど、やっぱり苦手だ。余程のことがない限り、積極的に関わりたくはない。

　この人は、人の情から対極にいる人だということを、俺は知っているから。

「此この度たびの件。真意を知り、いても立ってもいられず」

「お喋しやべりは誰かしら？　でも、貴方あなたがカリーナ姫と接せつ触しよくしたということは、王室騎士ロイヤルナイトの中に私よりもあの子の味方をする者が数人はいたようね。ルドルフ、これは成果よ」

「おっしゃる通りかと」

「それで？　カリーナは何て？　まさか今になって弱音を？」

「俺はカリーナ姫のメッセンジャーじゃありません。俺は自分の意思でこの場にいます」

「そう。でも、今のあの子に接触したなら分かるでしょう？　私はね、これまであの子に対して過保護過ぎたことを反省しているの」

「だから、魔ま女じよの餌えさにするのですか」

「……餌？　ふふ、そうね、間違っていないわ。でも公こう爵しやく家に生まれた貴方なら理解してくれると思っていたのだけど。だってこれは、私が女王の内にあの子に試練を与あたえられる最後の機会。なのに、どうしてカリーナの側に立つのかしら？」

「俺が、彼女の友達だからです」

　陛下の考えと、魔女の思想。

　二人は相あい容いれない。一目見て、互たがいの本質を感じ取ったのだろう。

　だけど巻き込まれるこちらは良い迷めい惑わくだ。

「やはり血は争えないのね。今の貴方、とってもデニングらしいわよ、闇の大精霊が欲ほしがる筈──あら、怒おこった？　そう。貴方、よっぽど自分が公爵家であることが嫌きらいなのね」

「……陛下。奴やつと貴女あなたの戦いに、カリーナ姫を巻きこまないでください」

「あの子は王族。国のために身を犠ぎ牲せいにするのは当たり前のことでしょう？」

「道が一つしか選べないのなら、俺も何も言いません。だけど真実は違う。闇の大精霊に助力を乞こえば、全すべてが解決する！」

　俺の言葉は他人任せで、余りにも情けない言い草だ。

　事態の解決を他者に委ゆだね、俺は恩おん恵けいを受け取るだけ。

「何が言いたいのか、分からないわ」

「陛下と奴の戦いに、カリーナ姫を巻き込むなと言っている！　陛下の力ならば、他のやり方なんて幾らでも見つかる筈だっ！」

　俺の言葉が、陛下の心に届くのかは分からない。

　だけど、俺以外に陛下へ物が言える人はいない。

　それに今を逃のがせば、女王陛下と一対一で話せる機会なんてないだろう。

「陛下。これ以上、意地を張るのは、止やめてくださいっ！」

　瞬しゆん間かん、殺気が具現化。

　膨ふくれ上がる純じゆん粋すいな意思がぶつけられる。

「何様だ──スロウ・デニングッ！」

　光速の一いち撃げき。

　一瞬、視界が白く包まれて──だけど、ブチ切れた守護騎士ガーデイアンの攻こう撃げきは予想出来た。

　ドルフルーイ卿は陛下を否定するものを許さない盲もう目もく的てきな信者だ。

　けれど、ドルフルーイ卿も闇の大精霊の助力があれば、王宮で誰も死ななかったと理解はしているだろう。

「ルドルフ。後は好きにやって。私は闇の大精霊の元へ行くわ」

「陛下！　このまま、行かせると思いますか！」

　直接、陛下と話すなんてもう二度とないかもしれない。

　この機を逃せば、陛下が何を考えているか分からない。

「何か勘違いしているようだから、教えてあげる。これはもう、国の未来を担になう戦いなのよ。魔女の南下は既に南方諸国家に察知され、各国から実力者の応おう援えんが来ているのが実情。だけど、ダリスの未来を考えれば、彼らの力を借りるわけにはいかないのよ」

「どうしてですか！　借りればいいじゃないですか！」

「南方四大同盟の盟主であるダリスが、これしきの問題に対処出来なかったなどと。舐なめられたまま、あの子に女王を引き継つぐことは出来ない。これは私がやるべき仕事。あの子に強いダリスを与えたいと思う私の気持ちは……理解してもらうつもりもないわ」

「それでも──陛下のやり方は余りにも身勝手だ！」

「弱者はいつの時代も食い物にされる、それが……あの時、私たちが知った全すべてよ」

　知っている。

　陛下が実じつ践せんした。

　だからアニメの中でもこの人は強いダリスを目指し、戦争を主導した。

「ルドルフ。後は任せるわ」

　ドルフルーイ卿きよう。

　対たい峙じするだけで、走そう馬ま灯とうが何度も見える。

　魔女と同じく、俺よりも遥はるかに高みに立つ男。

　だけど、ここで引くわけにはいかなかった。

「ドルフルーイ卿、貴方だって分かっている筈だ！　このままでは陛下とカリーナ姫ひめの関係は崩ほう壊かいする。今がやり直す最後の機会だ！」

「陛下と姫殿でん下かの関係に我々が口を挟はさむことはない」

「その結果を見て、貴方は何も思わないのですか！」

「随ずい分ぶんと知ったような口をきく。お前に陛下の何が分かる」

「逆に聞きますが、貴方にカリーナ姫の何が分かる。陛下はカリーナ姫の未来を考えた上での行動だと言っていましたが、真意がカリーナ姫に伝わっているとは全く思いません」

「ドストル帝てい国こくが大人しくなれば、南はこれから群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代になる。陛下は、数十年先を見ているのだ。一見、無む慈じ悲ひに思えようとも、カリーナ姫殿下の未来を思ってのこと」

「カリーナ姫が陛下の優やさしさというものを理解する頃ころには、二人の関係は修復不可能でしょう！」

「スロウ・デニング！　蚊か帳やの外からでは、何とでも言えるのだ！」

　自分の言葉が守護騎士ガーデイアンを刺し激げきすることは分かっていた。

　それでも、言わずにはいられなかった。

「主あるじに忠言出来ない騎士なんて、傍そばに控ひかえる価値もない！」

「たかが一貴族がこの俺を侮ぶ辱じよくするのならば──相応の覚悟があるのであろうな」

　たった一秒の間に俺が構築した結界は十を超こえる。

　その全てを守護騎士ガーデイアンは切り刻み、いつしか、俺は心臓に突つき付けられた剣けんをギリギリで摑つかんでいた。殺気が尋じん常じようじゃないけれど、そんなものを恐おそれる気はない。

「無む詠えい唱しようは仮の姿、本来は杖つえ要いらずであったか。確かに多くの修羅場を潜くぐっているらしいが、誰だれ彼かれ全てを救える程ほど、強くもない」

「……そんなこと、分かってんだよ」

「それだけではない。お前は未いまだ家族とも向き合えず、公爵家の呪じゆ縛ばくに捕とらわれたまま。自分の未来すら摑み取れぬ者の言葉など、俺には届かぬ」

「だ、黙だまれ……」

　ルドルフ・ドルフルーイ。

　嘗かつては弱虫と呼ばれた騎き士し。王室騎士ロイヤルナイトになれたことが奇き跡せきと呼ばれた男。

　歯が立たない。この差は何だ。

「陛下に文句があるのなら──お前が姫殿下を守護まもればいいだけの話だ。違ちがうか？」

　ぐ、ぐぬぬ。

　上から目線の説教に対して。

　俺は、歯を食いしばるしか出来なかった。
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　とぼとぼと、俺は帰っていた。

　何が国のメンツだ。陛下は娘むすめの気持ちを一いつ切さい考こう慮りよしないぐらい毒親だよ。

　しかし、魔女の侵しん入にゆうが既に他国に知れ渡わたっているのは想定外だった。

　それにあの闘とう技ぎ場に掛けられた転移の魔法。光の大精霊さんは既に、大聖堂から闘技場へ確実な転移を実行するために王都で眠ねむりに入っているんだろうか。

「……くそったれ。南方の盟主で居続けることがそんなに大事なのか」

　ああ、くそ。思考が止まらない。

　勿もち論ろん。女王の決断としては正しいよ。

　ぐうの音も出ない正論で、だからこそ苛いら立だちが溢あふれてくる。

「俺もだ、くそったれ……」

　苛立つのは自分自身に対しても同じこと。

　俺には力がない。今までは公爵家の権力でやりたい放題やってきた自覚はあるが、今回は違う。なぜなら相手はこの国で最も偉えらいお方だ。

　陛下の考えに背そむくことは、国への反逆を意味している。

　……これなら実情を無理に知ろうとしないほうが楽だったかもしれない。

「あーっ！　やっと帰ってきたデスね！」

　学園へ続く門の前で誰かが待っている。

　誰にも外に行くことは言っていない。こんな時間に生徒が一人、しかも女の子のようだ。

　誰か待っているのか？　だけど聞き覚えのある声は確かに俺に向けられていた。

「人の気持ちを弄もてあそんで、このサイッテー男、スロウ・デニング！　見み損そこないましたデス！」

　え、俺？　今、俺の名前を呼んだか？

「何デスか……その顔！　まさか忘れてるんデスか！　今日は授業終わったら一いつ緒しよの時間を過ごそうって約束したのはそっちデス！　貴方のせいで、私とっても恥はじかいたデス！　許しがたいデスッ！」

「一緒の時間を、過ごす？　え、俺とロレーヌちゃんが……？」

「そーデス！　約束を忘れるなんて……この日をとっても楽しみにしていた私が馬ば鹿かみたいじゃないデスか！　死ねエ、スロウ・デニングっ！」

「ぶひぃ！」

　スパーンと、一撃が綺き麗れいに決まった。

　驚おどろきに固まる。じんじんとしたしびれが、数秒後にやってきて我に返った。

　全然痛くないけど、俺は今何をされた？　……張り手をされたのか？

「ちょっとカッコよくなったぐらいで、調子乗るなデス！　あばよっ！　デス！」

　びんたの跡あとが残るほっぺを押さえながら、一人思う。

　そういえば、もう一度遊ぼうって約束をしていたっけ。でも今日だったなんて……やばい全く忘れていた。うわ……俺、最低だ。最低豚ぶた野や郎ろうだ。

　期待だけさせて、置いてきぼりなんて。俺が一番嫌いやなこと、やってしまった。

　泣きっ面つらに蜂はちとは、こういう日を言うんだろう……。

「確かに、俺は最低だよ……」

　ダールトン卿のお願いから始まり、守護騎士ガーデイアン様にぶっ倒たおされて、今日は長い一日だった。
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「おい、聞いたか？　ロレーヌちゃん、あいつに約束すっぽかされたんだってよ」

「許すまじ、デニング。俺たちのロレーヌちゃんを！　何様のつもりだよ！」

　穴があったら入りたいとはこういう日のことを言うんだろうな……。

　翌日、学園には噂うわさが流れていた。

　ロレーヌ嬢じようがあのスロウ・デニングを振ふったというものだ。誰かに見られていたようで、俺が思いっきり彼女からびんたされたのが白日のもとにさらされていた。

「見ろ、いたぞ。例のサイクロプス、ひっでえ顔、世界の終わりみたいな顔してるぞ」

「調子に乗るからああいう目にあうんだよ。でも、良かったよ。ロレーヌちゃんがデニングの毒どく牙がに掛かからなくて」

　悪い噂ほど広がるのが早いんだよな。面おも白しろがりやがって。

　くそ、こいつら暇ひまだな。いつもみたいに王女がーとか陛下がーとかで、騒さわいでてくれ頼たのむから。後、俺の顔色が悪いのは別の理由からだ馬ば鹿か野郎。

「す、スロウ様。あえて聞かないでおこうとも思っていましたが、やっぱり知りたくて仕方がありません。いったい何があったんですか」

「ほっといてくれ、ビジョン。暫しばらく俺は貝になるって決めたんだ」

「か、貝ですか……？　またどうして」

「お前、貝って知ってるか？　こう、ピシッと殻からを閉めて聞きたくない情報は全部シャットアウトするんだよ」

「ああ。あの子絡がらみの噂を聞きたくないと。なら、僕はこれ以上何も言いませんよ」

　まぁみんなにとってはスキャンダラスな事件だろうな。

　そして、最悪なことは続くものだ。

「でも、スロウ様。貝になるのは無理なようですよ」

「どうしてだよ」

「あそこに、鬼おにのような顔をしたシャーロットさんがいますから──授業、さぼりますよね？　先生にはスロウ様は持病の腹痛が出たって言っておきますから」







「──スロウ様！　正座！　すぐに正座！　ほら！　早くしてくださいッ！　正座ッ！」

「はい……」

「話は聞きました！　私は恥はずかしいやら情けないやら、外を出歩けませんよ！」

　シャーロットは俺を人目のない路地へ連れてくると、正座を強要した。

　ぷんぷんと、怒ど髪はつ天をつく勢いで怒おこっている。

　ここまでマジ切れしているシャーロットを見るのは初めてだ。

　余りの迫はく力りよくに、俺はすごすごと言われた通りに正座の真っ最中。

「しゃ、シャーロット。許してっ」

「まあ！　スロウ様の口からそんなに情けない言葉を聞くことになるなんて私、夢にも思っていなかったです！　スロウ様は今、自分がどういうお立場で学園にいられているのか、少しは考えたことがあるんですか？　事実がどうであれ──女の子を泣かしたなんて噂が学園中に広まるのは公こう爵しやく家にとってもとてもよくないことです！　分かっているんですか、スロウ様！」

「は、はい……」

　何も言えない

　正座をさせられたまま、シャーロットの話を聞く。

「お一人でダイエットに精を出して……私はやっとスロウ様が自立の心に目覚めたと思って、凄すごく嬉うれしかったんです！　最近はとっても格好よくなって、学園の人たちからの評判も良くなって……私もスロウ様の従者としてとっても嬉しかったのに……ちょっと自分がモテると思ったら女の子をナンパしてチャラチャラして！　スロウ様には節操ってものがないんですか！」

「ご、ごめんなさい。でも、ナンパだなんてそんな──」

「気のあるふりをしたらダメなんです！　公爵家ってのはそんな誰とでも気軽に恋れん愛あい出来るような身分じゃないことは分かっていますよね？　どうなんですか、スロウ様！　そんなんじゃ、アリシア様も可か哀わいそうですよ！」

　返す言葉もない。

　調子に乗って、その気もないのに二度目の約束なんて。

　それによく思い出せば、確かに次の約束をしたのは俺の方だった。あの時、一方的に喋しやべっていたのはロレーヌちゃんのほうだったけど、間違いなく俺も楽しい時間を過ごしていた。共通の趣しゆ味みがあるわけじゃないけど、ただ授業の話だったり、学園の話をするだけで時間を忘れることが出来た。あと、アリシアが可哀そうっていうシャーロットの理り屈くつはよく分からないけど、そこを突ついたらまたシャーロットに怒られそうだから止やめておこう。

「スロウ様は確かに見間違えるぐらい瘦やせてご立派になりましたけど！　一人にさせたら何をしでかすか分からないこと、よーく分かりました！　スロウ様が女の子を泣かしたって、マロー様には報告させてもらいます！」

「しゃ、シャーロット！　幾いくら何でもそれだけはご勘かん弁べんを！　た、頼むよ！　この通り！」

　必死に頭を下げる。

　マローは、公爵家のメイド長。父親並みに権限を持っている。

　あの婆ばあさんにばれたら公爵家に連れ戻もどされてしまう。女の子に現うつつを抜ぬかしていたなんて、心象が最悪だ。マローはそういう軟なん派ぱなのが大だい嫌きらいなのだ。父上も昔は遊び惚ほうけていたらしく、マローからは何度も鉄てつ拳けんを受けたせいか、今も頭が上がらない。母上も知らない父上の秘密をあいつは沢たく山さん知っているのだ。

　ぶひぶひ言いながら、俺はシャーロットにそれだけは止めてと縋すがり続けた。

　すると、いつの間にかシャーロットが震ふるえていることに気付く。

「ふ、ふふ」

「しゃ、シャーロットさん？　突とつ然ぜん笑いだして……どうしたの」

　え、これ。

　もしかして、笑ってる？

「……なんて、冗じよう談だんです。ティナちゃんから聞きました。スロウ様をけしかけたのは、ティナちゃんだって。でも、スロウ様がこんなに縮こまるものだから、つい面白くて──」

「えっ」

「マロー様がご当主様にあれだけ強く言える理由が少し分かりました」

「じゃあマローに告げ口するってのは……」

「そんなのしません。だってスロウ様のためになりませんから」

「は、はあああ……」

　安心しすぎて、腰こしが抜けてしまった。

「だ、け、ど！　スロウ様が約束をすっぽかしたのは事実です！　スロウ様はもう少し自分のその、自覚するべきです！　スロウ様が見た目まで変わったら、女の子が寄ってくるのは当たり前なんです！　だって、こ、公爵家ですから！」

　これはあれか？

　シャーロットにちゃんとすればモテるんだからしっかりしろって言われているのか？

　だったらこれは説教じゃない。𠮟しつ咤た激げき励れいだ。

　でもな、俺は別に誰だれ彼かれにモテたいわけじゃないんだ。シャーロットには俺のこの気持ち、伝わらないだろうなぁ。もういっそのこと、今告っちまうか？　瘦せたら言いたいことがあるって以前伝えた。そうだ。俺は充じゆう分ぶん瘦せたじゃないか。もう、いいんじゃないか？　サイクロプス並みの筋肉とか言われて、これ以上瘦せる自分は想像も出来ないから。

　告白──今なんじゃないか？

「シャーロット。話は変わるけど、ちょっといいかな……」

「話を変えようとしても無む駄だですからね。でも、ちょっとなら聞きます。何ですか？」

「え、ええっと……」

　しかし、無言になる俺。やっぱり無理だわな告白とか。

　やっぱりそういう雰ふん囲い気きを作らないと……こう、今から告白しますよみたいな。

　俺はよく知らないけど、そういうロマンチックな雰囲気ってあるじゃん？

「何ですか？　何なんですか？」

「ぶ、ぶひ……」

　シャーロットの顔をちらちら見つめている俺はさぞやキモいサイクロプスだろう。

　そうして、うだうだ悩なやんでいると思い出す誰かの話。

「か、風の大精せい霊れいさんからシャーロットは最近、前よりも倍の時間、お化け粧しように励はげんでるって聞いて！　香こう水すいの新作とか！　俺でも相談に乗れるかなって！」

「え」

　やばい。

　何言ってるんだ俺は。

　俺が香水の新作なんて、そんな相談に乗れるはずがないだろ！

　でも、止まらない。

「アリシアからもこの前、シャーロットのことで話があるって言われてさ！　もしかしてシャーロット──」

「す、スロウ様。まさか、私が手紙で告白されたってこと、し、知ってたんですか!!」

　真っ赤になって、シャーロットは口元を手で隠かくす。

「……ぶべえ？」

　俺は二の句が継つげなかった。

　多分、その時の俺は余よ程ほど面白い顔をしていただろう。

　自覚がある。世界がガラガラ崩くずれる音が聞こえたから。

「ぶ、ぶひっ……ぶひっ、ぶひごほっ」

　そして、俺は滅め茶ちや苦く茶ちやむせた。

　余りの衝しよう撃げきに言葉を失った。

　でも、待て。シャーロットがモテないわけがないのだ。

　アニメの中でもラブレターなんか沢たく山さん貰もらっていたし、容姿は学園トップレベル。

　今までは単純にあの豚ぶた公こう爵しやくの従者ということで、皆みんなが手を出さなかっただけ。

「ごほぶひっ、ぶひひひいいっ」

「スロウ様、大だい丈じよう夫ぶですか」

「だ、大丈夫ぶひ。ただ、ちょっと余りにもびっくしてぶひ」

「えっ。もしかして知らなかったんですか──」

「し、知らなかったよ。アリシアはただシャーロットが最近、楽しそうって言ってたぐらいだから」

「え……えええええええええええええええ」

「で、でもびっくりしたよ。シャーロットに告白なんて……」

「……スロウ様。びっくりって、どういうことですか。私、そんなにモテなそうに見えたんですか」

「ち、ちがっ！　ぎゃ、逆だよ逆！」

　少しダークシャーロットになりそうな気配を感じ、慌あわてて言う。

「俺は正直ね……いつかこんな日が来るかもって思っていたんだ。だってシャーロットは、その……控ひかえめに言っても可愛かわいすぎるから」

「えっ。私が、その……えっ！」

「……はあ。そうだよなあ、シャーロットの可愛さを隠し通せるわけなかったんだ」

　シャーロットにラブレター。

　俺だけしか可愛さを知らないと思っていた。でも、時間の問題だったか。

　シャーロットが可愛いなんて、今いま更さらすぎる話。

　俺はそんなの出会った頃ころから、もう十年以上は思い続けているのだ。

　しっかし、どこのどいつだよ。

　うちのシャーロットにラブレターなんて渡わたしたのは。はあー。もうどうにでもなあれ。

「あの……スロウ様。今のって本心ですか……？」

「え。当たり前じゃん何言ってんの」

「そ、そうなんですか……で、でも私は！　きちんとお断りしましたから！　スロウ様と違ちがって私は……一いち途ずですからっ！　気のある素そ振ぶりなんて見せなかったですから！」

　成程。シャーロットは一途なのか……。

　でも。ああ、もうダメだ。気の利きいたセリフが何も思いつかない。

　だから、気になるところだけは否定しておこうと思う。

「シャーロット……。俺の方が……一途だよ──信じてもらえないかもしれないけど……」








間章　白しら百合ゆりのお姫ひめ様









　宵よい闇やみの中を一人の少女が歩いていた。

　全身から充じゆう実じつ感かんを発散、笑えみが自然と零こぼれている。

　手には一冊の教科書を持ち、シルバーヘアが風になびく。

　夜、勉強に集中出来なくなった時。

　こうして学園を散歩することが彼女の密ひそかな楽しみだった。

「ふふふっ」

　笑みが零れる理由は、彼女自身がスロウと同じように学園の生徒になれたから。

　騎き士し国家において、有力貴族の子し弟ていが集つどう魔ま法ほう学園。彼女はダリスの未来を担になう若者の中でも、特にその言動、行動が注目されがちなスロウ・デニングの専属従者。

　ここ最近、大きな心配ごとが一つ解決した彼女は人生を満まん喫きつしていた。一時期はスロウが女の子をナンパしたという噂うわさを聞き、心臓がギリギリ。彼を支える身として恥はずかしいやら情けないやら、少し複雑な感情に揺ゆれていた彼女である。

　しかし、全すべては誤解であると分かり、胸中は爽さわやか。

「スロウ様が人並みの羞しゆう恥ち心しんを手に入れてくれただけで、こんなに安心出来るなんて……」

　今の自分が学園でどう思われているか、確かく認にんしたかったなんて。

　これまでは周りからの評判なんて一いつ切さい気にしなかったスロウである。やっと、自分の評判を意識し出したことは輝かがやかしい未来に向かって大きな前進だ。

「でもあんなに人気になってること知らなかったなんて……スロウ様も無む頓とん着ちやくすぎるもん。今の学園でスロウ様が声を掛かけて喜ばない女の子なんていないんじゃないかな」

　今のスロウが本気になれば、この学園で落とせない女の子はいないんじゃないかと思われる中、彼が一人の女の子に声を掛けたことで学園は大おお騒さわぎ。

　実際、スロウに声を掛けられた学園ヒエラルキーでも上位に属する女の子の舞まい上がりっぷりは凄すごかった。スロウは元々、大貴族の生まれで将来を嘱しよく望ぼうされた人材だ。さらに最近は元の神童っぷりを取り戻もどしたようで、性格もまともになったと評判である。

「でも女の子に声を掛けたってスロウ様の噂を聞いて、あんなにイライラしたのは……」

　学園再建に伴ともない整えられた庭園内。

　設置された長なが椅い子すに腰こし掛かけ、空を見あげればムード満点の星空。

　学園でも五本の指に入るロマンチックな空間だ。もしも、今隣となりに彼が座っていれば──何て思いを空想するほどにキラキラと輝いている。

「……やっぱり。そういうことだよね」

　はっきりと認めるのは思いのほか大変で、シャーロットは気持ちを持て余しぎみ。

　独どく占せん欲よく、ではないと思う。しかしシャーロットは賢かしこい女の子なので、この気持ちは自分の心の中だけに閉まっておこうと思っていた。

　思っていたのだ。

「でも……私がラブレターを貰もらったって聞いたあの慌てっぷり。もしかしたら、スロウ様って私のことが……」

　思い当たる節は幾いくつもあった。

　というか、面めん倒どうごとの宝庫である亡国の姫ことシャーロット。私にここまでしてくれるってかなりの好意がないと出来なくない？　と、シャーロットは思い始めていたのだ。

　従者との秘ひめたる恋こい、巷ちまたでは有り触ふれた話でもあった。

「思い込みは禁物だけど……違ってたら恥ずかし過ぎるけど……でも……」

　図はからずも真実に到とう達たつした従者である。

　そしてスロウへの思いこそシャーロットが化粧に目覚めた理由であり、風の大精霊の相手をする時間が激減した真実でもあった。

　風の大精霊はシャーロットの味方だが、人間の心情には疎うとすぎる。もしかすると、シャーロットの真意に気付き、スロウへの秘めたる想おもいを暴ばく露ろされる可能性もあった。恋れん愛あい面においては、風の大精霊を信じきれていないシャーロットなのだ。

「やっぱり私の勘かん違ちがいだったらこれ以上恥ずかしいことってないけど……」

　長椅子に座ったまま、一人ごちる。

　勉強の気晴らしにやってきたのに、もう数十分も同じことが頭の中をグルグルと回っている。何となく、スロウからの好意には気づいているけど、それはどっちの？

　親愛の方なら恥ずかしすぎる。なので、それとなく探さぐっていた。そして長期戦になるとも踏ふんでいた。だから今のうちからスペックの向上を図るシャーロット。スロウに見み劣おとりしないというのは難しいが、相応ふさわしい人間になるためにこうして目下勉強に励んでいるのだ。

　実際は奇くしくも両思いなんてどちらも知らない。そのときだった。

「隣、いいかな」

　誰かがこっそりと席に座る。

　まさか誰かに見られていた？　別に困るわけではないけど、無む性しように恥ずかしい。シャーロットは開きっぱなしだった教科書を閉じて。

「い、いいですけど……あ。別に隣じゃなくても座る場所は沢たく山さんありますけど──」

　そして──目を奪うばわれる。

　星の煌きらめきに照らされるブロンドの髪かみ。

　町を歩けば誰だれもが振ふり返るだろう、魂たましいを揺さぶるような輝き。

　余よ裕ゆうを感じる、静かな佇たたずまい。




「やぁ。スロウ君の従者。星空の下で勉強なんて随ずい分ぶんとロマンチックだね」

　そこにいたのはこの国の王女様。

「か、カリーナ姫っ！　わ、わたしっ！　あ、席、退どきますね！　失礼致いたしました！」

　反射的に、慌てて立ち上がろうとするも腰こしを抜ぬかす。

　元は近しい身分だというのに、何とも情けない姿。しかし、今のシャーロットは平民だ。

　隣にやってきたのは騎士国家のお姫様。リトル・ダリス。でも、シャーロットが反射的に飛びのいたのはそれだけじゃない。浮うかれていたからこそ、忘れていた。

　自分は彼らから距きよ離りを取らなければいけない理由があった。

「だ、大丈夫？　そんなに驚おどろくとは思わなくて」

「あ、あの！　私なんかじゃなくて、す、スロウ様に、用があるんですよね!?　すぐに呼んできますっ！　まだ起きてると思いますから！」

　立ち上がり、スカートについた土つち埃ぼこりを払はらうシャーロット。

「いや、スロウ君には用はないよ。今日はね、君に会うためにやってきたんだ。君がこうして夜、ここに来ることは聞いていたからさ」

「わ、私ですかっ？」

「そう、君だよ。私はね、シャーロット。君とお話をしに来たんだ」

　シャーロットは周囲を確認する。

　周りには王室騎士ロイヤルナイトが何人も。その鋭するどい視線にあてられてシャーロットは面めん食くらう。

　取るに足らない自分に、ダリスの姫が何な故ぜ──。

「ユウギリからさ。ヒュージャックの姫が生きているって聞いた時は、本当に驚いたよ」

　カリーナの口ぶりは軽い世間話感覚。

　しかし、友達同士で交かわされるようなそれはシャーロットにとっての何よりの弱点。

「──え」

　ぐらり、と立ちくらみを感じ。

　シャーロットの視界が真っ白に染まる。

　余りにも突とつ然ぜんの出来事に対処出来ず、まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるだ。
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　さぁぁと、血の気が引いていく。

　終わった、と走馬灯のように記き憶おくが巡めぐっていく。

　ばれた、ばれていた。

　教科書が、地面に落ちる音だけが虚むなしく響ひびいた。

「っ、ちが、っ！」

「見苦しいね。いつも冷静なスロウ君とは正反対。それでも公こう爵しやく家の専属従者？」

「だから、ちがっ」

「違ちがわないだろう。君はシャーロット・リリィ・ヒュージャックだ。風の大精せい霊れいと共に生きる白百合姫だろう？」

　浮かれていたからこそ、すっかり忘れていた。

　自分の正体が、ダリスにバレているかもしれないなんてこと。

　涙なみだの視界にカリーナ姫が映っている。

　しかし、何を言っているか、聞き取れない。耳が音を拒きよ絶ぜつしている。

　もしこの場にスロウ・デニングがいれば話は違っていただろう。彼はあらゆるケースを想定していた。伊だ達てに次期公爵家当主としての教育を受けていない。話を持ってくるのが王室騎士ロイヤルナイトであれば、シャーロットの反応を確認し、戦せん闘とうすら辞さない覚かく悟ごをしていた。

　しかし今。シャーロットは一人だった。

「ちょ。ちょっと。これじゃあ私が虐いじめているみたいじゃないか！　誰か、水！　クシュナー、水持ってきて！　魔法の水じゃない！　──ほ、ほら。ゆっくりと飲んで！　ゆっくりだよ！　むせるから！」




　もはや時間の感覚もシャーロットは忘れていた。

　ただ、自分が余りにも情けなくてどうしようもない。

「落ち着いてくれたかな？　君に騒がれるとこっちも困るんだよね」

　しかし、シャーロットはようやく自分を取り戻す。

　幾ら何でも幼児じゃないんだ。

　秘密を知られていたからといって、余りにも常じよう軌きを逸いつした反応をしてしまった。

　少しでも誇ほこりを取り戻すため、ぎゅっと手をきつく握にぎって隣に座るカリーナへ向き直る。

「私に、なんのようですか」

　たどたどしくも、はっきりと口にする。

　きりっと真ま面じ目め顔で。

「……」

　しかし。なんともしまらない空気であった。

　本来、緊きん迫ぱくすべきシーンだが、シリアス感はゼロ。

　あれだけえぐえぐと泣き喚わめいて、今いま更さらという話だった。

「否定しないんだね。まぁ、あそこまで取り乱したら丸分かりなんだけど」

「その件については、お見苦しいものをお見せしました。でも、もう大だい丈じよう夫ぶです」

　気分を入れ替かえた。さすがに元お姫ひめ様というプライドがある。

　今更遅おそいのだが、シャーロットはスロウとは違い、まともな感性を持っていた。

　それにここからでも挽ばん回かいはきく、云うん々ぬん。

「それで、あの。スロウ様を呼んで来てもいいでしょうか」

　スロウ頼だよりなのは、今も昔も変わらないが。

「さっきも言っただろう。スロウ君は関係ない。私は君と話したいんだ」

　シャーロットは考える。

　果たして、自分だけでこの難局を乗り越こえられるだろうか。

「でも、やっぱりスロウ君も知っているんだね。いや、スロウ君だけが知っているんだねと言い直した方がいいか」

「……」

　無理そうだ。

　とりあえず余計なことを言わないように。沈ちん黙もくである。

「まずは安心して。君の正体を知る者は驚く程ほど少ないし、今後増える予定もない。あの騎き士したちの口は堅かたいから心配いらない。彼らは仕し事ごと柄がら、色々な不都合な真実を目に、耳にする。それは君の正体と同等に重いものも幾つかある」

「じゃあ何で……私に何を要求するつもりですか」

「心外だなぁ。秘密を盾たてに脅おどすつもりはない。だからそんなに身構えなくていいよ。私はただ、君とお喋しやべりがしたかっただけだから」

「お喋り、ですか」

「他愛のないお喋りだよ。意味なんてない。あの亡国となったヒュージャックの姫が、まさか我が国の学園に通っているんだ。純じゆん粋すいに興味がある。別に可笑おかしな話じゃないだろう？　国の規模に違いはあるけれど私たちは元々、同じ境きよう遇ぐうだったのだから」

「……」

「信用がないなあ。何もしないって言ってるのに……じゃあ、どうして私が君の秘密をこの場で打ち明けたか、順を追って話していこうかな。うん。私には、その権利があると思うから」

「け、権利ですか……そ、そうですね……」

「まずはね。ヒュージャックのお姫様。私は君の学園生活が知りたい」

「え……？　私の、学園生活ですか」

「そう。君の毎日さ。何を考えて、どんな生活を送っているのか。些さ細さいなことでもいい。最近、授業に顔を出し始めたって話は知っているから」

　余りにも突然だ。

　ダリスの王女はシャーロットの学園生活をお望みらしい。

　しかし、王女様が聞くべき価値があるとは思えなかった。

「シャーロット君。私は以前、この学園に来た時思ったんだ。親元を離はなれて、同世代の子らと共に過ごせればどんなに楽しいんだろうかって。でも、私たちのような境遇ではあり得ないこと。アリシア姫って例外がいるけど、あの子は特とく殊しゆ。だから私と似た境遇だった君の口から聞きたいんだ。それは私が絶対に体験できないことだから」

　その言葉には、少しだけシャーロットにも身に覚えがある。

　学園ではスロウやアリシアといった生徒が主役。学園にいるメイドや従者なんて存在は、彼らの毎日を支える裏方だから。

　だからシャーロットは必死で語った。

　自分の毎日、日々の記憶。書き込まれた教科書。スロウが女の子とデートしたこと。そして、最近ラブレターを貰もらったことも。

　シャーロットの心にあるのは、どうやってこの場を切り抜けるか、それだけである。

　だから公爵家に送っているスロウの学園レポートと同等の濃こさで語り続けた。

　そしてカリーナは、特に恋れん愛あい方面になると前のめりになるぐらい興味を持つ。

「ええ！　ラブレター!?　そんなの本の中の話だと思っていたよ。実際にあるの!?」

「姫殿でん下か──声を抑おさえてください」

「クシュナー。今、いいとこだから黙だまってて！」

　これはもしかしたら、とシャーロットは思う。

　カリーナという少女は外の世界に飢うえていた。

　自分と同じ境遇で、学園生活に憧あこがれているのかもしれない。

　以前の学園来訪時も、初めの頃ころはずっと引き籠こもっていたとシャーロットは記憶している。

　だから彼女にめいっぱい楽しい話をしてあげようと思った。

　当初の警けい戒かいも忘れ、時に笑い、時に共感し、もしかすると、仲良くなれるかもしれない。

　シャーロットがそう思い始めたころだった。

「あの……カリーナ姫。今更なんですけど、私にどうしてこんなことを聞くんですか？」




　でも、シャーロットには分からなかった。

　こんな回りくどいやり方で。

　人目についたらまずいという理由でも、もっとやり方はあるからだ。

「それはね。私がもうすぐ死ぬ可能性があるからだよ」

「……姫殿下！　それは！」

　周囲を警戒していた王室騎士ロイヤルナイトが注意するが、カリーナは何一つ気にした様子はない。

　どこか達観した様子で、騎士へ告げる。

「シャーロット君は誰だれにも言わないよ。そういう子だ。さて、ある程度はスロウ君にも言ったんだけど。君だけにはスロウ君にも言っていない秘密も教えてあげようかな」

「カリーナ姫……！　余りにもお戯たわむれが過ぎますが！」

　くすりと騎士国家の姫は微笑ほほえみ。

「シャーロット君。私はお母様と約束したんだ。君の秘密を明かさない代わりに、ドストル帝てい国こくの魔ま女じよフランシスカの餌えさになるってね」

　そして、シャーロットは息をするのを忘れた。




　　　　●




「スロウ君には伝えたんだけど、その様子じゃ、彼から何も教えられていないみたいだね。いいなぁ、羨うらやましいよ。そんな風に君はずっと何も知らず守られてきたのかな。だったら、教えてあげる。私の身に何があったのか」

　シャーロットの記憶にも新しいドストル帝国からの来訪者。

　ユウギリ先生を操あやつった恐きよう怖ふの一日。闇やみの大精霊らと王都へ場所を移し、自分達との関わりは終わったと思っていた。

「魔女はまだ生きていて、お母様を憎にくんでる。どちらも本気で、この先お母様が死ぬか、魔女が死ぬかの二に者しや択たく一いつしか有り得ないだろうね」

　しかし、魔女との戦いは続いていると。

　カリーナはシャーロットに学園来訪の目的を伝えた。

　──王宮で激しい戦いがあったこと。

　──次は万ばん全ぜんの準備をして、魔女を迎むかえ討うつこと。

「そしてお母様を完全に屈くつ服ぷくさせるために、私を狙ねらっている。そう聞いた時にさ。もしかして、この話はスロウ君への恩返しに使えるんじゃないかって思ったんだ」

　そして──シャーロットの秘密を守る代わりなら、人ひと質じちになってもいいと直じき訴そしたこと。

　最後の一つは、カリーナがスロウにも伝えなかった秘密である。

「シャーロット。お母様はね、魔女の件が片付いたら、即そく座ざに君を懐かい柔じゆうして利用する気満々だった。でもね、シャーロット。さっき言った通り、私たちは君を害さない」

　意外だった。

　自分の存在はヒュージャック奪だつ還かんの大義名分に。

　それだけじゃなく、ダリスが南方における地位を強めるための道具になる。

「君を見み逃のがす以上の利を。私が魔女を呼び寄せる餌になるってお母様と約束したんだ」

「き、危険ですよ、カリーナ姫！」

「そうだね。自分でも馬ば鹿かな真ま似ねしてるって思うけど、だからこそお母様。騎士国家の女王、エレノア・ダリスはシャーロット君を見逃すだけの価値があると判断したんだよ？　お母様は事あるごとに、私も昔のお母様みたいに勇ゆう敢かんであって欲しいって言うからさ」

　そう語るカリーナは、シャーロットの話を楽しそうに聞いていた姿とは別人だ。

　ユウギリを洗脳した稀き代たいの魔女、あれの前に自ら身を投げ出すことがどれだけ危険か。

　洗脳されたユウギリの傍そばにシャーロットはいたのだ。もう一度あれに近づくなんてシャーロットは御ご免めんだ。それを自ら志願するなんて。

「カリーナ姫はどうして……どうして私のためにそこまで、してくれるんですか」

「勘かん違ちがいしないで。君のためじゃない。私はこの国の王女で、学園を救ってくれたスロウ君に大きな借りがある。スロウ君が君を守ると決めているなら、彼の意向を汲くむことが彼への恩返しに繫つながる。そう考えるのは、私にとって自然なこと」

「だけど……カリーナ姫は怖こわくないんですか」

「怖いよ。王宮では騎士たちと戦う姿をこの目ではっきりと見たから。あの経験は多分、一生忘れられない」

「じゃあ──」

「……さっき君から聞いた学園の話、私にはとても尊いものに思えたんだ。スロウ君がいなかったら、全すべてが無くなっていたって考えると……私はスロウ君に恩返しがしたい」

　シャーロットは動けない。

　自分が知ろうとしなかった世界の話。

　学園にやってきた騎士国家の王族や騎士たち。接せつ触しよくを避さけていた彼らが、自分を守ろうとしていたなんて、夢にも思っていなかったから。

「でも、誤解しないでね。私のこと、優やさしいとか思ってるかもしれないけど、別にそんなことないから。偶ぐう然ぜん目にした君が余りにも幸せそうに見えて、少しだけ意地悪しようと思ったんだ。本当は何も伝える気は無かったんだよ」

　クスクスと笑う騎き士し国家の王女様。

　顔を伏ふせる騎士たちと同じように、シャーロットは魅み入いられたかのように動けない。

「これで未練は消えた。たとえ私が死んだとしても、誰かを守ったことになる。これで私も王女として生きたんだって、胸を張れると思うんだ」

　以前の学園来訪時。

　シャーロットはカリーナと共に迷宮ダンジヨンに潜もぐった。

　騎士の護衛があったとはいえ、魔法も度胸も、全てカリーナの方が上。

　随ずい分ぶんと自分を卑ひ下げしているようだけど、シャーロットにはカリーナが王女として相応ふさわしくないなんて思えなかった。

「それじゃあ、さようなら。幸せなヒュージャックの王女様。出来ることなら、私も君のような人生を送りたかったよ」

　ベーっと舌を出し、去っていくその姿を見ても。




　どれだけの時間が経たっただろう。

　余りの情報量にシャーロットは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。自分の素す性じようが暴あばかれた。しかし、公おおやけにはならない。自分は今まで通りの生活が送れる。信じていいのか。絶対、今日は眠ねむれない。朝まで悩なやみ続けるのは確定だ。スロウのことで浮うかれていたのが、遠い昔のよう。シャーロットは地面に落ちたままの教科書に気付く。慌あわてて拾い上げようとすると、誰かが拾い上げてくれた。

　顔を上げれば、そこには騎士がいた。カリーナの周りにいた一人。

「さっきは……済まなかったな。ここ数日、姫ひめ殿下は精神的に不安定なようでな」

　険しい顔を崩くずさない王室騎士ロイヤルナイト、クシュナー卿きよう。

　確か王室騎士ロイヤルナイトの中で唯ゆい一いつ、訓練対象として女生徒を宛あてがわれた騎士。

　学園の女子生徒が特に黄色い歓かん声せいを上げていた記き憶おくがシャーロットにはあった。

「特に今はナイーブになっておられる。先さつきのは聞かなかったことにして頂きたい。シャーロット姫……いや、違ちがうか。デニングの従者よ」

　普ふ段だんは気さくな顔も、今はどこにも見えない。ただただ、痛ましい。

「姫殿下は君とスロウ・デニングの関係に大層感激しておられた。奴やつと君の間に何があったのか、我等らは知る由よしも無いが、考えられぬ努力があったのだろう。今まで通り、そっと生きるのも一つの道、少なくとも俺は姫殿下と同じ気持ちだ」

「……」

「しかし、姫殿下は不器用な方。万が一、姫殿下が命を落としても、いつか君が真実を知った時に後こう悔かいするかもしれない。故ゆえに憎まれ口を叩たたいたまで。姫殿下はデニングの従者、君を守るために相応の覚かく悟ごを持って陛下へ進言なされたのだ」

　騎士は必死に、あれはカリーナの本意ではないと伝えている。

　しかし、シャーロットは王女様の意地が悪いとは思わなかった。

　むしろ、カリーナ姫に対してシャーロットは正反対の意見を持っていた。

「──あの、大だい丈じよう夫ぶです。私、カリーナ姫の気持ちが痛い程ほど分かりましたから」

　だって、さっき。シャーロットの話を聞く王女様はとっても楽しそうに見えたから。

　カリーナはシャーロットを羨ましいと言った。

　あの言葉に噓うそは無い。あの表情は真実だ。だって、シャーロットが学園に通う生徒を、スロウと同じ教室で授業を受ける生徒を羨ましく思っていたのだから。魔法が使えなかった自分。やっとそちら側に行けたと思った。

　カリーナ姫も同じなんだ。お姫様なのに、私がそっち側にいることを許せないだけ。

「えっと、クシュナー様でしたっけ。貴方あなたにお願いがあるんですけど……」

「──お願い……とは？」

「えっと、ですね。私に色んなこと、教えてくれませんか？」

　自分たちは少し似ているから。

　仲良く出来る未来もあると、白しら百合ゆりの姫は気付くのだった。








四章　いつだって突とつ然ぜんに









「ぶひあだぃい」

　さ、最悪な夢を見てしまった。

　シャーロットが他の男から熱ねつ烈れつなアプローチを受けて、俺の元から去ってしまう夢だ。

　しかも、三日連続。一回目はシャーロットと見知らぬ誰だれかが仲良くしている姿を見た。二回目は手を繫いでいる瞬しゆん間かんを目もく撃げきしてしまった。三回目は──ああああ。

　これは、この前本人から聞いたあれ。

　全てはあれが原因だろう。ついに恐おそれていた事態が起きてしまったんだ。

「あの日を、シャーロットラブレター事件と名付けるか……」

　顔を手で覆おおう。

　余りの絶望感に何も考えられない。今の俺はきっとひどい顔をしているだろう。

　汗あせがダラダラとこぼれていた。

　遂ついにシャーロットの可愛かわいさが白日の下もとに晒さらされたんだ。

　きっかけは世界が平和になったから。そして、俺がひたすら筋トレに打ち込みシャーロットを疎おろそかにしてしまったから。そういえば、最近はシャーロットが妙みようにおしゃれに目覚め始めたと風の大精せい霊れいさんも言っていた。

　いいのに。シャーロットは何もしなくても十分にかわいいのに。

「この狼ろう狽ばい具合……俺はなんて情けない男だよ」

　顔を水でバシャバシャ洗いながら、眠ねむ気けを払はらう。悪夢を見て、二に度ど寝ねをする気には到とう底ていなれなかった。脳のう裏りにこれまで彼女と過ごした毎日が走そう馬ま灯とうのように流れていく。何だこれ。まるで結けつ婚こん式を迎むかえる娘むすめを、送り出すみたいだ。俺は父親になった経験はないけれど。

「……ダメだ。このままじゃ、今日も部屋から出られない」

　もう数日、こうして寝込んでいるのだ。

　シャーロットから時々、滋じ養ようになる食べ物とかが届いているけれど、彼女は授業の宿題とかで大おお忙いそがしだから止やめて欲しいとお願いした。これから俺はシャーロットが他の男に取られないかという心配をずっとしていくことになるんだろう。

　対策を考えなければ。

　だけどなんだ。シャーロットに一日外に出ないでくれと止めるつもりか。

「そうだ。こういう時こそ──筋トレじゃないか」

　俺にとっての救世主。

　ティナ様は、こういう時こそ身体からだを動かせ、筋トレしろと教えてくれた。




「ぐもおぉおおオオオオオオオ」

　サイクロプスのような咆ほう哮こうは、悲しみを表しているのかもしれない。

　そうだ。

　シャーロットは確かラブレターを貰もらった奴とは授業で知り合ったと言っていたし。

　やはり、シャーロットが他の男と出会う機会をなくせばいいんじゃないか。

　──ナイスアイディア、じゃないか？

「ぐもおぉおおオオオオイイイぶひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい」

　……だめだ。そんなのダメだ。

　自分の人間としての器うつわの小ささに情けなくなってくる。

　今、シャーロットは初めて自分からお洒しや落れをして学園生活を満まん喫きつしているんだ。

　俺が彼女の幸せの邪じや魔まをしてどうするよ？

　でも……俺はこうして殺さつ戮りく場とか呼ばれてる空間で一人、サイクロプスごっこ。

　黙もく々もくと汗を流している間にシャーロットが遠い世界に行ってしまう。

　俺、今まで何やってたんだよおおおおお。筋トレ以外にすることあっただろおおおお。

「ぁぁぁあ……」

　問題は、それだけじゃない。

　森の中にでっかい闘とう技ぎ場を見つけたあの日から、カリーナ姫にも会えていない。

　何な故ぜなら案内役であるダールトン卿と連れん絡らくが取れなかったから。

　聖域に守られているカリーナ姫の部屋に行くには、王室騎士ロイヤルナイトの案内が必要不可欠。

　ダールトン卿はあれが中に手引き出来る、最後の機会だと言っていた。

　まいったな。今思えばもっと有効な情報を手に入れれば、よかった。

「……まさか、俺。こんなにも弱い奴だったとはなあ。やばい、食欲も湧わかないよ」

　姫は俺のことを、逃にげ出したチキンと思っているだろう。

　折角、頼たよってくれたのに。

　わかっている、わかっているんだ。

　カリーナ姫を何とかあの場所から逃げださせないといけないことぐらい。しかし、シャーロットのラブレター事件が余りにでかすぎて、考える余よ裕ゆうが無くなっていた。

　そうこうしているうちに〝あの日〟がどんどん近づいてくる。

　正直、真っ白豚ぶた公こう爵しやくになってから最も辛つらい日々だったかもしれない。

　シャーロットがラブレターを貰うなんて、予想もしていなかったんだ。

「笑える話だよな。シャーロットが告白されて、すぐに瘦やせることが出来たなんて。うっ、学園の皆みんなが俺のことを笑っているようにさえ思えてきた……はあ、おれ。病やんでるな」

　でも、仕方ないのかもしれない。

　アニメの中では真っ黒豚公爵が、アニメの裏側で守ろうと必死になっているときにシューヤに奪うばわれてしまったんだから。無論、今のあいつはそんな玉じゃないさ。

　英えい雄ゆうとしての姿はどこにもない。だけどその兆候はある。

　王室騎士ロイヤルナイト候補にも選ばれてるしな。

「……あ」

　シャーロットが、女生徒と一いつ緒しよに歩いていた。

　同じ教科書を持っているということは授業仲間なんだろう。

　俺もあの中に、シャーロットの日常に入りたい。

　でも、俺がシャーロットと同じ授業を取っても学びは少ない……。

　黒い気持ちが胸に浮かぶ。くそ、よくない兆候だ。

　おい、スロウ・デニング。今、やることは別だろう？

「そうだ──魔ま女じよが既すでに学園内にいるかもしれないんだ……」

　ドストル帝てい国こくの魔女、フランシスカとの闘たたかいに向け、王室騎士ロイヤルナイトたちはあれだけの準備をしている。もしかしたら、奴やつは既に学園に潜ひそんでいるかもしれない。

　思わず俺の行動にもどこか、ビクビクしたものを含ふくんでしまう。




　　　　●




「カリーナ姫ひめ、凄すごいやつれてね？　祈いのりの儀ぎってただ、女王になる決意をするだけだろ？」

「そりゃあカリーナ姫の人生にとって一大事だからなぁ。食事も喉のどを通らないんだろう」

　カリーナ姫の具合が悪そう。

　それは王室騎士ロイヤルナイトたちにぎっちりガードされたカリーナ姫の様子を見るだけでよく分かった。

　女王に向けた第一歩とされる祈りの儀。しかし本当の目的は魔女に対する餌えさ。たった一人で魔女に対たい峙じしなければいけない、その心労を思えばやつれるのも無理はない。

　俺は陛下らの計画を知っているけれど、横入りする資格があるのか。最悪なのは俺が関わって、陛下らの計画を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうことだ。今回、彼らは並々ならぬ準備をして、魔女に挑いどむ。俺が知らない計画があるに違ちがいない。そこへ、俺が割り込んでいいのか。

「シューヤ。お前、やるじゃねーか！　陛下に口答えした時はぶっ殺そうかと思ったが、最後までついてくるなんてな！　多分、お前が一番力を伸のばしたんじゃねーか！」

「グランツさんの教えが上手すぎるからですよ！　王室騎士ロイヤルナイトの人からマンツーマンで指導を受けられる機会なんて滅めつ多たにありませんから！　それと、あの件はご迷めい惑わく掛かけました！」

「ははは、そりゃそーだ！　退たい役えきしてもいない俺たちが生徒相手に教練する機会なんてまぁない。視察をやったユウギリぐらいなもんだ。けどシューヤ、お前自信持っていいぜ。こっちの予想では最後までついてこられるのは半分以下ってところだったが、結局全員が指導に耐たえやがった！　その中でもシューヤ！　お前が一番見どころがある！」

　やけに響ひびく、快活な声。

　この声は、あいつか。自信満々のシューヤ・ニュケルン。学園でも最近、シューヤ君って将来有望なんじゃない？　的な声がちらほら聞こえるようになったアニメ版主人公。

　さて俺もあいつの変化に、やけに高まった存在感に戸と惑まどっている一人だ。

「シューヤ。お前は将来、絶対王室騎士団ロイヤルナイツに入れ。このグランツが推すい薦せんしてやるからよ！」

「あ、ありがとうございます！　俺、本気で頑がん張ばりますから！」

　王室騎士ロイヤルナイトとの特訓を受けていたらしいあいつの姿がやけに眩まぶしく見える。

　はあ、俺が抱かかえる悩なやみを、こいつは生しよう涯がい抱えることはないんだろう。

　つーかさ。俺がシャーロットが取られるかもしれないなんてトラウマを抱えているのは全部こいつが原因なんだよな。そう思うと、少し腹が立ってきた。

「あ、デニング。お前、何ぼけっと突つっ立って……グランツさん。ちょっといいですか。俺、こいつと話したいことがあって」

「ん？　別に構わないが、そうかこいつがあの……」

「何だよシューヤ、俺はお前と話すことなんてねーよ」

　なんか、シューヤってさ。今思ったんだけど、実力者に気に入られがちだよなあ。

　迷宮都市ゼネラウスでも上級冒ぼう険けん者の火炎浄炎アークフレアに認められてたし、ユウギリ先生にも事あるごとに褒ほめられていたよな。

　世よ渡わたり上手かよ。それとも甘え上手なのか。

　しかし、この王室騎士ロイヤルナイトもシューヤに負けず劣おとらずキラキラしてんな。赤毛だし。

「なあ、デニング。お前、遊びすぎだろ。聞いたぞ。あのロレーヌちゃんをお前、こっぴどく振ふってぶっ飛ばされたんだってな……？」

　ぐ。こいつの耳にまで入っているのかよ。

　でも、ぶっ飛ばされたわけじゃねーよ。ビンタされただけだ。

「今、お前の評判かなり下がってるぞ。ロレーヌちゃん、あの子、皆から好かれてるだろ？　俺も一時期気になってたし、デニング許すまじって声をちらほら聞くぞ」

「……」

「シューヤ。そう責めてやるな。俺の意見だけどな、学生はこいつのようにあるべきだと思うぜ？　俺が学生の頃ころはなぁ女の子なんかとっかえひっかえ。シューヤ、お前も大物になりたかったらこいつのように彼女の一人や二人作っとけよ！」

　おい、王室騎士ロイヤルナイトさんよ。

　そっち方面の素質のあるシューヤに変なこと言わないでくれよ。

　こいつ、まじでやりかねないから。前科あるから。……しっかし、こいつらあれだな。

「……二人とも。どうしてそんなに仲がいいんですか」

「この数週間、付きっ切りで徹てつ底てい的に鍛きたえてやったからな。それよりスロウ・デニング、ちょうどいい機会だ、お前に言いたいことがあったんだよ。シューヤ。お前は席をはずせ」

「はい！」

　王室騎士ロイヤルナイトの命令にシューヤは即そく座ざに反応。

　俺たちと距きよ離りを取り、聞き耳を立てる様子も無い。たいした上下関係だ。訓練の中でみっちり躾しつけられたか。

　さて、そんな体育会系のグランツ卿きようはシューヤに向けていた快活な笑えみとは裏腹に。

　俺を見る目は薄うす暗ぐらく──一いつ切さい笑っていなかった。豹ひよう変へんと言っていいレベルだ。

「スロウ・デニング。何を知ったか知らないが、余計な邪魔をするな。近寄れば、殺すぞ」

「凄すさまじい二面性、大した役者じゃないですか、夕ゆう鳴なりのグランツ卿」

　明らかな脅おどしに屈くつする俺じゃない。

　けれど、はは。

　あからさまな敵意をここまでぶつけられたら、逆に元気になるのが不思議だった。

　そう言えばこの人、あの闘技場で訓練していた中にいたな。シューヤと波長が合うぐらいなんだから、ゴリゴリの武ぶ闘とう派はなんだろう。睨にらみ合あい、時間にしたら十秒にも満たない。

　だけど、この人の思いはしかと受け取った。グランツ卿にも俺がきちんと理解したことが伝わったのか、いつの間にか五十歩近く離はなれていたシューヤに向けて叫さけぶ。

「シューヤ、こっちの用は済んだ！　突とつ然ぜん悪かったな」

「やっぱり凄い二面性ですね」

「何か言ったか？」

「いえ、別に……」

　俺とシューヤに対する扱あつかいの違いには笑いそうになったが、グランツ卿と同じく爽さわやかな様子で戻もどってくるシューヤを見ると、嫉しつ妬との気持ちも起きなかった。

　グランツ卿は今の言葉、忘れるなよと再度の念押しをしてから、立ち去ってしまった。

「デニング、お前、グランツさんと何を話していたんだよ。また何かしたのかよ」

「ちょっとな。それよりシューヤ。最近、カリーナ姫の様子ってどうだ？　お前、その、候補生のパーティでたまにカリーナ姫と会ってるんだろ？」

「まさか。デニング、まだカリーナ姫を狙ねらっているのかよ。だからグランツさん、あんな怖こわい顔してたのか。懲こりない奴だな」

「ほっとけ。で、どうなんだ。最近。カリーナ姫の姿を見かけたことはあるか」

「祈りの儀が近々あるだろ。だからか、最近パーティに顔を出してないし、ていうかあれ。パーティってもんでもないけどな……あ。でもこの前。さっきもグランツさんが言ってたけど、俺たちの訓練がやっと終わったんだよ。その祝勝会には一いつ瞬しゆんだけカリーナ姫が出てきたな。随ずい分ぶん顔が暗かったけど、一言だけ喋しやべったぞ」

　さっき王室騎士ロイヤルナイトが言っていたな。

　今回、選ばれた学生が晴れて特訓を終しゆう了りようをしたって。

「……良ければ教えてくれ。何を喋った」

「絶対、これは秘密にしてくれよ？　カリーナ姫、深刻そうな感じだったし……分かった、勿もつ体たいぶらずに言うって。そんな怖い顔すんなよ、デニング！　えっと、ただ、カリーナ姫はだな。あんまりお母様の言葉を、試練を本気に捉とらえるなって」

「陛下の試練、お前らにも与あたえられたのか？」

「まあ、な。でも、これが結構重くてさ。今の毎日でも精せい一いつ杯ぱいなのに、十年後の自分をイメージしないと達成出来ないものだったり。だけど、ついつい挑みたくなるというか。だってさデニング。今の守護騎士ガーデイアン様があれだけ強くなったのも、陛下の試練に打ち勝ち続けたからだろ？　夢だよなぁ」

　陛下の試練。

　カリーナ姫にとっては、たった一人で魔女に立ち向かうこと。

「シューヤ。お前の意見が聞きたいんだけど。そのパーティを通じて、女王陛下にどんなイメージを持った？」

「陛下に？」

　数日後には、カリーナ姫は祈りの儀へ向かう。

　大聖堂で一晩、たった一人で籠こもるのだ。

　カリーナ姫を人ひと質じちと考える魔ま女じよにとっては二度とない大チャンス。

　しかも、女王陛下は祈りの夜は王室騎士ロイヤルナイト全員を学園から引き揚あげさせると宣言している。

　だからだろうか。さっきみたいに王室騎士ロイヤルナイトがあれだけピリピリしていたのは。

「うーん。そうだなあ」

　シューヤは俺が言うのもなんだが鋭するどい男だ。こいつの意見は当てになる。

「何を考えてるのかはさっぱりわかんないし、もう俺の名前すら覚えてないだろうけど」

「けど？」

「陛下の言葉って、怖いんだよ。ナイフでグサッと内面を抉えぐってくるというか。今の俺のままでいいのか？　って思わせるんだ。俺たちに与えられた試練ってのも……まあそれが非現実的って言うか……でも、達成出来たら、俺は凄く成長出来るって間ま違ちがいなく思えて」

「……」

「陛下はきっと、これまで色んなでっかい夢をたくさん叶かなえてきた人なんだろうな。だからあれだけ自信に満ち溢あふれているんだろ。俺は少しだけカリーナ姫ひめに同情する」

「同情？　どうして」

「もし自分の母親があの人だったらって考えたら、さ。だって、デニング。自分の母親がすごい偉い大だいな人間なんだぜ？　陛下みたいにならなくちゃって思って……重圧に押し潰つぶさされるだろ。騎き士し国家の歴史の中でもエレノア様って際きわ立だって優ゆう秀しゆうだからさ、少しだけカリーナ姫がかわいそうに思ったかな。まっ。俺には遠い世界すぎて縁えんのない話だけど──ん、何だ？　デニング、難しい顔してさ」







「……うん。俺もそう思う」

「スロウ様。急に立ち止まってどうしたんですか？　また貝になりたいんですか？」

「ちっげえよビジョン。ただ俺は──」

　──シューヤの言葉に深く感心していただけだ。

　カリーナ・リトル・ダリスは今の陛下みたいになれることは生しよう涯がいないだろう。比ひ較かくするものじゃないけど、一国の支配者としてエレノア・ダリスという人間は余りにも適任だ。

　南方の四大国がダリスを中心に纏まとまったのも、陛下の存在あってのことだろう。

「あれ。もしかしてスロウ様。次の授業も出られないんですか？」

「悪いけど、ビジョン。体調が悪いから、俺は授業を休むことにした。でもお前もだろ？」

「はい、僕には時間がありませんから」

「ダールトン卿は厳しいか？」

「厳しいです。厳しすぎます。でも、仕事で忙いそがしいのに合間の時間で僕を鍛えてくれて……全部、スロウ様にあの人を紹しよう介かいしてもらえたからです。本当にありがとうございます」

「いいって。ダールトン卿も暇ひまそうにしてたし、それに友達だろ。俺のことをサイクロプスさんなんて呼ばないのはお前ぐらいだし、友達が困ってるなら助け合うべきだろ？」

　獅し子しは子供を崖がけの下に落とすというが、カリーナ姫は武者の類たぐいじゃない。

　娘むすめへの試練にしては、不適切すぎて彼女が耐たえられるとは、思えなかった。

　だけど、森での様子を見るに女王陛下を相手にしても無む駄だだろう。

　俺の言葉ぐらいで行動を変えるような人じゃない。それに守護騎士ガーデイアン以下、王室騎士団ロイヤルナイツはあの闘技場で魔女を殺やる気満々で、既すでに動き出している。

　今回の任務がカリーナ姫を失うことになったとしても、彼らは後こう悔かいしないのだろう。

「スロウ様……僕が言うのも何ですが、本当にスロウ様ですか？」

「何だよそれ。でも、いつかお前が本当に王室騎士ロイヤルナイトになったら、俺のこと助けてくれよな」

「お任せを。どんな時でも駆かけつけますから。これ、噓うそじゃないですから──」

「ああ。期待してるから、シューヤ以上の男になってくれよな──」







　授業のサボりに戸と惑まどいが一切ない俺は、不ふ真ま面じ目めなんだろうか。

　うん。不真面目だろうな。でも、今はもっと大事なことがあるから。

「女子寮りようへ忍しのび込むか……？　いや、聖域の突破は俺には無理だ。なら、どうする？」

　しかし、何で陛下はあんなに余よ裕ゆうなんだろう。

　自分たちが負けるとは全く考えていない。敗北する未来なんて全く考えていない。

　王室騎士団ロイヤルナイツに絶対の自信を持ちすぎだろ。一大事なんだから、敵の力も借りろよ。

　やはり、力を闇やみの大精せい霊れいに見せつけることが目的か。

　カリーナ姫もとんだ母親を持ってしまったものだ。

「……どうする？　騎士を脅すか？　カリーナ姫の所に連れていけって……馬ば鹿かか、そんなことすれば大問題だ。まずいな、頭が働いてない……」

　ダールトン卿ら、親交がある王室騎士ロイヤルナイトにも情報の提供は断られたが、ヨーレムの町で関係を得た花の騎士オリバーは少しだけ情報を与えてくれた。

　これは仲間の弔とむらい合がつ戦せんであるのだと──。王室騎士団ロイヤルナイツ団長、マルディーニ枢すう機き卿きようは王室騎士ロイヤルナイトとしての復職は不可能であり、彼に見せつける必要がある、と。

　団長がいなくとも、自分たちは大だい丈じよう夫ぶなのだと。その話を聞いて、納なつ得とくした。やっぱり枢機卿は王都の戦いで怪け我がを負ったのか。そりゃあ騎士たちがあれだけ意地になるわけだ。

　学園内部を歩く。魔女の痕こん跡せきは分からない。

　だが、十中八九忍び込んでいるだろう。でも、ノーフェイスのような痕跡は一切ない。勿もち論ろん、相手が格上なのは分かってるけど、やっぱり悔くやしいな。ここまでの差があるか……。

「全然分からねえ……あ」

　俺が約束をして、一方的に約束を破ってしまった女の子。

　気まずいけど、悪いのは俺だ。出来もしない約束なんかするもんじゃない。

「この前は約束を破ってごめん」

「いえ！　わ、私もデニング様に謝りたいことがあったデス。勝手に一人で舞まい上がってごめんなさいって、今思うとすっごい恥はずかしいことしてましたデス……！」

「いや、悪いのは全面的に俺の方だ。それに約束した日を忘れるなんて最低だ」

　シューヤの話では、俺とロレーヌ嬢じようの関係について幾いくつもの尾おひれがついた噂うわさになっているらしい。だけど、全部身から出た錆さびだ。

　甘んじて受けるとしよう。

「あ、あのー！　デニング様に一つ聞きたいことがあるんデスけど……もしかして既に！　心に決められた方がいたり……するのデスか？　そこんとこ、どうなんデスか？」

「えっ。それはどうだろう……そんな人はいないかな」

　噓だ。頭の中に浮うかぶのはたった一人。

　ずっとずっと揺ゆらぐことのなかったその人。多分、これから先も変わらない。

　きっと俺はこれから先、大勢の人と出会うだろう。中には彼女と同じぐらい可愛かわいらしい人もいるんだろう。でも、自分が他の人を好きになることは不思議と想像出来なかった。

　彼女がラブレターを貰もらった。

　たったそれだけで、数日寝ね込こんでしまうぐらい俺は衝しよう撃げきを受けた。

　後にも先にも、それだけ思える人と出会えるとは中々想像出来なかった。

「……その方が羨うらやましいかもデス」

「え」

「多分、デニング様が私に声をかけた理由って、何もないんデスよね……。私じゃなくても、誰だれでもよかった。あの時、近くに私がいたから。ただそれだけの理由！　違ちがいますか？」

　図星だ。

　俺は誰でもよかった。

「その反応、正直すぎると思いますけど。私のプライド、ズタズタデスよ？」

「……ごめん」

「いえ、別にいいんデス。薄うす々うす分かっていましたから。だってほら、これまで全く私と関わりがなかったのに、可笑おかしいなって自分でも思っていたんデス……私はふられちゃったデスけど、気をつけた方がいいデスよ。デニング様を狙ねらってる子、沢たく山さんいますから！　でも、もしかしてアリシア様との復ふく縁えん、あったりします？」




　　　　●




　どうして女の子ってのはあんなに恋こい話ばなしが好きなんだろう。

　あの後、ロレーヌちゃんからの質しつ問もん攻ぜめは中々終わらなかった。

　こっちも多少の罪悪感があるものだから、最後まで付き合ったけど、もうくたくただ。

　ロレーヌ・トロネシア。それが会話から分かったロレーヌちゃんの本名で、俺はそれをさっき知った。自分に呆あきれたよ。デートに誘さそった相手のこと、俺は何も知らなかったんだ。

　俺は浮かれ過ぎていた、シャーロットの言う通りだ。

「なにくたびれた顔してるのよ。あの子がお喋しやべり好きなんて、今いま更さらって話じゃない」

「アリシア。お前、俺の心読むなって……それに見てたのかよ。趣しゆ味み悪わるいな」

「私だけじゃないわよ？　他の子も沢山注目してたわ。もしかしたらあの噂、また復活しちゃうかもしれないわね。あの子、それすら自覚してる感じ、ありそうだけど。スロウが思ってるより何倍も強したたかよあの子」

「げえ……」

「自覚なしか。でも、何であの子だったの？　どうせ、目に付いたとかそんなとこでしょ」

　図星だった。

　俺はそんなに分かりやすいのか。

「でもロレーヌ如ごときが、スロウの相手なんて無理なのよ。あの子は良くも悪くも一いつ般ぱん人じんだから。スロウの相手なんてシャーロットさんぐらいぶっ飛んでないと」

「はあ？　シャーロットがぶっ飛んでるだって？」

「もしかして自覚ないの？　シャーロットさんって精神的に滅め茶ちや苦く茶ちやタフじゃない。あれのどこが一般人よ、いっつもいつもスロウに振ふり回されて嫌いやな顔しないのよあの子」

「うっ……」

「過去にどんな経験したらあんなに強くなるのかしらね。スロウ、どこから拾ってきたの」

「そういえばアリシア。お前、昔からよく聞いたな。シャーロットは何者なんだって」

「結局、一度も答えてくれなかったけどね。今となっては御ご慧けい眼がんと言っておくわ。並の従者ならとっくに愛想、尽つかされてるだろうから」

「だろうな……」

　でも、そりゃ答えられないだろ。

　実はあの子、ヒュージャックのお姫様なんだ、とかさ。

　それにアリシアが疑問視するタフさについてはヒュージャックからの逃とう亡ぼうが全すべてだろう。

　幼少時にあんだけ壮そう絶ぜつな経験したら何事にも動じなくなるだろう。

「あんなにスロウの従者としてぴったりな子、いるわけないし。だから、大切にして他の男に取られないようにしなさいよ？　いつもありがとうって。きちんと言葉にしないと伝わらないものよ？」

「……そうだな。その通りだよ」

「それにもう気付いたと思うけど、あの子結構モテるのよ。特に最近は魔ま法ほうが使えるようになって、貴族との違いもなくなったし。従者が貴族に取られるなんて別に珍めずらしい話では無いってきくわ。まぁ、デニングの従者に手を出そうとするなんて、私には命知らずに見えるけど……馬鹿はいるものだから。筋トレばっかりしてたら気付かないでしょ」

「ご忠告ありがとう。シャーロットには必要としてるってちゃんと伝えておくよ」

「ならいいけど……ねぇ、話は変わるけど今度のおやすみ、ヨーレムの町へ遊びに行く予定があるんだけど、どうかしら。し、シューヤも一いつ緒しよなんだけど。別にあいつはその辺に置いておけばいいし」

　哀あわれシューヤ。

　だけど話を聞けば、アリシアが遊びを予定しているその日は、まさにカリーナ姫ひめが祈いのりの儀ぎを実じつ施しするあの日だった。

　陛下らとドストル帝てい国こくの魔女が相対する決戦の日。

　あの日にアリシアやシューヤがいないのは好都合。

　アニメ知識を手に入れた俺が掲かかげた目標は、自分が幸せになることだけど。

　その中には──アリシアとシューヤも含ふくまれていた。

　何かと面めん倒どう事に巻き込まれやすい二人がいないのは助かる。

「悪い。その日は予定があるんだ。だからシューヤと楽しんでこいよ」

「…………わかった」

　え。そんな顔されると、罪悪感が湧わくんですが……。







　自分の意見を貫つらぬき通すサーキスタのお姫様。

　あいつはカリーナ姫と異なり、父親の反対を乗り越こえてここに帰ってきた。あいつが父親に徹てつ底てい的に反発したように、カリーナ姫はどうして陛下の決定を断らないんだろう。

　アニメの中では徹底的にその存在が秘ひ匿とくされたカリーナ姫。自分の強い意志をもって、これまで世に出ることを避さけてきた。あの大戦が起きたアニメ世界でも隠かくれ続けたんだぞ？　今回だって、カリーナ姫が本気を出せば逃にげられたんじゃないのか。

　けれど、カリーナ姫は今回の件を受け入れていた様子だった。

　自分の命が関わってるのに、いつものように反発しない理由が俺には思い浮かばない。

「こういう時シューヤだったら──もしあいつが俺だったらどうするだろう」

　間ま違ちがいなく、動く。

　だけど、俺とあいつは大きく違う。あいつには火の大精霊がついている。闇の大精霊に比ひ肩けんする力の持ち主。最終的には何だかんだで勝利をもぎ取るチートキャラ。

　魔女相手に逃げ続けた俺とは根本的に違うんだ。

「俺とシューヤは違うとはいっても……どうしてもあいつを基準に考えちゃうよな」

　簡単な話なんだけどな。

　俺が関わるか、関わらないか。それだけの話だ。

　来きたる日に向けて、王室騎士団ロイヤルナイツが準備を整えている。

　女王陛下にとって、これは王室の力を示し、他国に騎士国家の武ぶ威いを示す最善の機会。

　今更、俺が割り込んでどうする。

　言い訳ばかりが浮かんできて、遂ついにその日がやってきてしまった。




「……やっべぇぶひ」

　今夜、カリーナ姫が大聖堂に籠こもる。

　なのに、俺の心は未いまだ決まらずのまま。

　授業もサボってしまったし、願うことならこのまま眠ねむりに落ちたいところだ。

「……ビジョン。三回ノックしても出なかったら部屋の主はご機き嫌げん斜ななめ。回れ右して帰りましょうって常識だろ？」

「うわ。スロウ様、最近授業にも出ないと思ったら目の下に隈くまなんて作って、貴族としてあるまじき姿ですよ？」

「嫌いや味みを言いにきたのか？」

「シャーロットさんにお願いごとをされまして。スロウ様に話があるみたいですよ？」

「悪いけど、今は一人にしてほしい。シャーロットにはそう伝えてくれないか」

　誰にも会いたくなかった。

　嘗かつてない程ほど、情けない自分を見せたくなかった。

　明日を迎むかえれば、魔女を無事に制圧したとの情報が届き、全て万ばん々ばん歳ざい。

　そんなハッピーエンドの可能性にかけたいと思っている俺がいた。

「スロウ様、何かあったんですか？」

「……ビジョン。お前、俺のこと強いって思うか？」

「急に何言い出すんですか」

　だって、守護騎士ガーデイアンにいいように遊ばれた俺よりもさ。

　綿密に準備をしてきた騎士たちの方が適任だろ？

　彼らに全てを任せるべき、そう考える俺は間違っていないだろ？

　でも、本当にそれでいいのか。

　その時に立ち会わないなんて、そんな決断で俺は後こう悔かいしないか？

「いいから教えろよ。大事なことなんだよ」

「はあ。自信でも無くなったんですか？　でも、スロウ様が強いかですって？」

「……」

「愚ぐ問もんですね。僕は貴方あなたよりも強い人、知りません」

　──自信たっぷりに言うんじゃねえよ。

　友達にそんなこと言われたら、俺、頑がん張ばっちゃうだろ。




「──シャーロット、君は今なんて言った」

「大聖堂へ行きます。私。カリーナ姫の傍そばにいようと思うんです」

　唐とう突とつすぎて、意味が分からなかった。

　ビジョンが部屋にきて、俺は考えた末すえにシャーロットからの呼び出しに応じることにした。

　授業をサボったことについて、問い質ただされるんだろうと思ったら、そんな様子もない。

　だからこそ、これから大聖堂に向かいますなんて。

　余りにも突とつ然ぜんすぎて、答えに詰つまる。

「……今夜は祈りの夜だ。誰だれも大聖堂へは近寄れないよ」

　何とか絞しぼり出せたのは、それだけ。

　祈りの儀が行われる大聖堂は騎士たちによって厳重に守られ、何なん人ぴとたりとも近寄れない。

　学園関係者なら誰でも知っている当たり前の事実。

「そんなことありませんよ？　だってあそこには今夜、騎士様一人もいませんから」

「なっ」

　シャーロットの言う通り。

　今夜、祈りの儀は完全無防備な状態で行われる。

　魔女がカリーナ姫を人ひと質じちにするために。

　だけどそれはシャーロットが知るはずもない真実。

「スロウ様、私。詳くわしいんです。クシュナー様に色々教えて貰もらいましたから」

「……クシュナー？　あの王室騎士ロイヤルナイトのクシュナー卿きようッ？」

「そうです！　一いつ杯ぱい教えてもらいましたから！」

　心臓がバクバクとなっている。

　シャーロットの顔には自信が満ち溢あふれていた。

　どうしてだ、どうしてシャーロットがあの事実を知っているんだ。

　クシュナー、あのイケメン王室騎士ロイヤルナイトのせいか？

　イケメンはこの際関係ないけど、あいつがシャーロットに学園で祈りの儀が行われる真相を説明する理由なんて何一つ存在しない。

　それにまさか、極ごく秘ひ裏りに接せつ触しよくしていたなんて。

「スロウ様も知っていますよね。今のカリーナ姫はひとりぼっちってこと」

「……」

　しかも、何よりも驚おどろいたのはシャーロットがその事実を俺に黙だまっていたこと。

　あれほど自分の正体がばれることを恐おそれていたシャーロットのことだ。

　接触してきた王室騎士ロイヤルナイトに心を許す理由が全く分からなかった。

「ひとりぼっちなだけじゃありません。カリーナ姫は苦しんでいる。あの人はいま自分はこの世でたった一人だって、昔の私と同じです。スロウ様と出会う前の私と」

「……シャーロット。どうして俺に黙っていた」

　シャーロットは何も知らないはずだった。

　この守護騎士ガーデイア選定試練ンセリオンが、魔女をおびき寄せる餌えさだってことも何も知らない。

　餌はカリーナ姫自身だってことも。

　女王陛下らの来訪の裏にある理由は、極秘中の極秘なんだ。

「……それに君はどこまで知っている」

「全部です。カリーナ姫本人からも聞きました。スロウ様。知っていましたか？　カリーナ姫たちは全部知っていたんです、ぜーーんぶ。知ってたみたいです。私の正体も、風の大精せい霊れい様のこともぜーんぶ！」

　奴やつらにばれていた。

　それだけで、息が、呼吸が乱れる。

「き、君の正体が……ばれた？」

　奴らにばれれば、俺に対して何らかのアクションがあるかもしれないと思っていた。

　でもシャーロットへ直接に行くなんて想定もしていない。

　動どう揺ようの極きわみにある俺と違ちがい、シャーロットはいつも通りだ。

「そ……そんなのあり得ない……。だって、あいつら。そんな素そ振ぶりは全く……」

「私の正体については、女王様も、王室騎士ロイヤルナイトの方々も、皆みんな、知っているみたいです！」

「ま、待ってくれ。どうして、シャーロットは、それを知って平然と出来るんだ。君の正体がばれたんだよ。俺たちが必死で隠し続けていたものがッ！」

「私もこの境地に至るまでは取り乱しましたよ？　でもカリーナ姫ひめがどんな気持ちでクルッシュ魔ま法ほう学園にやってきたか、クシュナー様が教えてくれたんです。スロウ様、知ってました？　女王陛下はやっぱり私を利用する予定だったみたいです。だけどカリーナ姫が、カリーナ姫は私の正体を秘密にし続けるために祈りの儀に臨むみたいで、陛下とそう約束したらしいんです。私、クシュナー様に聞いてみたんです。どうしてカリーナ姫がそこまでしてくれるんでしょうか？　って」

　カリーナ姫や女王陛下には、シャーロットの素す性じようを隠す理由がない。

　使い道によっては、亡国の姫は騎士国家に莫ばく大だいな利益を生むのだから。

「スロウ様には大きな恩があるからって」

「…………な」

　合点がいった。

　あのカリーナ姫が魔女の生いけ贄にえになる理由、陛下の考えを受け入れた理由はそれか。

　嫌いやなら止やめればいい。カリーナ姫にも権利はある。

　自分の未来を決める守護騎士ガーデイア選定試練ンセリオン。まだ早いと言えば、中止に出来た筈はず。

　だけど、カリーナ姫は陛下の考えを受け入れた。

　少しだけ不思議に思っていた。何な故ぜ、彼女は自ら試練を受け入れたのか。

「スロウ様が最近外に出なくて悩なやまれていた理由、私と同じですよね」

「……あぁ。そうだよ」

「私、無性に今、たった一人のカリーナ姫の傍に一いつ緒しよにいてあげたいんです」

「……俺だって出来る事ならそうしたいさ。でも、あそこは酷ひどい戦場になる」

　戦場になる。激しい戦せん闘とうになる。訓練された王室騎士ロイヤルナイトとドストル帝てい国こくの三さん銃じゆう士し。

　力無き者は一いつ瞬しゆんで死に至る。そんな場所にシャーロットを連れていくわけにはいかない。

　考えが纏まとまらない。

「し、シャーロット……」

　だけど、シャーロットの気持ちは決まっていて。

　行くな。

　あそこには行かないでくれ。

「シャーロット……考え直してくれないか」

「スロウ様。私、貴方のことが大好きです」

「……え」

「友達的な意味じゃないです。もっと、ちゃんとした気持ちです」

「……？」

「クシュナー様に今晩、大聖堂に向かったらどうなるか聞きました。だからカリーナ姫の所へ行く前にこの気持ちだけは、伝えないといけないって思ったんです」

「…………？」

　頭に届かなかった。

　今、君は何て言った。

　どうしてカリーナ姫の話から、そうなるんだ。

「……もしかしたらスロウ様に二度と会えないかもしれないって、そう思ったら、噂うわさの子を二度目のデートに誘さそったこととか、今日もあの子と沢たく山さん話してたこととか！　胸の中でもやもやしてた気持ちが……どうでもよくなったんです」

　俺の胸にびしって突つき付けられた君の指。

　けれど、俺は狼ろう狽ばいするだけだ。




「私、平気な顔してましたけど……あの子と一緒にいるの、凄すごく嫌だったんですからね！」




　頭はもう大混乱で、何が何だか分からない。

　シャーロットの正体が実はばれていて。

　カリーナ姫がシャーロットの正体を守るために、生贄になると陛下に宣言して。

「……スロウ様？」

　そして、そして？




　──君が俺を好きだと言った。




「ふ……ふ、ふざけるなよっ！」




　我が慢まんの限界だった。




「黙ってたら好き勝手なことばかり！　や、やり直しだっ！」

　だって、そうだろ。

　今のは、俺の人生の目標なんだ。

　これまで頑張ってきた全すべてなんだ。

　全てを今、君に言われてしまったら。

　──俺はどうすればいいんだよ！




「シャーロット、今のは聞かなかったことにするから！」

「え、えええ！　どうしてですか！　私、凄い勇気出したんですけど！」

「計画が台無しだ！　少しは俺の気持ちも考えてくれよ！」

「スロウ様の気持ちって……何ですかそれッ！　だったらスロウ様の行動に振ふり回されっぱなしな私の気持ちも考えてください！」

「俺の行動に何でシャーロットが振り回されるんだよ！」

「だって！　好きな人が他の子をナンパしたんですよ！　許せないじゃないですか！」

「ッ！　それは誤解だって言っただろ！　俺が好きなのは、君なんだから！」

「誤解だって分かってても嫌なのは嫌なんで……え……スロウ様、今なんて」

「俺が好きなのは君だけだって何で分からないんだよ！　こんなに、俺は──！」

「す、スロウ様……あの……」

「君を──君だけしか、見ていないだろッ！」




　支し離り滅めつ裂れつだ。

　自分でも何を言っているのか分からない。

　でも、俺からだ。俺からなんだ。




「俺のほうが先だ！　だから、俺が先に言う権利があるんだッ！」




　燃え続けるこの思い。

　打ち明けるのは、俺が先だと思っていたから。




「君を好きになったのは、俺がずっとずっと先なんだよっ！」

「す、スロウ様、自分が何言ってるか分かってるんですか！」




　告白はロマンチックに。

　そんなもの、頭のどこかで想像していた。




「君が俺を好きになったのなんて最近だろ！　俺は違う、俺は君の百倍、早いッ！」




　思い返せば。

　百点満点の未来なんて、一つもなかった。

　勢い任せな告白だけど。

　こうするのが何よりも自然に思えて仕方がなくて。




「お……俺は君のことが、大好きなんだよ……」

　尻しりすぼみになる声。

　とても、情けなくて。

　でも、俺らしくて、心の底で、小さく笑えた。




「オレハキミが、スキ……そ、そういうことだから……」

「………………」

　シャーロットは頰ほおを両手で押さえて、真っ赤になっていた。

　大きな瞳ひとみで、俺を見つめて、泣きそうだった。俺も泣きそうだった。
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　救世主様……。

　もしかしたら俺。

　やっちまったのかもしれません。
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　がらりとひと気の感じられない大聖堂。

　カリーナは入り口から最も近い長なが椅い子すに腰こし掛かけ、沈ちん黙もくに身を委ゆだねていた。

　いつもは荘そう厳ごんなオルガンの調べを受け、神々への祈いのりを捧ささげる神の御おん許もと。高い天てん井じように張られたステンドグラスから差し込む光は、疲つかれた身体からだを浄じよう化かさせるかのようだ。

　クルッシュ魔法学園を襲おそったモンスター騒そう動どうの際は、大勢がこの場に立たて籠こもり救いの手を待ちわびたという。

「窓から巨きよ大だいな龍りゆうの姿が見えた、か。考えるだけで、ぞっとしちゃうな」

　一人の生徒が龍殺しに至った奇き跡せきの夜。

「……いけない。雑念が入ってしまう」

　これは建前であっても、守護騎士ガーデイア選定試練ンセリオンに向けた祈りの儀ぎ。

　少なくとも、自分の未来に関して、考えを纏めねばいけないのだ。

「未来、未来ね。私の未来……」

　とは言っても。

　今でさえ自分に女王の資質があるかと問われても、カリーナは否いなと断言出来た。

　人より優すぐれたるは、魔ま法ほうの扱あつかいぐらい。

　けれど、光の大精霊レクトライクルに言わせればカリーナは精せい霊れいに好かれている。

　騎き士し国家の女王に求められる資質はまさにそれであるので、何の問題もないらしい。

　が、こんな自分が、騎士たちから命を懸かけて守られるべき存在なのかは分からない。

　だって臣民から愛される母親、エレノア・ダリスと比べて、余りにも自分は矮わい小しような存在だ。引っ込み思案で、とてもじゃないが女王になれる器うつわとは思えない。

「だけど……やってやるさ。別に死ぬと決まったわけじゃないし」

　今は──少しだけ誇ほこらしい気分だった。

　こんな自分でも、彼らを守れると知ったから。

　女王陛下に、お母様に初めて自分の意見を通すことが出来たから。

　風の大精霊との縁えん、そしてスロウの貢こう献けんに応こたえ、彼が守り続けてきたシャーロット・リリィ・ヒュージャックの正体を明かさないでほしい、と。

　対して、エレノア・ダリスがカリーナに告げた条件は、魔女との対たい峙じ。

「ッ」

　扉とびらが開く音。遂ついにきたか、と思えば。

「どうして……！」

　待ち人、ではない。

　扉の向こうからやってきたのは、カリーナへ大きく影えい響きようを与あたえた二人。

　女の子の方シヤーロツトが、顔を赤くして、ずっと俯うつむいているのが気になったけど。

　だけど、ここで会う筈はずではなかった。

　何な故ぜなら、試練を乗り越こえた後、彼らとは対等に、友達になりたかったから。

「──シャーロットから全部聞きましたよ。カリーナ姫ひめ、随ずい分ぶんと水みず臭くさいじゃないですか」

「……全部って」.

「貴女あなたが語った全てです。秘密主義なのは、女王陛下だけで充じゆう分ぶんだと思ったんですけど、案外カリーナ姫も陛下と似てますね」

「似てないよ。私は君たちには、危険な目にあって欲しくない。人を死地へ追いやるお母様とは、違ちがう」

「それは陛下の本心を聞いてみないと分かりませんけどね」

　カリーナ・リトル・ダリスはスロウ・デニングに限りない恩がある。

　龍から助けてもらった、学園を救ってもらった。

　彼がシャーロットを守り続けてきたのは明らかで。

　だから、今回の件。一度敗北したらしい魔女から彼を遠ざけたというのに。

「す、スロウ君。君はさ、向こう見ずにも程ほどがあると思っていたけど……まさか祈りの儀に乱入してくるまでとは思っていなかったよ。それにシャーロットさん、あのことはスロウ君には内ない緒しよだと言ったのに……」

「……ご、ごめんなさい。でも、今。私に振らないでください……頭、一いつ杯ぱいなので……」

　本心は堪たまらなく嬉うれしい。一人だと思っていた。王室騎士ロイヤルナイトたちはみんな、コロッセウムでその時を待っている。心細かった。誰だれか側そばにいて欲しいと思った。けれど、たった一人。これが引きこもってきた自分の末路。手を差し伸のべてくれる人は皆かい無む。

「シャーロットを責めないでください。俺にこの場に来る勇気をくれたのはシャーロットです。元々、シャーロットはこんな恐おそろしい場所にたった一人で行こうとしていたんです」

「どうして……私はシャーロットさんに意地悪をして」

「意地悪？　とんでもないです、カリーナ姫。シャーロットの素す性じようを知り、それでも俺たちの味方になってくれる人がいるなんて」

　光が差し込む。

　大聖堂の外で龍殺しを達成した少年が堂々と告げる。

「ただそれだけで──俺たちは救われた。今の俺たちが安あん穏のんとした日々を送れているのは、カリーナ殿でん下か、貴女が守ってくれたからです」

「……」

「この国にシャーロットの過去を知って、味方になってくれる人はいないと俺は思っていました。最悪の場合、この国を出ることも覚かく悟ごしていましたが、ずっと隠かくし通すことは無理だって気付いていました。だから俺は嬉しくてたまらないんです。カリーナ姫、どうしてですか。どうして貴女はシャーロットを、俺たちを守ってくれたんですか」

「……以前、スロウ君、君は私の味方になってくれた。今度は私の番だと思ったから──」

　それに、カリーナは救われた。

　以前魔法学園へ滞たい在ざいしたことは、固く凝こり固まっていたカリーナの何かを確かに壊こわした。

　帰り道に見たドラゴン、こんな人生なら死んでもいいと思っていたのに死にたくないと思ってしまった。まだ、やりたいことが沢たく山さんあることに気付いてしまった。

「ま、まぁ……。私もシャーロット君の秘密を守るために、こうして命をかけてるわけだし。もっと早くスロウ君たちには打ち明けておけば良かったかな。私、こんなに頑がん張ばってるんだよって……」

　ニヤつく頰を隠すために二人に背を向けた。

　本当はとっても嬉しいのに、照れ隠しだ。

　しかし、その行動が切きっ掛かけだった。

　何十列にも及およぶ長椅子の一席に、ぽつんと座る誰か。

　その姿を見つけた瞬しゆん間かん──その場にいる者たちは誰もが、緊きん張ちようで身体が強こわ張ばった。

「す、スロウ様、あそこ……あそこに──！」

　蒼あおく澄すんだ瞳。

　何も知らない者が見れば、暖かで優やさしげな眼まな差ざしを向ける彼女は女め神がみにでも見えるのかもしれないが、自分たちは彼女の本質を知っていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ……シャーロット。すぐに襲ってくる感じじゃ、なさそうだ」

　闇やみの中に身を溶とけ込ませ、彼女はいつからいたのか分からない。

　だけど、自分たちが敵の存在に気付けなかった理由はすぐに分かった。

　一いつ切さいの敵意も、自分たちを害する空気も感じなかった。

　むしろ、微笑ほほえましいものを見る柔やわらかな眼差しで、ドストル帝てい国こくの魔女が長椅子に大人しく座っていたからだ。
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「フランシスカ──お前にとって、俺たちは敵だろう。手を出さなかったのは何故だ」

　気付けば、ねっとりと絡からみつく敵の気配。

　二人を守るように、前に出た。

　この場は守護騎士ガーデイア選定試練ンセリオンの祈り場、俺たち以外の誰かがいることはあり得ない。

「貴方あなたたちのことをずっと見ていましたが、お陰かげで毒気がすっかり抜ぬかれてしまいました」

　そいつは一度、俺が敗北した相手。

　ドストル帝国の三さん銃じゆう士し、闇の大精霊がその力に絶対の信頼を寄せる魔女。左ひだり腕うでが蠢うごめく黒いナニカで覆おおわれている。あれが守護騎士ガーデイアンドルフルーイ卿きようによって切られた片腕の代わりか。

「動くのはやめなさい、スロウ・デニング。貴方では私に勝てません。それに分かっているでしょう？　今の私にこの国のお姫様も傷つける意図はありませんよ。私の敵はエレノア・ダリスだけ」

「……そんな戯たわ言ごとを俺が信じるとでも？」
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「だから手を出さなかったでしょう？　機会は幾いくらでもありましたけれど、貴方たちが余りにも微笑ましくて」

「この場にやってきた意図は何だ」

「折角なので、あの女の考えに乗ってやろうかと。他ほかにも、そうですね。私は……あの女の娘むすめであるそこのお姫様とお話がしたかった。だから、スロウ・デニング。今の貴方は邪じや魔まですよ、お姫様も私と同じ気持ちのようですから」

「まさか」

「スロウ君……ごめんね。私もちょっと、あの人とは話したいかな」

「カリーナ姫……あいつは超ちようがつく危険人物ですよ」

「うん。分かっているよ。でも不思議と、怖こわくないんだ」

　あいつは紛まぎれも無い敵だ。

　王都では幾人もの王室騎士ロイヤルナイトを屠ほふり、陛下の命を狙ねらう大罪人。なのに、カリーナ姫と世間話をしたい等などと魔女は語り、カリーナ姫も受け入れている。やはりカリーナ姫も常人じゃないな……。シャーロットなんて俺の腕をつかんで、ぶるってるのに……。あ。まずい。シャーロットの顔を見たらさっきの告白を思い出して、自然と表情が緩ゆるんでしまう。

「先にお伝えしておきましょう。私は全すべて理解しておりますよ。この大聖堂全体が、あちらへと繫つながる転送魔ま法ほう陣じんの役割であること。彼らがこの先で、万ばん全ぜんの状態で私を待っていること全て。ただ、こうして姿を現したのは、そこの可か哀わいそうなお嬢じよう様さまと少しだけ話がしたい。本当にそれだけのためなのです」

「……フランシスカ、お前の目的は南北の戦争、ひいては帝国による大陸統一だった筈。今のお前の目的は何だ」

「一国の王が、あんな薄うす汚よごれた人間など、とても耐たえられたものではありませんから。お姫様、貴女があの女が持つ底知れぬ闇にどこまで気づいているかは分かりませんが、あの女は王宮でずっと笑っていたのですよ。早く、私の娘を人ひと質じちにしてみなさい？　声には出さず、私に表情で告げていたのです」

　ビリビリと、魔女の怒いかりを感じ、鳥とり肌はだが立つ。

「私がこの世で最も許せない者は、力がありながら、仲間を、家族を見捨てる者」

　魔女フランシスカが偉い大だいな魔法使いとなった原点。

　自らに忠誠を誓ちかう仲間に対し、魔女はいつでも救いの手を差し伸べた。

　そんな彼女だからこそ──女王陛下の行動は許されざるものであった。

「私が望む世界にアレは不要。アレの存在は私が否定する。たとえこの先に誰が待っていようとも、関係はありません」

「お母様も大変な魔法使いに嫌きらわれちゃったみたいだね」

「お姫ひめ様。あんな女が自分の母親なんて。随分と生きづらかったでしょう」

「……否定は、出来ないかな。どうしてあんな人が私のお母様なのか、もっと優しければ良かったのに、とか考えなかった日はないし。でも、お母様も私に対して同じ思いを持ってると思うけど。でもね、やっぱり貴女はお母様には勝てないと思うよ。お母様には月下の守護騎士ガーデイアン、ダリス最強の男が付いているから」

「私の左腕を一いつ瞬しゆんで切り落としたあの男ですか。たしかにエレノア・ダリスへの道は高く険しい」

　以前、ユウギリ先生を洗脳していたあの時とは違う。

　魔女の、この落ち着きは何だ。

　今のこいつは憑つき物ものが取れてしまったかのようで、凄すごくやり辛づらい。

　底知れない不気味さを感じるのだ。

「陛下への敵意なんてお前が吞のみ込めばいいだけの話だ、大人しく北方に帰ることは出来ないのか。王室騎士団ロイヤルナイツが迎むかえ撃うつ戦場に行けば、お前は志半ばで死ぬ。お前がやろうとしていることは、ただ全てを持って生まれた陛下への八つ当たりだ」

　頼たのむから、帰ってくれ。

　そんな俺の思いは通じるとは思わないが、改めて問い直す。

　北方では魔女こいつの人気は絶大だ。確か今は神父と呼ばれる男に率いられ、北方で急速に広まりつつあるカルト教団の殲せん滅めつに力を入れている。

　残してきた仲間たちもいるだろう、彼らはこいつの帰りを待っている筈だ。

「盟主様が気に入る筈です。坊ぼうやはよく戦せん況きようが分かっていますね。だけど、もう遅おそい──勘かん付づかれました」

　その言葉が契けい機きとなって、奇き妙みような文様が大聖堂の床ゆか一面に出現。光り輝かがやく魔力文字は床から空中へ立体的に浮うかび上がり、幾つもの陣を作り上げた。

　直後、尋じん常じようじゃない魔力が渦うずを巻き、反射的に隣となりに立つシャーロットの手を握にぎる。

「さすが光の大精霊レクトライクル。王都にいながら、転送陣の上に私がいることに気付きましたか」

「シャーロット、カリーナ姫！　俺の手を早く、摑つかんでくださいっ！」

　光がはじけ──転送が始まる。

　俺が恐きよう怖ふを感じる程の力はまさに規格外。

　この魔法は、遠く離はなれた王都から行使されているのだ。

　意識が不ふ透とう明めいに、おぼろげになる。渦の中にのまれていく。まるで海流に溺おぼれているようだ。ふわりと身体からだが宙に投げ出される。

　けど、両手に摑む二人の感かん触しよくが、自分を確かなものに。俺はまだ生きていると実感させる。

　これは奴やつにのみ許された大魔法。魔導大国が光の大精霊レクトライクルを狙う理由にして、このためだけに研究機関が発足されるぐらいの騎き士し国家の叡えい智ち。

『魔女以外に、そこにいる悪戯いたずらっ子こは誰だれかな──？』

　頭の中に響ひびく、落ち着いた声。

　今のは王都に君臨する光の大精霊レクトライクルのもの。

『随ずい分ぶんと僕の魔法に合わせるのが上手だけど、まるで知ってるみたいだね。でも、そこにいるってことはカリーナの友達かな。あの子に友達が出来るなんて、嬉うれしいね──』




　そして、白色に染まる世界に色が戻もどる。

　同時に浮ふ遊ゆうしていた感覚も明確に、足が再び、どこかに着地。

　両隣からお姫様二人の気持ち悪そうな声が聞こえるが、仕方ない。

　息を吐はき出しながら、目を開く。転送は合わせ方を知らないと、こうなる。特にシャーロットの方は、うっ。ゾンビのようだった。

「此処ここに、討とう伐ばつの始まりを告げましょう」

　先には想定通り。

　あのだだっ広い、闘とう技ぎ場の中心に俺たちはいて。

　目の前には完全武装の王室騎士団ロイヤルナイツ、その数は三十二人。

　ダリス王室が保有する王室騎士ロイヤルナイト、半数を超こえる数である。

「──王室騎士団ロイヤルナイツ。あれを討うち取りなさい」

　そして、何の躊躇ためらいもなく。

　観客席の最上段。

　全てを見み渡わたす特等席に座したエレノア・ダリスの声が戦闘を始める合図だった。








五章　誰もが望んだ未来









〝既すでに戦闘が始まって、幾ばくかの時が経過している〟

　俺はただ、眼前に広がる戦いの光景を……じっと指を咥くわえて見ているだけだった。

「クシュナー、魔法生物の群れを突とつ破ぱし活路を開いてこいッッ！」

「奴の魔法はどんな力が込こめられているか一いつ切さい、不明だ！　可能な限り回かい避ひに専念しろ！」

　三銃士の一人、夢売りの魔女ドクター・ヒールが放つ魔法はバラエティに富んでいた。

　基本は水の魔法が軸じく。

　ドロドロに溶とけた魔法生物が王室騎士ロイヤルナイトの行く手を阻はばみ、空からは氷の彫ちよう像ぞうが急きゆう襲しゆう。夥おびただしい数のあれら全てが魔女が生み出した力であり、騎士たちが狙う近きん距きよ離り攻こう撃げきを遠ざけていた。

　しかし、王室騎士ロイヤルナイトたちは一糸乱れぬ連れん携けいで魔女が生み出した魔法生物を駆く逐ちく。

　帝てい国こくの魔女相手に互ご角かく以上に戦っている。俺は、その強さに絶句せざるを得なかった。

「スロウ君。随分と驚おどろいているようじゃが、君は王室騎士団ロイヤルナイツが組織として実際に戦う姿を見るのは初めてかな」

「ええ、学園長。その通りです。王室騎士ロイヤルナイトたちがあんな死地の中で笑えるとは、思ったよりもかなりの経験があるようですね」

「陛下の敵は目に見える相手ばかりではない。そのため王室騎士ロイヤルナイトの活かつ躍やくが外部に漏もれることこそ、陛下やマルディーニは嫌きらっておった」

「……だからですか」

「うむ。故ゆえに民衆は王室騎士ロイヤルナイトがどれだけの修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたかは知らぬ」

　そうなのだ。

　常在戦場を掲かかげる公こう爵しやく家の人間と比ひ較かくし、経験が足りない。一いつ般ぱん的に王室騎士ロイヤルナイトってのはそう思われているが、この戦いっぷりを見て本当にそう言える者が何人いるだろうか。

　あれが騎士国家の王族を守るために組織された集団。

　王室を守るための剣けんが攻撃に転じれば、これだけの力になるのか。

「だけど学園長。王室騎士ロイヤルナイトのあの士気の高さは一体……」

「儂わしもこれ程ほどまでに強い王室騎士団ロイヤルナイツは見たことがないよ。やはり王宮で身を挺ていして陛下を守り、未いまだ眠ねむりから覚める気配のない王室騎士団ロイヤルナイツ団長、ヨハネ・マルディーニ。あやつが倒たおれる前に残した言葉が効いているのじゃろう」

「──爺じいッ！　何デニングと吞のん気きに話してやがる、俺一人に仕事を押し付けるなよ！　結界の維い持じは苦手なんだ、知ってんだろ！」

　薄うすい結界膜まくの中に手を突つっ込んで、目を閉じていたロコモコ先生が弱音を吐く。

「ロコモコ。これも修しゆ行ぎようの一いつ環かんじゃ。お主は防ぼう御ぎよを疎おろそかにする傾けい向こうがあるからの。それに光の大精霊レクトライクル様の力が注ぎ込まれた結界の解放など、滅めつ多たに経験出来るものではないぞ」

「この結界が姫ひめ殿でん下かの生命線なんだぞ！　吞気に修行なんかしていられるかよ！」

　そうだ。忘れちゃいけない。

　俺たちがこんなに吞気に戦いの観戦を出来ている理由。

　それがこの何重にも重ねられた結界にある。時折、強力な魔法が俺たちのいる場所まで飛んでくるが、この結界が全すべての攻撃から俺たちを守っていた。

「しかし学園長。陛下も人が悪すぎますね。元からカリーナ姫の安全を考え、万ばん全ぜんの準備をしていたなんて」

「悪いとは思っておるよ。だが、カリーナ姫の覚かく悟ごを試ためすためにも必要じゃった」

「そーいうことだデニング！　尤もつともお前らが姫殿下に引っ付いてくるのはさすがに計画外だったがな！　というかお前、魔ま力りよく酔よいからの回復早すぎだろ！」

　大聖堂からこの闘技場まで、一瞬の転移を可能とした信じられない奇き跡せき。

　光の大精霊レクトライクルの力は見事に発動。

　大聖堂と闘技場を繫つないだ光の道を、俺たちは一瞬で跳ちよう躍やく。

　そして目を開けたら、傍そばにモロゾフ学園長とロコモコ先生がいて。

『──スロウ君。奇き遇ぐうじゃのう』

『が、学園長っ？　それにロコモコ先生っ……』

『爺、世間話なら後で幾いくらでも出来るだろ！　奴らの戦いに巻き込まれたら堪たまらねえぞ！」

　俺は先生方がこの場にいる理由を聞こうとしたが……まず嘔おう吐とを抑おさえるのが先だった。

　覚悟はしていたけど、転移の影えい響きよう。身体に走る寒気が止まらず──。

　さらに俺と一いつ緒しよに転移したお姫様二人。カリーナ姫は目を閉じて耐たえ忍しのんでいるようだったけど、シャーロットはこれまでに見たことがない顔で……。

『悪いがデニング、お前の従者は眠らせる！　耐えることが全てじゃねえッ！』

『ほう、ロコモコ。良い判断じゃ。さて……この場にいるのは、まずいのう』

　さっきまで俺たちがいた場所は既に戦場となりつつあり。

　急いで距きよ離りを取る俺たちに、魔女は少しの意識も向けていなかった。

　大聖堂で奴が言っていた通り、奴の目的は陛下の企たくらみを真正面から打ち倒すことだけ。

　こうして。

　俺たちは争いの中心地から離れ、結界の中から戦いを見届けることになったのだ。




『数に怯ひるむな！　敵は一人だッ！』

　観客席の最上段に座る女王の合図によって王室騎士団ロイヤルナイツが魔女に攻撃を仕し掛かけ、魔女も対たい抗こうするように空へと魔ま力りよく弾だんを打ち上げた。

　転移の影響をものともしない奴の行動。啞あ然ぜんとする騎士の前で、魔力弾は分ぶん裂れつと拡大を繰くり返し、その数は大小百を超こえていく。クルッシュ魔法学院の生徒程度なら一秒足らずで消し飛ばす魔女の力が波は濤とうのように地上の騎士へと叩たたきつけられた。

『慌あわてず対処すればこの程度──』

『下からも来るぞッ！』

　地面から千を数える刃はが騎士を串くし刺ざしにせんと、暴れ狂くるう。

　しかし、彼らはただの戦士にあらず。

　一人一人が国を背負う騎士であり、達人だ。

　魔女の背後で展開される百を超える魔ま法ほう陣じんを恐おそれる者は一人もいなかった。

　だが、その中でも静観する王室騎士ロイヤルナイトが一人。

　陛下が持つ最強の刃やいば。守護騎士ガーデイアンは今も陛下の隣で戦況を睨にらむばかり。




「学園長。ドルフルーイ卿きようが戦いに参加しない理由ですが、やはり──」

「陛下は守護騎士ガーデイアンを温存した上で、あの魔女を倒すことを望んでおる」

「相手はあの三さん銃じゆう士しの一人、この戦いの結果が騎士国家の未来を決めるというのに……陛下は一体何を考えているのでしょう」

「デニング、陛下の考えは尤もだ。守護騎士ガーデイアン抜ぬきで三銃士の一人を打だ倒とう出来れば、他国に武ぶ威いを示せる。それより爺、カリーナ姫殿下の容態は──」

「暫しばらくは絶対安静じゃろう。あれだけの魔力に当てられて、ピンピンしているほうが可笑おかしいのじゃ」

　聖堂からの転移は全身に膨ぼう大だいな魔力をぶつけられたことと同義。

　大聖堂と森の中を繫ぐ転移。

　尋じん常じようではない魔力酔い、酷ひどさは覚悟していた上を行く。お姫様二人はボロボロで、ロコモコ先生に眠らされたシャーロットはどんな悪夢を見ているのか、うなされ続けている。

　カリーナ姫は額に手を当てて、頭痛を耐えながらも戦いを凝ぎよう視し。

「モロゾフ。幾ら体調が悪くても……私を眠らそうなんて……考えないで……」

「姫殿下のお望みとあらば」

　カリーナ姫の負けん気の強さに驚いた。

　部屋の中で引きこもっていたあの姿とは別人だ。

「しかしスロウ君。混乱しているのは儂らも同じでな。魔女はカリーナ姫を人ひと質じちに取ってこの場に現れると聞いておったが、そのような素そ振ぶりは一切なかった。一体大聖堂で何があったのじゃ」

「学園長。俺は大聖堂であの女と話をしました。奴やつは最初からカリーナ姫を人質にする気なんて一切なかった。それだけじゃありません、魔女の意思は闇やみの大精せい霊れいを通じて陛下に伝わっていたようです。初めから奴は、陛下を倒すことしか考えていない」

「スロウ君の言葉が真実なら、儂らも陛下に一いつ杯ぱい食わせられた側のようじゃな。しかし、陛下もそんな大事な情報を誰だれにも漏もらさないとは……相変わらず、誰も信じておらぬお方よ」

「本当に……笑えませんね」

　大聖堂で魔女はカリーナ姫を人質にする素振りを見せなかった。

　あいつは真っ向から陛下を倒すために、あえて王室騎士団ロイヤルナイツが待つ戦場に飛び込んできた。

　対して陛下は守護騎士ガーデイアンを温存し、他国に武威を示すための戦いを選せん択たく。

「デニング。納なつ得とくがいってねえ顔だな」

「納得出来るわけないじゃないですか、陛下のやり方は博ばく打ちと同じです。確かに勝てば栄えい誉よは手に入れられるかもしれない、だけど負けたら終わりだ」

「王室騎士ロイヤルナイトだった俺はすんなりと受け入れられるがな。陛下は昔からずっとそうだ。心の底から──誰も信じちゃいねえんだ」

　ロコモコ先生の言葉を聞いて胸に湧わき立つこの感情は。

　もはや、どう呼んでいいかも分からなかった。
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　古参の王室騎士ロイヤルナイト、ダールトンにとって今回の相手は宿敵と呼んでいいだろう。

「結界の維持を確かく認にん！　姫殿下は依い然ぜん、無事だ！　奴だけに集中しろッ！」

「向こうへ気を取られるな！　あれは光の大精霊レクトライクルがモロゾフに与あたえた力！　魔法の余波が幾ら当たろうと、絶対に壊こわれん！」

　魔法で己おのれの形を常にぼやかし、肉眼ではっきりと認識することが出来ない。

　あれがたった一人で軍に匹ひつ敵てきすると語られる帝国三銃士の一人、フランシスカ。

　三銃士の中でも最も情報が少なく、たった一人でありながら自分たちは圧あつ倒とうされている。

「距離を取り、攪かく乱らんしろ！　俺たちの強みは数だ、一対一に持ち込むな！　ッ、オリバー下がれ！　その傷は、すぐにはッ、治らんだろうッッ！」

「ダールトン！　私の傷を言うなら貴殿の方がずっと重じゆう傷しようであろうさ！　既すでに我らは死地にいるのだ、共に行こうッ！」

　王室騎士ロイヤルナイトの仕事は民衆が考えるような、陽ひの当たるものばかりではない。

　時には公おおやけに出来ぬ闇を秘ひ密みつ裏りに葬ほうむってきた。そんなダールトンにとっても、今回の敵は嘗かつてない程に闇に染まった相手に違ちがいない。

　前ぜん代だい未み聞もん──女王陛下の首を求めた者なのだから。

「一刀両断ダールトン！　奴を射程に捉とらえた！　これより俺たちは神しん殿でん魔法の構築に入るがッ──」

「こちらは無問題モウマンタイだ！」

　ダールトンは過程には興味がない。

　魔女がどのような手段で王宮への侵しん入にゆうを成功させたのか、関心も興味もありはしない。

　王室騎士ロイヤルナイトの役割は王族の守護に尽つき、陛下が魔女と相対するというのなら、自分たちは命令を遂すい行こうするだけ。




「エレノア・ダリス。ご自じ慢まんの守護騎士ガーデイアンをぶつけてこないとは、随ずい分ぶんと舐なめられたもの」

　無表情にこちらを見み据すえるあの魔女が、手の内を全て晒さらしたとは思えない。

　しかし、あの時。

　守護騎士ガーデイアンが一いつ瞬しゆんで魔女の左ひだり腕うでを切り落とし、騎き士し団長が命を賭として半身を刻んだ。

　あの時と比べれば、守護騎士ガーデイアンと騎士団長の二枚抜ぬきだが、準備はしてきたのだ。

「私を侮あなどる余よ裕ゆうがあるとは到とう底てい思えませんが、戯たわむれはもう終わりと致いたしましょう」

　魔女の視界に広がる騎士の群れ。

　騎士国家が誇ほこる精せい鋭えい集団は、彼女にとっては何の脅きよう威いにもなりはしない。

　全ては前ぜん哨しよう戦せん。

　魔女は高みを見上げ、小さく笑う。

　守護騎士ガーデイアンが守るその先には──エレノア・ダリスと闇の大精霊の姿が見えた。
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「スロウ君、肩かたの力を抜いたほうがいい。儂わしらの役割はもはや終わったに等しいのじゃ」

　俺は爪つめが突き刺ささるほど強く拳こぶしを握にぎりしめて、彼らの戦いを見つめていた。

　傷ついた者を介かい抱ほうする者がいた、魔女に挑ちよう発はつを繰り返す者がいた、普ふ段だんのクールな王室騎士ロイヤルナイトたちからは想像も出来ない、等身大の彼らがそこにいる。

　戦いの余波が結界にぶち当たり、消しよう滅めつする。一いつ般ぱん的な魔法使いが構築する結界なら一いち撃げきで崩くずれているだろうが、相変わらず異常な強度を誇ったまま。

「学園長。この結界は──」

「光の大精霊レクトライクルの力が込こめられたマジックアイテムを利用して、構築した結界じゃ。悔くやしいが、儂らの力ではこれ程ほどのものは作れんよ」

「やはり……そうでしたか」

「この力を使っている限り、儂らはほかの魔法は使えん。スロウ君がいてくれて助かったよ。君がいなくてはカリーナ姫ひめ殿でん下かに癒いやしのヒールを与えることは出来なかった」

　夢世界に旅立ったシャーロットと違い、カリーナ姫は現実世界に留とどまっている。

　結界の向こうで戦う彼らを無表情で凝視。

　いや、彼らというよりはたった一人で王室騎士ロイヤルナイトと渡わたり合う魔女一人、か。

　俺たちの声が聞こえているようには見えなかった。

「学園長、ロコモコ先生。一つ、教えてください」

「どうしたデニング。まだ王都に連れていかなかったこと、怒おこってんのか」

「もう、それはいいです。ただ、俺は知りたいんです。この戦いの結末が、ダリスの未来にとってどれだけの価値があるのか……陛下は本当に理解しているのでしょうか」

　俺は『シューヤ・マリオネット』というもう一つの未来を知っていた。

　戦争に至る未来を回かい避ひするためにも、俺はどんな相手でも全力で挑いどみ、打倒した。

　なのに、女王陛下は守護騎士ガーデイアンを戦いに参加させていない。

　これは、そんな舐めプレイが許される戦いではないのだ。

「闇の大精霊も、守護騎士ガーデイアンさえも、戦せん闘とうに参加していない。あの二人がいれば騎士国家は勝利を手に入れ、魔女の夢は終わる。俺はそれが最善、そうあるべきだと思っています」

「スロウ君。陛下は、騎士国家の武力を世に示すことをお望みじゃ」

　死力を尽くして戦う王室騎士ロイヤルナイトを目にして、何もしていない自分がいる。

　これまでは当事者で在り続けた。

　だからだろうか。

　実際、目の前にすれば。傍ぼう観かん者で居続けることには耐たえられそうになかった。

「デニング。俺や学園長は姫殿下を守ることが役割で、あそこで戦っている王室騎士ロイヤルナイトは魔女を殺すことが役割だ。確かに俺たちには力がある。少なくとも、あっちで混じっても十分通用するぐらいの力を持っちまっているが、姫殿下を守ることも重要な役目だ」

「ドストル帝てい国こくの三銃士相手に出だし惜おしみなんて聞いたこともありませんよ」

「だからこそ、国の武威を示すには絶好の機会ともいえるだろ。陛下の考えは確かに甘いかもしれないが、成功すればメリットもでけぇ」

　成功すれば、それは仮定の話だ。

　同じ帝国の三さん銃じゆう士しを相手にした迷宮都市ゼネラウスでは、大勢の冒ぼう険けん者が力を合わせて勝利をもぎ取った。力を削そぎ落とすなんて真ま似ねは一いつ切さいしなかった。

　それに守護騎士ガーデイアンを参戦させないのは、国の力を国外に示すため？

　──違う。

　この戦いはカリーナ姫のためにある。

　将来、騎士国家の女王に即そく位いするカリーナ姫。

　その時までに、騎士国家を南方一の強大国へ成長させる。

　全すべては愛する娘むすめが──。

　将来、南方の周辺諸国との関係で苦しまないための戦いなんだ。

「無む駄だじゃよスロウ君。光の大精霊レクトライクルが構築したこの結界は──全てを通さない」

　どうしてだろう。

　その事実が、無む性しように俺をいらいらとさせていた。
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「ダールトン、エドがやられたッ！　奴の包囲に穴が開く！」

「エドの穴は俺が埋うめる！　それより神殿魔法の準備はまだなのか！」

　魔ま女じよからの圧力が高まり、ダールトンは嫌いやな予感に頭が支配されていた。

　ドストル帝国の三銃士。

　迷宮都市ゼネラウスでは同格の一人を──Ｓ級冒険者、紅蓮の瞳ウルトラレツドが都市の力を持って打ち破った。

　王室騎士ロイヤルナイトは精鋭だ、精鋭だからこそ自分たちの力では魔女に遠く及およばないと理解している。

「やはり自分たちでは抑おさえられません！　ドルフルーイ卿きようの援えん護ごを求めましょう！」

「クシュナー！　これは騎士国家の力を全土へ示す好機でもある！」

　けれど──怯おびえる者はいなかった。

　王宮では陛下を守るために、敵の刃やいばをその身に受けた者がいた。敵の呪のろいを全身に浴びた者がいた。陥かん没ぼつだらけの地面が、自分たちは難敵を前にしても逃にげ出さないという誇り。

「我ら、炎ほのおと風を統すべる者にして」

　魔女が生み出した小さな太陽の如ごとき極光を前にしても、王室騎士ロイヤルナイトそれぞれが障しよう壁へきを構築する。光が質量を持って満ち、破は壊かいの嵐あらしが縦じゆう横おう無む尽じんに吹ふき荒あれる。

　魔女と騎士一人一人の力の差は歴然だ。

「矛ほこと盾たてを合わせる者」

　だが、それがどうした。初めから力量は分かっている。

　それに勝てる相手だから挑むのではない。

　勝たなければいけないから、挑むのだ。

「我ら、血の一ひと滴しずくまで騎士国家へ捧ささぐ者」

　騎士たちは衝しよう撃げきの余波に屈かがんで耐え──準備が整った。

「──解放フアイア」

　目を押しつぶすような光が魔女に向かって放たれる。

　地じ獄ごくの鬼おにを燃やし尽くすといわれた、聖なる炎が全てを浄じよう化かさせる。

　遠くからでも肌はだが焼けそうな衝撃を味わいながら、魔女が炎に包まれた。

　影かげに逃げる魔女の特性。原理も手段も分からないが、逃げ道を封ふうじるための炎の津つ波なみ。

　燃え盛さかる炎を目に宿しながら、王室騎士団ロイヤルナイツの古参、魔女に最も近づいていたダールトンがくずおれる。本人でさえも、理解出来ない異常事態。そして、他の王室騎士ロイヤルナイトへ連れん鎖さする。

　一人、また一人と何も分からないまま地面へ倒たおれこんでいく。

　そして、周囲一帯に放たれた焰ほのおが消えていき──炎の中から現れる影。




「随分と脆もろい、王室騎士団ロイヤルナイツ。可か哀わいそうに。貴方あなたたちは種も仕し掛かけも分からないのでしょう」

　万ばん全ぜんの準備を整え、決して舐めてはいなかった。

　それでも、あえて敗因をあげるとするならば──彼らは魔女の本質を知らなすぎた。

「放たれる魔法だけに目を向けず、少しだけ注意深く観察すれば気付けたかもしれません」

　敵はドストル帝国が誇る至高の猛も者さである。

　連れん携けいの取れた騎士団を一気に崩ほう壊かいさせるやり方など、幾いくつでも知っていた。

　ここへきて、形勢は完全に逆転する。

「さあ、ここからです。見ていなさい、エレノア・ダリス。準備は整いました」

　蝕むしばむ空気。

　異変に一番に気付いたのは、被ひ害がいを受けている王室騎士ロイヤルナイトではなかった。彼らは気付かなかった。気付けなかった。観客席へ陣じん取どっていた守護騎士ガーデイアンは違い和わ感かんを感じ、目を細める。

　鼻び腔こうに届く空気に違和感。吹き上がる空気が、淀よどんでいる。

「エレノア。あたしは傍観者としてこの場所にいる。それでも、あえて言わせてもらえば、これ以上の出し惜しみは後こう悔かいするわよ」

　王室騎士ロイヤルナイトが倒れ、呻うめいている。その数は増加の一いつ途と。




　このような惨さん状じよう、誰だれが想像したか。

　事態が深刻であることは明確で。

　闇やみの大精せい霊れいから声を掛かけられたエレノア・ダリスは即そく断だんする。

「ルドルフ」

　声を掛けられた守護騎士ガーデイアンは一息で階段を駆かけ下りると、闘とう技ぎ場へ跳ちよう躍やく。

　戦場へ着地すると、眩暈めまいを感じた。

　──たった一息で、これ程か。

　即座に守護剣けんを振ふるい、纏まとわり付く空気を風で振り払はらう。

　その様子をエレノアは上から見つめ、顔をしかめた。

「毒か……小こ賢ざかしい真似を」

「あら、正解よ。撒まかれた薬が炎によって蒸発、空気に混じったみたいね。あの子の常じよう套とう手しゆ段だんといえばそうだけど、あの手を使うのは久しぶりね」

「……守護剣は、魔法を断たち切るわ」

「エレノア。あれは魔法じゃないの。単純な、作用。あんたたちには残念だけど、精霊が関かん与よしない現象に守護剣は無力。あれを何とかするには薬が溶とけ込んだ地面一帯を浄化しないと無理ね。けれど、広こう範はん囲いにして強力。フランがそんな隙すきを与あたえるとは思えないけど」

　闇の大精霊の言葉が聞こえている筈はずはない。

　しかし、守護騎士ガーデイアンを戦場に誘おびき出した魔女は、高らかに嗤わらっていた。

　手塩にかけて育てた騎き士しなど、この程度だと示すかのような、加か虐ぎやく的な笑えみを向ける。

「……悪あく趣しゆ味みな女、一体何のために」

「目的？　そんなの勿もち論ろん、あんたに見せつけるためでしょう。本当に、相あい性しようは最悪ね」

　闇の大精霊は魔女の力を十分に知っている。

　何な故ぜなら、彼女本人が育てた逸いつ材ざいなのだから。

　しかし、別の結末もあったのだ。

　最初からこの国最強の男を全力でぶつけていれば、未来は変わっていただろう。

「ドルフルーイ卿！　我らに構わず守護騎士ガーデイアンとしての力をッ、解放してくださいッッ！」

　地上に横たわる王室騎士ロイヤルナイトの叫さけびが、空むなしく響ひびくばかり。

　守護騎士ガーデイアンは倒れ伏ふした王室騎士ロイヤルナイトに攻こう撃げきの余波が飛ばないよう、力を抑え魔女と相対。

「ルドルフ……何を躊躇ためらっているの」

「あの様を見なさいよ。横たわる王室騎士ロイヤルナイトが足あし枷かせとなり、守護騎士ガーデイアンは全力で戦えていない。さっすがフラン、相手の弱みを見み抜ぬく力は相変わらずの一級品ね」

　闇の大精霊は魔女フランシスカの性格をよく知っていた。

　大陸北方、弱肉強食の極きわみと言えるあの冷たい世界で、一度手を取り合った仲間を何よりも大切にしてきた稀け有うな存在。心情を同じくする仲間だけは家族のように扱あつかった。

　故ゆえに我が子を見捨てるなど。

　魔女の考えからすれば断じて許されず、それが国を導く者だなんて──。

「でも、希代の魔女が他国に座する王の在り方を断ずるなんて…………暖かな南に来て、あの子も考え方が少しは変わったということかしら」

「騎士たちを虫ケラのように、何て趣味が悪いッ」

「エレノア。だから言ったでしょ、敵を甘く見すぎじゃない？　ってね」

　自じ慢まんの剣をへし折られ、狼ろう狽ばいする騎士国家の女王。

　その姿を誰が、予期できようか。しかし、それだけの異常事態でもあった。

　もはや騎士国家の女王は、闘技場の隅すみに構築された結界の中から。

　愛する娘に見られていることさえ、忘れている。

「あの子がこんな戦い方を選せん択たくしたのは、あんたが手塩に掛けて育ててきた騎士たちなんて、取るに足らない存在だって見せつけるため」

「闇の大精霊ッ、笑ってないで教えなさい！　あの女の弱点はないの！」

「それは協定違い反はんよ、エレノア。あたしはただの傍観者。だけど、一つだけ教えてあげる。あんたの敗北は確定したの」
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「爺じい！　あれは何だ！　様子が可笑おかしいなんてもんじゃないぜ！」

　ロコモコ先生の声に内心で同意する。

　王室騎士ロイヤルナイトが呻き声を上げ、倒れ出している。彼ら自身も何が起きたか理解出来ていないようで。結界の中にいる俺たちも、何もしていないにも拘かかわらず息が荒あらくなる。

　王室騎士ロイヤルナイトが放った神しん殿でん魔法。あの燃え盛る炎、炎の熱ささえ遮しや断だんする結界。

　向こう側では何が起きている。

「ロコモコ！　結界を乱すでない……少なくとも結界の中にいれば、影えい響きようはないようじゃ」

「守護騎士ガーデイアンのあの姿を見ろ！　王室騎士ロイヤルナイトが足枷になって満足に戦えてねえ！」

　結界の外では、誰もが予想しなかった現実が待っていた。

　王室騎士ロイヤルナイトが総そう崩くずれになったことで、守護騎士ガーデイアンが応戦を開始。

　しかし、味方である騎士たちの存在が足枷になっている。

「もしかして……毒？」

「カリーナ姫ひめの言う通り……恐おそらく、魔女は戦いの中で毒を撒いたのでしょう」

「とっても……陰いん湿しつだね」

　無表情で首を傾かしげていたカリーナ姫の言葉は的確だ。

　顔色はさっきより随ずい分ぶんとましになり、冷静に戦いを分ぶん析せきする余よ裕ゆうも出てきたみたいだ。

　そして、俺もカリーナ姫と同じくして、騎士たちが苦しむ原因に当たりをつけた。

　最近、役立たずになっていたアニメ知識さん、漸ようやく役立つ時がやってきたぜ。

　俺は、あの状態になった王室騎士ロイヤルナイトの救出方法まで、知っていた。

「地面に付着した毒が蒸発し、空気に溶け出しているってところでしょうか」

「……成なる程ほどのう。魔女が水の魔法を多用していたのはそういうことか。ロコモコ、何を呆ほうけた顔をしている。つまり、外では猛もう毒どくの空気が氾はん濫らんしておるということじゃ」

「だ、誰が呆けた顔だ！　けど、爺！　守護騎士ガーデイアンが風で吹き飛ばしているのに苦しみが和やわらいでいる様子もねえぞ！」

「守護剣は魔法を断ち切りますが、自然現象には無力ですよ先生」

「ッ、随分と冷静だなあデニング！　お前の言う通りなら、それはまずいどころの話じゃねえだろ！　奴やつらを助けねえと！」

「そこで一つ提案なんですが、俺なら地面にしみ込んだ毒を浄化させ、彼らを救えます」

「ならんよ、スロウ君」

「このままでは守護騎士ガーデイアンは敗北する。学園長、躊躇う理由なんてどこにもない、俺を結界の外へ出してください──」

　そこで、予想外の事態が起きる。

　守護騎士ガーデイアンに向かっていた魔女の魔法が、突とつ然ぜん、矛ほこ先さきを変えたのだ。

　目的は──陛下。不意をつかれた一いち撃げきは、相対する守護騎士ガーデイアンも反応し切れない速度で陛下に向かうが、ぶち当たる前に突とつ如じよ展開された結界に吸収される。

　九死に一生を得たのは──魔王の首飾りナイトシーカーのお陰かげ。

　陛下が首に掛けている首くび飾かざりの名前であり、光の大精霊レクトライクルが護身用に陛下に与えた道具。

「今のは肝きもが冷えたぜ……」

「学園長──このままじゃ、まずいなんてもんじゃないッ」

　守護騎士ガーデイアンを完全攻こう略りやくされたわけじゃないのに陛下に攻撃が向かうとは考えていなかった。

　だけど、もうそこまで──守護騎士ガーデイアンが追い詰つめられているということだ。

　俺たちが余りの事態に固まっていると──。

「……はは……可笑しいっ……」

　凍こおり付く俺たちとは対照的な声。

　声の主は、やっと自分の力で立ち上がったカリーナ姫。

「カリーナ姫──何が可笑しいので？」

「可笑しいでしょ……だって……」

　まだ、ずきずきと痛むんだろう。

　頭を押さえながら、カリーナ姫はくすくすと笑っていた。

　誰よりも早く騎士たちの異常に気付き、真しん剣けんな様子で何かを考え込んでいたお姫様。

　一体、何が可笑しいのか俺には分からない。

　少なくとも、今この状じよう況きように笑える要素なんて一つもない。

「だって、お母様のあんなイライラした顔。私、初めて見たからさ……」

　はっきりとした声で、騎士国家の次期女王は強く言いのける。

「自分を強く見せようと必死でやってきたのに、最後にあのざま」

　どこか痛ましい姿で、ロコモコ先生はカリーナ姫から顔を背そむけた。

　元王室騎士ロイヤルナイトとして陛下とカリーナ姫の傍そばにい続けた先生は、二人の歪いびつな関係を知っているんだろう。

「弱いくせに、強く在ろうとして。あんなに追い詰められるなんて、笑えるよ」

　守護騎士ガーデイアンの敗北は陛下の負けに直結する。

　というのに、カリーナ姫は興味も無さそうだ。

「皆みんなが持ち上げるお母様のこれまでって、あんなもの……スロウ君には前に話したよね。学園の生徒がこぞってサインを欲ほしがっていたあの本は噓うそばっかりって」

「ええ。理由までは教えて頂けませんでしたが」

「お母様達は庇ひ護ごを捨て、外の世界を学び、怖こわくなったんだよ。国境から一歩出た先で、お母様たちは奪うばわれ続けたから──」

「……カリーナ姫。今はそんな話をしている場合じゃ」

　けれど、カリーナ姫の視線の先は動かない。

　大陸を横断した二人の姿が映り続ける。

「あの二人は自分を守るために、もう奪われないために、このダリスを南方で最も強大な国にしようとした。騎士国家は強く在らねばならないって思い続けた。あの本に書かれている内容が噓ばっかりって言ったのはそういうこと。だから──ムカつくんだ。私に強く在れなんて言い続けながら、絶対に私が危ない目にあわないように……」

　この戦いは陛下が望んだ未来の最終章。

　この難局を凌しのげば、ダリスは名実共に南方の覇は者しやとなれるだろう。

「誰だれよりも臆おく病びようなのに……身みの丈たけを超こえた夢なんか持って……この国を南方で一番の国にしようって頑がん張ばって……最後の最後でこんな結末。笑っちゃうよ……」

　しかし、カリーナ姫が自分の跡あとを継ついで女王となったその時を思い。

　大陸南方におけるダリスの立ち位置を盤ばん石じやくにするために、陛下は守護騎士ガーデイアンを温存した。

　その結果が、このざまだ。

　観客席の陛下はいつのまにか腰こしを上げ、闇やみの大精せい霊れいと何かを言い合っていた。

　そこには余裕なんてもの、一いつ切さいなく。

　あの、大陸横断を実じつ施しした同一人物とは思えない。

「モロゾフ。結界を解いてくれる？」

「なりません。儂わしらは陛下より、殿でん下かの絶対守護を託たくされております」

「そういうことだ、姫殿下。俺たちは何があってもこの結界を維い持じし続ける。幾いくら姫殿下の言葉でも、聞けねえな」

　今でも結界の外では、苦しんでいる騎士が大勢。

　魔ま女じよの攻撃は陛下に届き、守護騎士ガーデイアンまでも劣れつ勢せいに苦しんでいる。

　あちら側で倒たおれている騎士たちをカリーナ姫は、しっかりと見み据すえ。

「スロウ君。君に頼たのめた義理じゃないことは分かってる──」

　振ふり返って、今度は俺を見る。

　揺ゆれることなく、ただまっすぐに。

　ならば俺も、真正面から彼女の思いに応こたえよう。

「何ですか、カリーナ姫」

「……私ね、可笑しいんだ」

　歩み寄れない二人がいた。

　意地を張り、身動きが取れなくなった者がいた。

　二人の確かく執しつを知りながらも、静観に徹てつし、動けない者たちがいた。

「お母様のことが嫌きらいなのに……」

　結局、最後まで陛下は変わらないのだろう。

　強く在り続けるためなら、親子の絆きずななど壊こわれたって構わない。

　それがこの騎士国家の女王、エレノア・ダリスの在り方で。

　陛下の娘むすめであるカリーナ姫は、母親の強がりを誰よりも知っている。

「嫌いなのに……今は、あんな姿は見たくないって思ってる」

　だから、手を差し伸のべるのは、この少女カリーナ以外にあり得ない。

「私が一番、知ってるんだ。お母様が、この国のために……どれだけ頑張ってきたか……この戦いに負けたら、お母様は立ち直れない……でも、それだけじゃないんだ……」

　騎き士したちだけでなく、俺にも確信があった。

　聖域を通り、私室に通されたあの時。

　学園で人気者の母親を、噓ばっかりと断じるカリーナ姫の言葉には。

　どこか、誇ほこるような声こわ色いろが感じられたのだから。

「私がね──お母様が、負けるなんて……絶対に……嫌いや……」

　それに、この悔くやしげな表情が噓のわけがないのだから。

「だからお願い……もし、スロウ君に出来るなら……」




　夜空を見上げて、深呼吸一つ。

　正面から、彼女の思いを受け止めよう。




「騎士達を救っもう一度、あてきてほしいの日の奇跡を──」

「ええイエス──任せて下さいユア・ハイネス」




　大きく大きく頷うなずいて、杖つえを結界に向ける。

　俺の役目は、今も攻こう撃げきを防ぎ続ける光の大精霊レクトライクル特注の逸いつ品ぴんを壊し、彼らを救うこと。

「学園長、一時的に結界を破は壊かいしますが、すぐに張りなおせば問題にはなりませんから」

　指針が決まれば、後は迅じん速そくに行動するだけだ。

「……お前も話が分からねえ奴だなデニング！　外にいるのは王室騎士団ロイヤルナイツが敗北した相手だ！　命が幾つあっても足りねえよ！　それに、お前にはこの結界を壊せねえ！」

　わかっちゃいない。

　全然、わかっちゃいないですね。

　ロコモコ先生も元王室騎士ロイヤルナイトなら分かるだろう。

　陛下を案じるカリーナ姫、仲直りの気配がしませんか？

「俺は教師として、お前をそんな危険な場所に行かすわけにはいかねえ！」

「──いや、ロコモコ。これは、止めちゃならん」

「なっ、爺じい！　何言ってやがる！」

「問題はスロウ君が出来るか、出来ないかじゃが……」

　学園長は、理解してくれた。

　カリーナ姫が陛下を案じたこと。

　それが二人の冷め切った関係にどれだけの意味を持つか──。

「スロウ君。君も大聖堂から一いつ瞬しゆんで転移させた光の大精霊レクトライクルの力量を見たじゃろう？　この結界の外に出るには、力ちから業わざしか通用しないが……出来るかね？」

　それに結界を壊せるかだって？

　壊せるかじゃない、壊すんだよ。

　腕うでを結界の中に突つっ込んだ。ロコモコ先生が驚おどろきの声を上げるが、無視だ無視。

　おー、やっぱり光の大精霊さんがお手製という通り、随分と綺き麗れいな構成をしている。

「学園長。この結界が壊せるかと問われれば、答えは、はいイエス以外にあり得ないんです」

「自信満々の理由を、教えてくれるかね」

　今、そこで眠ねむる彼女に。

　彼女に好きだって、伝えた。

　なのに、なのにだ。

　奴やつらのせいで、俺は余よ韻いんにも浸ひたれない。

　それに──告白に至るこれまでの苦労に比べたら。

「この程度、困難の内にも入らないッ──」
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　ドルフルーイにとって、地に伏ふせる王室騎士ロイヤルナイトたちが助ける対象かと問われれば。

「守護騎士ガーデイアンともあろう男が、命令に背くとは予想外ですね。どんな心境の変化ですか？」

　──否いなである。

　何な故ぜなら彼らは一人一人で自立した力を持つ戦士。彼ら自身も作戦の失敗と共に助けられる未来を求めていないことは分かりきっている。

　なのに。

　そんな彼らを助けるために、魔女を打だ倒とうすべき守護剣けんが振るわれる。

「黙だまれ！」

「分かっている筈はずです。貴方あなた、このままでは死にますよ？」

「──黙れと言っているッ！」

　守護騎士ガーデイアンは判断の過あやまちを遂ついに認めた。

　これはもう、王室騎士団ロイヤルナイツの敗北と評して差し支つかえない。

　さらに冷静な思考で幾度分ぶん析せきしても、倒れる騎士を守りながらの戦いでは敗北は必至。

　しかし、彼らを犠ぎ牲せいにする選せん択たく肢しはあり得ないのだ。

　そんなことをすれば、彼の主人であるエレノアが──また悲しむから。

　彼女が、王宮で失った者を思い、どれだけ苦しんでいたことか。

「王室騎士ロイヤルナイトを守りながらでは私は倒せませんよ──」

「ッ」

　付与剣エンチヤントソードに与あたえられし月光の力を解放すれば勝機がある。

　しかし──出来ない。

　このような場で守護剣の力を解放すれば、仲間が犠牲になる。

　一撃を放てば、魔女は躊躇ためらいなく結界を利用する。

　跳はね返された力の余波は、未いまだ起き上がれない王室騎士ロイヤルナイトたちを死へと導くだろう。

「ルドルフ！　何を躊躇っているの！」

「相変わらずあの女の声は癪しやくに障さわる。仲間を犠牲にして得る勝利など、何の意味がありましょうか。ですが、良かったです。月下の守護騎士ガーデイアン。貴方はあの女と違ちがい、まともな心を持っているのですね」

「……お前にエレノアの気持ちなど、分からない」

　大陸横断を通じて、二人は知った。

　守られた世界の外側で、何が起きていたか。

　弱肉強食の世界で生きるには、強くならねば、強く在らねばならなかった。

「ドルフルーイ卿きよう！　我らには構わず、力の解放を！」

「貴方との死し闘とうを私は楽しみにしていたのですが残念です。あの女が持つ武の象しよう徴ちようを倒してこそ、真に私はエレノア・ダリスを上回ったと言えるのですが」

　ドルフルーイは息を整える。

　王室騎士ロイヤルナイトは死に近づき、今の状じよう況きようは圧あつ倒とう的に不利。

　一秒の遅おくれが王室騎士ロイヤルナイトを墓へ送る。ならば、最善は何だ？

「ドルフルーイ。貴方の身体からだから死し臭しゆうが出ています。まさか、守護騎士ガーデイアンともあろう男が、死に思いを馳はせているとは驚きです」

　一秒も掛かけず、空中に浮うかぶ千にも及およぶ魔法を殲せん滅めつしながら。

　心に思うのは、数え切れぬ後こう悔かいだ。

　エレノア、ごめん。

　俺はここで、終わりだろう。

　二千を超こえる氷の槍やりに囲まれた時──守護騎士ガーデイアンは抗あらがえぬ敗北を悟さとり。

「惜おしい、と。本当の力を解放した貴方を見たかった。そう思うのは勝者の特権でしょうか、月下の騎士シユヴアリエ」

　カリーナ姫ひめが即そく位いする未来のために王室騎士ロイヤルナイトは必ひつ須す。

　それに、クルッシュ魔法学園に騎士候補の影かげを幾つも見ることが出来た。

　だけど──お前とカリーナの二人。せめて、お前たちが分かりあう未来が見たかった。

「……エレノア、お前と出会えて俺は」

　幸せだった、と。

　氷のような表情を消し、最強の騎士は嘗かつての日々を振ふり返る。

「──こんな俺を、選んでくれて……ありがとう」

　誰だれにも聞こえない呟つぶやきと共に、ドルフルーイは思い出す。

　この地へ来る前に、闇やみの大精せい霊れいとの間で交かわした約束を思い出す。

　誰も知らない。闇の大精霊が秘ひ密みつ裏りに守護騎士ガーデイアンへ接せつ触しよくしていたことなど。

　万が一の時のためを思えば、守護騎士ガーデイアンは敵に頭を下げることに躊躇いは無かった。

「闇の大精霊！　俺の負けを認めてやろう！」

　こうしてルドルフ・ドルフルーイは、決断した。

　エレノアとカリーナのため──生しよう涯がいの忠誠を破は棄きし、闇の大精霊へ救いを求める。

　彼の力を知るものが見れば、驚きに固まるだろう。

　あの守護騎士ガーデイアンドルフルーイ・ルドルフ。

　光の大精霊レクトライクルから、月下の騎士シユヴアリエと呼ばれる男が誰かに縋すがるなど。

　これは夢かと頰ほおを抓つねるに違いない。

「守護剣と俺の力は約束通り、お前にくれてやろう！　代わりにお前の力を寄こせッ！」

　しかし、縋る相手を知るものがいれば納なつ得とくするだろう。

　闇の大精霊とは、そういう存在だと。

　人の弱さを読み取り、己おのれの望む未来を手に入れる悪魔だと。

「この場にいる騎士たちを──守ってくれッ！」

　光の守護剣の収集を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた闇の大精霊は遂にこの時が来たかと。

　特等の観覧席から腰こしを上げ──固まった。

「──何よ、あれ」

　闇の大精霊は気付けなかった。

　守護騎士ガーデイアンの劣れつ勢せいを理解し、もうすぐ手に入るであろうお宝のことばかり考えていたから。

　守護剣を手に入れたら三日三晩は根城に籠こもり、光の大精霊レクトライクルの力を分解してやろう。

　その時あいつ、どんな顔するかとか。色々考えてたことが原因の一つだが、根本は違う。

　自分以外に、この戦いに横よこ槍やりを入れられる力の持ち主がいるとは思っていなかったから。




「守護剣が狙い、か。闇の大精霊さん、そんなことだろうと思ったぜ」

　だから──闇の大精霊の目は今。

「出しゃばるなよ。これはまだ──人間同士おれたちの戦いだ」

　闘とう技ぎ場の中心で争う彼らを越こえて、反対側の観客席にいる彼に釘くぎ付づけとなった。

　タイミングを見計らい、力を溜ため続けた第三者は、時が来たとばかりに杖つえを振りおろし。

　高く高く、空に隠かくれた黄金の立体魔ま法ほう陣じんが展開された。

「天を落とすハリケイン」

　それは聖なる浄じよう化かの力。

　大地に染しみ込んだ毒へ照準を定め、小型台風ハリケインが出現。

　その魔法は風の神童と呼ばれた、いつかの少年の代名詞。

　唐とう突とつに巻き起こる暴風の中、守護騎士ガーデイアンは剣を大地に突き刺さし耐たえ忍しのぶ。

　闘技場を揺ゆるがす衝しよう撃げき、その力は魔女をしても身を守らねばならない力の奔ほん流りゆう。

「ドルフルーイ卿。初めて、貴方の人間らしい表情を見た気がします」

　視界もきかない風の中で、守護騎士ガーデイアンは傍そばへやってきた誰かを理解する。

「これで、王室騎士ロイヤルナイトを蝕むしばむ元げん凶きようは全すべて取り除きました。騎き士したちの異常は守護剣の力で回復させてください。貴方なら出来ますよね」

「……恩に着るぞ」

　そして風の中から、現れる人ひと影かげは守護騎士ガーデイアンより少しだけ背の低い誰か。

　魔女の警けい戒かいは最高潮。

　彼の魔法によって、王室騎士ロイヤルナイトを蝕む毒が完全に排はい除じよされただけでなく。

　その者は、光の大精霊レクトライクルが構築に関かん与よした結界を消しよう滅めつさせ、この場に現れたのだから。

「何故、出てきたのです。あの場にいれば少なくとも安全は……」

「お前に言っても分からないだろうけど、夢の続きが見たいんだ。だから──」

　ドストル帝てい国こく三さん銃じゆう士し。

　北方の魔女でさえ破は壊かいは不可能と判断した、鉄てつ壁ぺきの守りを。

「二度目の再戦クライマツクスと行こうか、夢売りの魔女ドクター・ヒール──」
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　エレノア・ダリスは理解を放ほう棄きし、呆ぼう然ぜんとそれを見ていた。

　いや。

　今起きている事態を正確に把は握あくしている者など、この場に一人もいないとさえ思える。

　守護騎士ガーデイアンの魔法により、起き上がる気力を取り戻もどした騎士たちも信じられない。

　騎士国家が誇ほこる歴戦の勇士たちも、エレノア・ダリスと同様に未だに目を疑っている。むしろ、女王陛下よりも距きよ離りが近い分、彼がどれだけ常識外れを行っているか気付いていた。

「エレノア。随ずい分ぶん驚おどろいている様子だけど、何がそんなに信じられないの？」

「彼があれだけ強いなんて……」

　ただの学生が王室騎士団ロイヤルナイツを手玉にとった魔法使いを圧倒している。

　帝国の魔女が放つ魔法は一撃でも被ひ弾だんすれば、即そく死しを与える死の呪のろい。たった一撃すら致ち命めい傷しようになるそれを、一いつ介かいの学生が完全に防ぎ切り、あまつさえ反撃しているなんて。

　これまで王室騎士ロイヤルナイトを守護騎士ガーデイアンを相手に、主導権を握にぎり続けた帝国の魔女。

　しかし今は完かん膚ぷ無なきまでに、魔女が防戦に回っている。

「フラン相手に純じゆん粋すいな魔法戦を仕し掛かける奴やつなんて、北にも数えるぐらいしかいないわよ」

　三銃士の一人である魔女相手に接近戦を挑いどんだ王室騎士ロイヤルナイトの戦い方は至し極ごく、正しい。

　中遠距離魔法を極きわめたとも言える魔女相手に、魔女が得意とする土俵で戦うなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。しかし、今。真っ向から魔女へ挑ちよう戦せんを続ける者がいた。

　闇の大精霊の考えでは、騎士国家において魔女とタイマンを張れる人間は守護騎士ガーデイアンたった一人の筈はずだった。しかし、今。眼下では、学生が、その力に絶対の自信を預ける部下の一人と対等に、いや、対等以上に渡わたり合っている。
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「聞いた話では……彼は魔女に一度敗北している。力もルドルフよりは遥はるかに下と光の大精霊レクトライクルは言っていた。杖要いらずの魔法使いといえど、あれは可笑おかしい──」

「何も可笑しくはないわよ。エレノア。思い出しなさい。あんたが持つ最強の騎士もああやって強くなったんでしょう？」

　思い出すは、騎士と共に旅をした日々の記き憶おく。

　確かにルドルフは凡ぼん庸ような男だった。

　王室騎士ロイヤルナイトになれたことが奇き跡せきとされ、情けない彼の性しよう根ねを鍛きたえなおすために、外の世界を知るために、エレノアは自分の命を敢あえて危険に晒さらし続けた。

　勝てる筈の無かった人間へ、モンスターへ。

　騎士とたった二人、絶対絶命の状況へ自分たちを追い込み続け、強くなった自覚がある。

「でも、危なかったわね。守護騎士ガーデイアンがあんたの忠誠を裏切り。光の大精霊レクトライクルの加護を失いかけた瞬しゆん間かんだったから、あの子に感謝しときなさいよ。エレノア、あんたの騎士は最強から転落する寸前……あたしの話も聞いていない。まあ、気持ちは分かるわ。魔法使いとしてあんなの見せられたら……」

　エレノアの瞳ひとみは僅わずかな時さえも、二人の闘とう争そうから外れない。

　一人の魔法使いとして、今がどれだけ貴重な時か。いつの間にか安全な戦いしか出来なくなったエレノア・ダリスが久方ぶりに命を危機に晒した。

　もしかすると自分は戦い方を忘れてしまったのかもしれないと、己を恥はじ入るぐらいに彼の戦い方は余りにも愚ぐ直ちよくで、エレノアの琴きん線せんを震ふるわせる。

「元から精霊に好かれやすい体質だったけど、あれは予想以上。あのフランを相手に、負けるなんて微み塵じんも思っていない顔が出来るなんて……本当に大したものよ」

　精霊の祝福が闇の大精霊には見えている。

　スロウ・デニングは何かを達成したのだろう。

　常識では、あり得ない。

　精霊しか知らない、成じよう就じゆ出来ない未来を覆くつがえしたのだろう。

「……誇りなさい。あれ程ほどの男が、戦いへの介かい入にゆうを戸と惑まどっているのよ？」

　闇の大精霊には王室騎士ロイヤルナイトの救護を完かん遂すいした守護騎士ガーデイアンの姿が端はしに見えた。

　悔くやし気に顔を歪ゆがませ、それでも守護騎士ガーデイアンは動かない。

「──お見事」
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「ぶひぶひぶひぃぃ」

「気持ち悪い声で笑いながら、なんて魔法を放つのですか！」

　魔女は心底、不気味なものを見る目だ。

　だが、俺は今、心の奥底から感かん涙るいの涙なみだを流していた。

　闇の大精霊に魂たましいを売り渡す前に、守護騎士ガーデイアンが小声で呟いたあの言葉。

　俺にしか聞こえなかったけど、あれはやっぱりそういうことだろう！

「連戦じゃなければっ！」

「教えてやるよ！　そういうの、言い訳っていうんだぜ！」

　俺だけじゃなかった。

　俺だけじゃなかった。

　あの守護騎士ガーデイアンも、全く俺と同じ存在だったのだ。

　この国で最強と呼ばれる騎士は、人生の大先せん輩ぱいだったんだ。

　泣ける！　泣けるぜ。俺にはあの人の内心が手に取るように分かった。

　忠誠を誓ちかい、ずっと一いつ緒しよにいた相手。女王陛下相手への報むくわれぬ恋こい。

　あの恐おそろしい陛下に何な故ぜ、恋心を、と思わなくもないが、人にはみんな好みがある。

　そんな先輩が、最後の最後に心を明かしたのだ。

「それだけの力がありながら、名前も広まっていないなんて！」

「名前なら広まっていたさ、豚ぶた公こう爵しやくってな！　ああ、違ちがうな！　最近はサイクロプスなんて呼ばれてたっけ！　俺ってばやりすぎなところ、あるからさッ！」

　ドルフルーイ先輩には悪いけど、俺は人生、最高の気分だった。

　怖こわいんだよ。自分の気持ちを伝えるってことは。

　だって、自分の一方通行かもしれないからな。

　魔法のように分かりやすければ良いけど、こればかりは仕方ない。

「最高の気分でさ──負ける気がしないわけよ！」

　欲を言えば、告白は自分のほうからしたかったけどな。

　だって、早く終われば終わる程イチャイチャできるんだろ？

「スロウ・デニング！　貴方あなたのことは、調べていましたっ！」

「へえ、俺を調べてどう思った！　是ぜ非ひとも偉い大だいな魔法使いの口から教えてくれよ！」

　空から電気の猛もう撃げきが迫せまりくる。

　雨のように絶え間ない雷かみなりが、俺を逸それた攻こう撃げきが大地を穿うがつ。

　だけど、怖くはない。死の瀬せ戸と際ぎわに立っている実感がある。少しでも対応を誤れば、死ぬという自覚もある。少しでも判断を間違えば、視界は暗くら闇やみに沈しずむことだろう。

　でも残念。勝利の方程式は、既すでに組み上がっている。

　ダイエットの成果が今になって表れる──思考を続けるための体力は有り余っている。

「ひどいものでしたよっ！　家いえ柄がらと才能に甘え、腑ふ抜ぬけたガキ！」

「そうだな！　否定はしないさっ！　出来る筈もないからな！」

　身体からだががくんと重くなる。

　魔女の黒い靄もやで覆おおわれた左ひだり腕うで。

　あれが振ふるわれ、闇やみの魔法が発動したか。不快な思い出が頭に浮うかぶ。

　全てを失う未来。意識が曖あい昧まいになる、誰だれかが叫さけぶ声が聞こえた。

　少し前の俺なら、びびって足が止まっていたかもしれないけど大だい丈じよう夫ぶ。

　奴が見せた過去は全て乗り越こえた。あんなもの、何の障害にもなりはしない。

　あの過去が無ければ、今の俺はいない。

　あの過去が無ければ、かっこ悪さを受け入れられなかった。

　あの過去が無ければ、好きだと伝えることさえ出来なかった。

「──そんな」

　過去に思いを馳はせていると、いつしか雨あられの攻撃が止やんでいた。

　思わず足を止めれば、前方には呆ほうけた顔で俺の後方を見つめる帝国の魔女。

「……こんなの、反則でしょう」

　だけど、魔女が感じた違い和わ感かんにすぐ思い当たる。

　俺は前方の魔女だけを見ているから、そこで何が起きているか分からないけど。

　やけに空が明るくて、絶句する魔女も上を見上げている。

　もう、答え合わせも必要ない。

　これは前まえ触ぶれ──全力の守護騎士ドルフルーイがやってくる。

「フランシスカ、敗北を認めろ。このままじゃお前は」

「──感謝するぞ、スロウ・デニング。騎き士したちの離り脱だつは完かん了りようした」

　これだけの時間で騎士たちを回復させ戦線に復帰するとは完全に想像以上。

　でも、これが騎士国家最強にして、アニメでは火の大精霊エルドレツドも敵対を避さけた男の実力。

　この夜空を彩いろどる月光こそがドルフルーイ卿きようの本領発揮に他ほかならず。

「ここからは、俺がやる」

「ドルフルーイ卿！　既にあいつに戦意は──」

「猶ゆう予よは三秒、それまでに退ひけ」

　だけど俺は前方で脱だつ力りよくした魔女の姿を目にし、唇くちびるを強く嚙かんだ。

「三」

　そこから先は、スローモーションの世界だった。

　魔女は、絶句したような、生をあきらめたような顔で。

　もう、どこにも王室騎士団ロイヤルナイツを圧あつ倒とうした気き概がいは見えず──。

「二」

　ドルフルーイ卿、これは考え直した方がいいかもしれない。

　こいつは貴方の本気を見て、もう敗北を認めている。

　なら、戦いはこれで終わりにしなければ。

　魔女には穏おん便びんに帝国に帰ってもらわなければ、こいつの信者共が──。

「一」

　魔女と見つめあう。

　すると、あいつは首を横に振った。

　違う。ダメだ。確かにお前は敵。明確な敵だ。

「揺らぐムーン──」

　けれど、お前を殺しても──新たな、戦いが始まってしまうから。

「────────ッ」




　正直、そこからのことはよく覚えていない。

　だって、視界が真っ白になって、何が何やら分からなくなってしまったから。

　でも俺は無我夢中で、守護騎士ガーデイアンの力を受け流すことに躍やつ起きになった。

　覚えていることは何もなく、確定した事実はそれだけだ。

　だけど、俺は自分を褒ほめてやりたかった。

　空の先に届くとまで呼ばれた、月下の騎士シユヴアリエの本気を受け流したのだから。

　お陰かげで闘とう技ぎ場の観客席の一部が崩ほう壊かい。観客席があった場所は地面が抉えぐれ、森の先まで地面から吹ふき飛ばされている。

「スロウ・デニング……貴様、何のつもりだッ！」

　光る守護剣けんを握にぎるドルフルーイ卿の背後には、何十人もの王室騎士ロイヤルナイトの姿が見えた。

　そこにはダールトン卿やシューヤの師し匠しようの姿もある。

　皆みんなに共通しているのは全身ボロボロで、しかしまだ戦意が漲みなぎっていること。

「勝負はつきました。もうこいつに、戦意はありません……」

　俺の後ろで腰こしを抜ぬかした魔女は、情けなく両手をあげている。

　それは降参の意思表示。守護騎士ガーデイアンの全力を見て、さすがに敗北を悟さとったか。

　王室騎士ロイヤルナイトたちとの闘たたかいに続き、守護騎士ガーデイアンとの闘い。そしてバリバリ力が漲っている俺を相手にして、魔女はもはや満まん身しん創そう痍い。気力だけで闘っていると言っていいもんな。

「身を挺ていして敵を守るなど正気か。まさか、操あやつられているのか──」

「操られていませんが……この状じよう況きようで信じてもらうのは……諦あきらめるしかなさそうですね」

　俺が魔女を守るなんて、誰も夢にも思っていなかっただろう。

　後ろの魔女でさえも、びっくりしている感じが伝わってくるし。

　だけど、誰よりも驚おどろいているのは俺だったりするんだよな。

「行動以外に我々は、魔女に操られているか否いなかの判断をもたない。スロウ・デニング、お前には生しよう涯がい返せぬ借りが出来たことは事実だが、今すぐその場を退かねば、斬きる」

「俺も不思議ですよ。どうしてこんな奴やつを守ってしまったのか……だけど、こいつを殺せば、嫌いやな未来が見えたんです」

　こいつが殺された未来を想像して、そんなのダメだと思う余りに自然に身体が動いてしまった。具体的には十万を超こえる魔女の信者が憎ぞう悪おを燃やす。

　世界最高フランの治療師シスカが癒いやした者は北方の奴ど隷れいから、一国の王まで数知れない。

　こいつのためなら命を捧ささげても構わないと考える者が、この世界には多すぎる。

　危険極きわまりない信徒の憎悪が、ダリスに向かうのは避けたかった。

　でも、この様子を見る限り──王室騎士ロイヤルナイトたちは千せん載ざい一いち遇ぐうの今を見み逃のがすことはないだろう。

　……頭を働かせるが、どう足あ搔がいても魔女を助ける道はない──。

「ストップ」

　そう思っていたが、俺は忘れていた。

　この場に存在する最強の存在は、守護騎士ガーデイアンドルフルーイ卿ではないことを。

　再度訪おとずれた緊きん迫ぱくの空気、大精せい霊れいさんがゆっくりと歩きながら、こちらに向かってくる。

　ひらりと服を揺らしながら、俺たちの間に割って入り、彼女は大きなため息を漏もらした。

「本当にあんたには驚かされるわ……」

　闇の大精霊さんは俺を見ながら、そう言って口くち許もとを緩ゆるめる。

　ドルフルーイ卿もさすがの彼女には警けい戒かいするのか、硬こう直ちよく。

「あんたたちがフランを許せないのは理解している。百度殺しても薄うすまらない恨うらみを抱いだいているのは分かってるわ。でも、あんなでも北方では重要な人間なのよね。慕したう奴らも多いし、殺せば大勢の信者が黙だまってない。あたしとしても失いたくない手て駒ごまなわけ」

「闇の大精霊。お前の考えなど興味が無い。これは我らとそこの女の戦いだ。その女を討うたねば、王宮で散った魂たましいが無意味なものになってしまう。慈じ悲ひを与あたえるわけがないだろう」

「あら……一時はあたしに縋すがったのに随ずい分ぶんと強気ね」

　守護剣は依い然ぜん、鋭えい利りな銀色の輝かがやきを放っている。

　狂きよう気きを孕はらんだ王室騎士ロイヤルナイトたちの視線は、刃は物もののように、研とぎ澄すまされている。

　しかし、こんな空気の中でも。

　闇の大精霊の澄み切った眼まな差ざしは変わらない。

　どこまでも余よ裕ゆうがあるのは、騎士国家の最強面子メンツが集つどうこの場でも──。

　──自分の力に絶対的な自信があるからだろう。

「……はぁ。生半可なこと言っても退かなそうね」

　守護騎士ガーデイアンが持つ剣の刃先が、空に浮かぶ三日月の光を照り返す。

　騎士国家の国宝を持つこの人が本気になれば、魔女の自信も打ち砕くだいたこの人が本気になれば、俺なんて抗あらがうことも出来ないだろう。

　今いま更さらになって、俺は何てことをしてしまったんだ。

　自分の首を剣の一振りで飛ばされる未来を見て、背筋が凍こおる。

　守護騎士ガーデイアンは陛下命の心配性しよう。

　魔女のことを、出来ることなら可か及きゆう的てき速すみやかに抹まつ殺さつしたいだろう。

　だけど、闇の大精霊さんは焦あせりもせず。

「でも守護騎士ガーデイアン。あんたの弱点は、分かり切ってるのよ……。そうでしょエレノア」

　王室騎士ロイヤルナイトたちの間から、いつの間にか姿を現したうちの女王様に向かって。

「この物ぶつ騒そうな奴らを退かせなさい。代わりに──」

　もう一つの世界線『シューヤ・マリオネット』にて。

　シューヤやアリシアでさえ達成出来なかった、南方の悲願おれのゆめを。




「大陸統一わたしのの夢を、まけを、永久に捨てるわみとめてあげる。これで、文句ないでしょ？」

　ドストル帝てい国こくの大ボスは、まるで勝者のような態度で、言ってのけたのだった。








終章　夢の続き









　勝負に負けて、試合に勝った。

　森の中に建造された闘技場で。

　あの日、起きた戦いはそう総そう括かつしてもいいだろう。

「──もうすっかりと秋だな」

　ゆらゆらと木々の葉がうごめいている。

　そよ風さえも感じられる、静かな時の中を、無言で歩いた。

　空は澄み渡わたり、雲一つない空の真ん中で、太陽が明るく輝いている。

「しっかし、精霊が聖域の中を道案内してくれるなんてさ。風の大精霊さんじゃこうはいかないだろうな」

　俺は今、精霊に道案内をされて森の中に作られた聖域を歩いていた。

　それにしても……はあ。どんだけ引き籠こもり気質なんだよ。この国のお偉えらいさんはさ。

　俺と話したいことがある人がこの先にいるらしい。

　カリーナ姫ひめが祈いのりの儀ぎを終えて（一いつ般ぱん的にはそういうことになっている）。

　陛下や王室騎士ロイヤルナイトが王都への帰路についた後、俺の元に現れた人の言葉を話す不思議な光の精霊たちに連れられるまま、やってきた。

　この先は、馴な染じみのある、俺のトレーニングゾーンに続いている。

　実は途と中ちゆうまで風の大精霊さんも喋しやべる精霊が珍めずらしいのかついてきてくれたんだけど、この先で待っている誰だれかに気付くと『……シャーロットを守りに行くにゃあ』と言って、どこかに行ってしまった。本当に薄はく情じような奴だよな。

「──やあ。待っていたよ」

　積み重ねた土管の最上段に腰かけている。

　まるでこの場所は僕の特等席だよ？　というように。

　けれど、それが当たり前に感じられる、不思議な雰ふん囲い気きを持った少年だった。

「……君は、驚かないんだね」

「これが、昼下がりの幻げん想そうであることは分かっていますから」

「つまらないな、僕の正体を看破し、幻想であることも分かっている。幻想であったとしても、僕と対面して緊きん張ちようしない者は数人もいないんだよ」

　想像通り──光の大精霊レクトライクル、その者がそこにいた。

　やたらと透とう明めい感かんのある子供。育ちの良い、貴族のお坊ぼつちゃま感が出ているけれど、その微び笑しように騙だまされちゃいけない。

　中身は他の大精霊さんと同じく化けものだからさ。

「公こう爵しやく家の秘蔵っ子。嫌なことを考えているね。少なくとも、僕は北方の大精霊ナナトリージユよりもまともな自覚はあるよ。そうだな、随分と君に懐なついているアレよりも遥はるかに話が分かるつもりさ。本当に、風の大精霊アルトアンジユを手て懐なずけるなんて凄すごいよね」

「……光の大精霊レクトライクル様が、俺に何の用ですか？」

「何の用なんて……君なら呼ばれた理由、分かってるんじゃないのかい？」

「幾いくらでも想像は出来ます。だけど、言葉で聞かないことには何とも」

「それもそうだね。じゃあ、お望み通り本題に入ろうか」

　何が目的だ。

　こいつが人前に出てくることなんて滅めつ多たにない。

　公爵家の直系である俺もアニメの中を除いて、こうして姿を見ることは初めてだった。

「まず、君には感謝をしないといけないよね」

「感謝、ですか」

「そう。あの闇やみの大精霊から不戦の言葉を引き出した。これがどれだけ凄いことか、君には分かるかな。多分、分からないよね。百年も生きられない君たちには」

「……」

「魔ま女じよを生いけ捕どりにして、闇の大精霊との交こう渉しよう材料に。だって闇の大精霊が魔女を北方に連れ帰りたいと思っていたことは明白だったからね。けれど、エレノアが魔女を生け捕りにする気がないことはよく分かっていた。あの子は気が強いからね、魔女を生かしていたらいつか復ふく讐しゆうされるとでも思っていたんじゃないかな？　……あれ？　どうしたの。僕が喋ってばっかりじゃない？　これは会話とは言えないな。僕は今日、君と会話をしにきたんだよ」

「……じゃあ。光の大精霊レクトライクル様、一つだけ質問してもいいですか」

　思わずへりくだってしまう。

　自分よりも年下に見えるけど、何も恥はじることはないのだ。

　この少年にはそれだけの力があるのだから。

「一つと言わず何でも聞けばいい。僕は今、夢を見ているみたいにとても気分がいいんだ」

「貴方あなたは、初めから陛下が負けると分かっていたんですか」

　キョトンとする光の大精霊レクトライクル様。

　一体なんて愚おろかな質問をするんだろうと、顔で表現している。

「当たり前だろう？」

「……当たり前なんですか」

「帝国の魔女は王都ダリスで、僕の聖域を突とつ破ぱしたんだ。そんな相手に守護騎士ガーデイアン抜ぬきで挑いどもうなんて、エレノアも甘すぎる。だけど、それがエレノアという人間だ。これまでずっと、あのやり方であの子は勝利を摑つかんできた」

「……今回は敗亡する一歩手前でした」

「結果的にエレノアは君を使って魔女に勝利しただろう？　あれはそういう人間さ」

　あれは俺の意思。

　陛下に味方しようなんて考えは一いつ切さい無かった。

「しかし、驚おどろいたよ。闇の大精霊が敗北を認め、自ら妥だ協きよう案を提示するなんて。あれは本当に珍しいことなんだよ？　あの化け物が、僕のことでさえガキと呼ぶ闇の大精霊が！」

　全身で喜びを表現する光の大精霊レクトライクルは無む邪じや気きで、汚けがれも見られない。

「僕の誓せい約やく魔ま法ほうを受け入れるなんて──！　びっくりだ！」

　不戦の誓ちかい。

　あの後、闇の大精霊は魔女を助けるために、王都で光の大精霊レクトライクルによる誓約の魔法を結んだという。そして今は、闇の大精霊は手負いの魔女を連れ、北方へとっくに旅立っている。

「だけどね、スロウ・デニング。君に感謝したいことはそれだけじゃないんだ。魔女の件はエレノアとカリーナを仲直りさせるためにぴったりな条件が揃そろっていた。二人とも気が強くて、頑がん固こだからね。二人共が窮きゆう地ちに立たされた今回の事件は、お互たがいを見つめ直す良いきっかけになるんじゃないかって思っていたんだ。二人のためなら、守護剣けんを闇の大精せい霊れいに取られてもいいと思った。だから、守護騎士ガーデイアンには最悪、闇の大精霊の甘かん言げんに乗ってもいいと事前に言っていた。あいつが守護剣を欲ほしがっているのは知っていたから」

　なるほど。

　つまりは、そういうことか。

　俺たちはどこまでも──この光の大精霊レクトライクルの、掌てのひらの上だったと。

「だから、君には感謝しているんだ。君のお陰かげでエレノアも目的を達成し、カリーナはあの経験を経て心がずっと強くなるだろう。そして僕も彼女から、求める言葉を引き出せた」

　脱だつ力りよくする。

　陛下も関わりたくない人だけど、光の大精霊レクトライクルはそれ以上。

　だって、今も。

「そこでだ。この僕が、君の望みを何でも叶かなえてあげると言えば──どうする？」

　俺は──試ためされているのだから。







　世界は平和へ一直線。もう寄り道はしなくていい。

　もう俺は、何も考えなくていい。

　ぼ～と秋風を感じながら、全校集会。

　だから、ぼんやりと俺は全校集会に参加して、学園長の話を聞いていた。

「──」

　突とつ如じよ開かれた全校集会は、去ってしまった陛下らからの感謝の言葉が読み上げられた。

　未来の騎士の姿を多く見ることが出来、また感謝していると。

　そこからは、どうでもいい話が続いている。

　今は授業カリキュラムの変へん更こうなどが伝えられているようだ。

　より生徒の特性に合わせるために、授業選せん択たくの自由度が上がるらしい。

　その影えい響きようか、新しい先生が何人も来るらしい。

「──季節外れの──新しい教────転入生を紹しよう介かいしようかの。まずは先生方を──」

　といっても、何か喋っている先生方の声は正直殆ほとんど聞こえない。

　気が抜ぬけているからだ。今、俺は大層腑ふ抜ぬけた顔をしているのだろう。

　名実ともに世界が平和になった。この前、光の大精霊レクトライクルが言っていたように、闇の大精霊は大陸南方へ一切手出しが出来なくなったから。

「……──見覚えが──ルル先生──」

　何かみんな笑ってるな。

　王都から、有名人の先生でも来たのだろうか。ちなみに、さっき陛下の言葉が読み上げられたけど、実は俺は陛下から王都に招待されていた。今回の一件に対して、正式に表することは出来ないが、せめてものもてなしをしたいと言われたのだ。学業が忙いそがしいと丁てい重ちようにお断りしている。当然、シャーロットの件については、他言無用で決着がついた。

「────今度は安心するように──本物じゃ」

　さて、と。

　そう言えば、集会に出るのも久しぶりだよな。

　斜ななめ前にシューヤの姿。こいつ、さっきから振ふり返って何ぶつぶつ言ってるんだ。

　何事かと思ったけど、俺に話しかけてんのか。

「彼には──進路相談から日常の相談まで。彼は特別な経歴を──歴史的──かの家から────教師が──────前例がない」

「デニング……おい、あの先生ってお前の──」

「……シューヤ、今は静かにしてないといけないんだぞ」

　全くこいつは不ふ真ま面じ目めだな。

　しかし、シューヤか。もう俺がシューヤに敵意を持つこともないだろう。

　前までは心の奥底にちょっとだけ負の感情があった。

　もうシャーロットを取られる心配なんて一ミリもしなくていいわけだからさ。

「だから──知り合いじゃないのかよ。さっき学園長が──の人だって──だろ……」

　何だよ、新しく来た先生がどうしたって。

　でも折角だから、新しい先生の姿ぐらいは確かく認にんしておくか……って前の奴やつ、身長高いな。先生の姿が見えないじゃねえか。

「それでは、皆みなも噂うわさで聞いておろう。他国からの新たな留学生を一人、紹介しようかの」

　噂、また噂かよ。しかし、皆知ってるやつ。

　はー、またあれか。俺だけ仲間外れか。時季外れの転校生、そんなの一言も聞いてねーぞ！　ハブにするのはやめてくれっていっつも言ってるのに困ったもんだぜ。

「紹介しよう。彼こそ──」

「──大魔導士メイガス。俺の紹介は必要無い」

　堂々と姿を現した者を見て、俺は目を瞬またたいた。

　いや、俺だけじゃない。

　この場にいる誰だれもが、彼の姿を見て言葉を失っていた。

「いや、なに。自分のことぐらい、自分で喋しやべる」

　南方では珍めずらしい浅黒い肌はだに、甘いマスク。

　頰ほおには蛇へびをイメージさせるタトゥーが刻まれ、はためく黒マント。

　だけど、驚いたのはそこじゃない。

　この学園にだって、シューヤのように人を引き付ける奴らは大勢いるのだから。

「やはり、俺はこの国では異い端たんか。尤もつとも、俺も貴様らを蛮ばん人じんのように思っているが」

　俺たちのことを蛮人扱あつかいするその姿。

　しかし余りにも堂々とした立たち居い振ふる舞まい。

　そして紅ぐ蓮れんを閉じ込めた凜り々りしい瞳ひとみは、見るものを魅み了りようする輝かがやきを放っている。

「蛮人が騎き士しを自じ称しようするとは片腹痛い。だが、俺は……この日を、心待ちにしていたのだ」

　快活さを秘ひめ、目を離はなせない程ほどの華はなを持つその男。

「それでは、先に名乗りを上げよう──」




　その国は、実際の距きよ離りよりも遠い場所にある。

　深い谷間と歪いびつな森の先、吹雪ふぶく山脈を越こえた向こうに、その国は君臨している。

　永遠とも思える戦乱の中で、他国を征せい服ふくし続けた軍事大国。

　北方に存在する数々の大国を制圧し、大陸一の武力を誇ほこる超ちよう大たい国こく。




「我が名は、ネオン──」




　俺は、心臓をぎゅっと鷲わし摑づかみされたかのように、魅了されていた。

　シューヤが持つ主人公特有のオーラさえ、比べることすらおこがましい。

　アニメ知識を持つ俺も、噂でしか聞いたことが無かった。

　王位継けい承しよう権第二位にして、次代の皇こう帝てい、最有力候補。




「ネオン・ラスパール・ジルド・ドストル──この学園には、友を探しにやってきた」

　即そく死しの魔法を司り。

　あのドストル帝国にて、死神タナトスの異名を持つ新キャラクターの登場に、俺は神を呪のろった。




　シャーロットとの放課後デートが──延期になりそうだったからだ。
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あとがき









　散さん髪ぱつにきています。

　あとがきは毎回、何を書こうか頭を悩なやますので。

　今回は散髪の時間を利用して、サッと書きたいと思ってます。




　散髪タイムは髪かみ自体長くないので、大体20分ぐらい。

　担当の美容師さんには散髪中はスマホ弄いじりたいタイプであることを事前に伝えているので、会話は最低限。あとがきに集中する環かん境きようがばっちり揃そろっています。

　この時間で書くって思わないと、過去の経験上悩んでだらだら長引きそうなのでこの時間で書き終えると決めました。

　最近の美容院ってあれですね。タブレットの貸出があって好きにネット見られるなんて良い時代になりました。

　……ヤフーニュースなんて見てる場合じゃなくあとがきに集中したいと思います。




　本巻でようやくスロウが告白しました。

　長かったのか、短かったのか。

　唐とう突とつだなおいと思った方もいるのでは。

　なまじアニメ知識を持っている分、動じることが少ないスロウ。

　これまで迷めい惑わくを掛かけ続けてきたシャーロットからの逆ぎやく襲しゆう、ということでしょうか。




　さて、新年２０１９年となりました。

　来年はオリンピック年、都内に潜ひそむ自分は来年の交こう通つう網もうに不安しか抱いだいていませんが、今後とも健康に生きていきたいと思います。

　また、豚ぶた７巻を出版出来たことに関して、関係者様に大感謝を。

　コミカライズ１巻もよろしくお願い致いたします。

　しかしこの散髪中にあとがきを書くというのは良いですね。

　凄すごく有意義な時間になったので、また機会があればチャレンジしてみようと思います。





合あい田だ拍子りずむ





















豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい７








合あい田だ拍子りずむ
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